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　金属はその混ぜ方や熱し方によって、様々な姿を見せる。あらゆる変化を許容するように見えることから、鉛なまりを金きんに変える方法もあるはずだ、という話にすらなる。

　だが、世の中にはそれ以上に変化に富むものがある。わずかになにかを添てん加かするだけ、あるいはちょっとした操作を加えるだけで、まったく別のなにかに変わってしまうものがある。しかも、見た目からではよくわからない。

　わずかの言葉とやり取りを経るだけで、人は大きくその性質を変えるらしい。

　錬れん金きん術じゆつ師のクースラは、そんなふうに大おお仰ぎように考えることで、目の前の事態を受け入れようと努めていた。

「まだ食べますか？　お酒はいかがですか？」

　甲か斐い甲が斐いしく料理を取り分け、葡ぶ萄どう酒しゆを注ついでくれる。

　それだけならば便利の一言ですむが、そいつはこんなことまで言う。

「ほら、またこぼしています。どうして錬金術ではあれほど細かく物を扱あつかえるのに、パンは綺き麗れいに食べられないのですか？」

　真しん剣けんな面おも持もちでそう言って、せっせとこぼしたパン屑くずを拾い集めていく。テーブルの上のみならず、服の上に落ちたものまで。これで口の端はしになにかが付いていようものなら、手を伸のばして拭ぬぐおうとする。鬱うつ陶とうしいことこの上ないが、邪じや険けんにもできない。事あるごとに、嬉うれしそうにこちらを見上げて笑うからだ。

　側そばにいたがって、世話を焼きたがるそいつは、欲しいものには手を伸のばすと言って、クースラの手を摑つかんできた。そして、クースラはその手を握にぎり返すことにした。その結果が、これだ。予想できたような、できなかったような、微び妙みようなところだった。

　わかっているのは、そいつが自分の欲しいものに手を伸ばすなんてことが生まれて初めてだろうということと、自分が目の前のことにうまく対処できていないということ。もう一つは、この様子を見て、連れの連中がにやにやしているということだ。

「今日もおいしい食事ですね」

　一族を皆みな殺ごろしにされ、自身もようやく生きながらえてきた身の上の娘むすめが、生まれてから一度も辛つらい目に遭あったことがないかのように、無む邪じや気きに微ほほ笑えんでいる。

　鉛なまりを金きんに変えようと必死な錬れん金きん術じゆつ師も、金を鉛に変えようとは、思わないだろう。

「どうしました？」

　楽しそうに、この世になんの憂うれいもないように、無邪気に笑って小こ首くびをかしげて尋たずねてくる。

　それは結構なことだし、大事にする気はある。

　だが、微笑みかけられたからといって、素す直なおに微笑み返せるような器用さは持ち合わせていないのだ。

「なんでもない」

　状じよう況きようが変われば、己おのれも変わらなければならない。

　それがわかっていても、錬金術のようにはいかなかった。
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　異教の国ラトリアの女王が正教徒に改宗したせいで、北の地には大混乱が起きている。ラトリアと南の国々はもう二十年近くにわたって戦争を続けてきたが、その戦争の大義名分が、正教徒対異教徒というものだったからだ。

　しかも、戦いくさは決定打を欠き続けたままだらだらと続き、ほとんど習慣のようにさえなっていた。物心ついた時から戦があって、そのまま所帯を持つような歳としになった者も大勢いる。あまりに多くの物事が戦を前提に成り立ってしまっていて、今いま更さら止められないことが多すぎた。

　その騒さわぎの中でも、最も割を食っているのは、異教徒を根絶させるという理念によって造られているクラジウス騎き士し団だろう。

　なにせ、ラトリア女王の改宗は、まさしく騎士団の足元をすくうための策である。しかもラトリア女王に加勢しているのは北の元異教徒たちだけではなく、騎士団の権力の伸しん張ちようを面おも白しろく思わない、正教徒圏けんの王や貴族も含ふくまれていた。

　だが、クラジウス騎士団はそれこそ、異教の伝説に出てくる八つの頭を持つ蛇へびに近い。一つ二つ頭を潰つぶされたところで、簡単に死にはしない。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの兵士たちと、優ゆう秀しゆうな指揮官に、圧あつ倒とう的な資金。

　そして、奇き跡せきを体現する錬金術師。

　騎士団が反はん撃げきに転じた今、その錬金術師であるクースラたちが向かおうとしているのは、太古の奇跡についての情報を残していると思おぼしき、異い端たん審しん問もん官の足跡が残る町だった。

「けど、また旅暮らしかよお……落ち着かないねえ」

　机に足を載のせ、椅い子すを後ろに傾かたむけて座りながらウェランドが言った。一見すると盗とう賊ぞくにも見えるような長ちよう髪はつ、無ぶ精しよう髭ひげの、だらしのない錬れん金きん術じゆつ師だ。

「俺は構わんがね」

　対するクースラは、身なりにはそれなりに気を遣つかっている。ウェランドが暇ひまそうに唸うなっているのをよそに、別の机で本を繙ひもといていた。いつもはもう二人、女がいるのだが、今は部屋にはいない。最年少のフェネシスは昼食の後、隣となりの部屋で昼ひる寝ねをしていて、もう一人いる職人の娘むすめイリーネは用事で外に出ていた。

「こっちはクースラみたいに本じゃ満足できないんだよお。炉ろの前で、汗あせだくで、灼しやく熱ねつの炎ほのおに身を焦こがさないとねえぇぇぇ」

　大おお袈げ裟さな身み振ぶりで愛を告白する詩人のように、天てん井じように向かって両腕うでを広げている。

　錬金術師とは、多くが金属にまつわる研究に携たずさわる人間のことを指す。ただ、同じなのはそこまでで、方法も志向も、どうして研究するのかの目的さえも千差万別。ウェランドが実際に手を動かすことがなによりも好きな一方、クースラは書しよ籍せきを調べ、あれこれ頭を捻ひねるほうが好きだった。

「それによお」

　と、天井から天使が降りて来て祝福してくれるわけでもないので、ウェランドは腕を下ろし、足も机から下ろした。クースラに向けた視線は、どこか恨うらめしげだ。

「クースラは、ウルちゃんのことを撫なでたり抱だきしめたりしてれば、それでいいかもしれないけどよお。こっちは暇だからねえ」

　まともに相手をするような無様は見せない。

　クースラは頁ページをめくり、肩かたをすくめた。

「イリーネを貸してやるよ」

　くくった赤い髪かみの毛が特徴的な、いかにも工こう房ぼうでてきぱきと仕事をこなしていそうな職人の娘むすめだ。若いくせに、鍛か冶じ職人としては超ちよう一流で、二度も町を敵軍に包囲されたのに蹴け散らせたのは、イリーネのお陰かげだ。竜りゆうの火か炎えん放射器を実際に稼か働どうするようにしたのは、ほとんどイリーネの功績といえる。

「イリーネちゃんは、揉もみ心地ごこちは確かに良さそうだけどよお」

　よく体を動かす力仕事なせいか、イリーネの体は引き締しまり、しかも出るところがきちんと出ている。一度担かつぎ上げた時も、体つきはしっかりとしたものだった。確かに、揉み心地は良いかもしれない。

　反面、フェネシスは華きや奢しやで非力で、胸も尻しりもない。まだ若いというより幼いので、将来に期待する余地があるのが救いだが。

「どっちかというと、狩かりに近い気がするからさあ」

「あ？」

　言葉の意味を量りかね、視線を向ける。ウェランドは目を閉じて、鉄の製せい錬れんでどれだけ炭を足すかで頭を悩なやませるかのような顔をしていた。

「追いかけて、取っ組み合って、がばっ！　情熱的に嚙かみつき合ったら、大満足、みたいなさあ。わかるかよお」

　ウェランドは腕うでを振ふったり、自分の体を自分の腕で抱だきしめたりして、そんなことを言う。

　ただ、言いたいことはクースラにもなんとなくわかる。イリーネはなにごとも精力的に、さっさとこなしそうだ。始まれば一直線で、終われば余よ韻いんもなにもない、とウェランドは言いたいのだろう。

　忙いそがしい町の生活ではいいだろうが、旅の暇ひま潰つぶしには向かないかもしれない。

「その点、ウルちゃんはなんかこう……匂におい袋ぶくろみたいなんだよねえ。揉もむと良い香かおりがして、ずっと側そばに置いておきたい感じだよお。暇な旅にはぴったりだあね」

　そういう印象なのは、体が小さくて、いつも布がたっぷりの修道服を着ているせいもあるだろうが、クースラは少し唸うなってしまう。

　実際にフェネシスは妙みようにいい匂いがするし、手元に置いておくのに適しているかもしれない。たまに突つついたり、からかったりして、むくれている様子を楽しんだり、睡すい魔まに負けてうとうとしているのを眺ながめてもいい。ただ、クースラが唸ったのは、ウェランドの表現が的確だったからではない。そんなことをあえて口にする理由がわからなかったからだ。

　からかいにしたって、今いま更さら感がある。なにより、ウェランドがフェネシスに手を出すことはあり得ないはずだ。

　自分がぐいぐいとくるフェネシスを前にたじろぎ気味なのは明らかだが、なにかあればどんな犠ぎ牲せいを払はらい、どんな手を使ってでもフェネシスを取る、というのはウェランドにもわかっているのだから。

　なにせ、そうするように自分の背中を押すというか、実際には顎あごを殴なぐったのは、他ほかならぬウェランドだったのだ。

　だから、余計にわからない。

「……なにを企たくらんでんだ？」

　その懸け念ねんを、牽けん制せいとしてはっきりと口にする。

「んふふ～？」

　わざとらしい含ふくみ笑わらいを見せ、ウェランドは答えない。クースラの視線をそよ風程度に受け流し、大きく欠伸あくびをすると、椅い子すから立ち上がった。

「それより、イリーネちゃん遅おそいねえ」

　ウェランドが首を左右に振ると、ごき、ごき、と音がする。事情があって宿から外に出られず、部屋に閉じ込められているせいで体力を持て余しているらしい。ろくでもないことを考えているのはそれが原因だろうが、クースラがため息をついたのは別の理由からだった。

「あれ、クースラは楽しみじゃないのかよお」

「……なにを楽しめってんだ？」

　半目にウェランドを見ると、ウェランドは少し考えるふうだ。

「いつもと違ちがう自分？」

「馬ば鹿かか」

　切り捨てられても、ウェランドはへらへら笑うだけ。

　イリーネの用事とは、とある物の受け取りだった。それも、クースラやウェランド、フェネシスが外に出られないために、代理で行ってもらっていた。

　外に出られないのは、外に出れば大おお騒さわぎになるからだった。

　クースラやウェランドはニールベルクの町の中で、一連の騒そう動どうを経てから本物の奇き跡せきを操あやつる大錬れん金きん術じゆつ師として崇あがめられている。奇跡を起こしすぎたせいだ。そのため、クースラたちはとっくに南の地に船で向かったと触ふれを出している。フェネシスにいたってはその身を捧ささげて死んだことになっているので、なおさら外に出ることができない。イリーネだけは、信じがたいほど優ゆう秀しゆうだが、実直な職人という評価だったので、なんとか表を歩くことができる。

　そんなイリーネに託たくした用事とは、ほかでもない、これからの旅路に必要なもの。

　それも、食料やらの、必ひつ需じゆ品ではなかった。

「ん、帰ってきたかねえ」

　ウェランドが耳ざとく足音を聞きつけ、部屋を出て行った。クースラはそんな姿を見送って、もう一度ため息をつく。クースラたちはこの先旅に出るが、錬金術師という身分はあまりにも目立ち、邪じや魔まになる。となれば、そこは錬金術師らしく、鍍金めつきで欺あざむく必要があった。

　要は、変装をするのだ。

「戻もどったわよー。ほら、野や郎ろうども、ちゃっちゃと着き替がえてみなさいな！」

　イリーネの声と共に、どさっという音がした。

　クースラが重い腰こしを上げて隣となりの部屋に行くと、イリーネの前にたっぷりの服が積まれていた。

「あんたら人でなしの錬金術師に、似合うかしらねえ」

　妙みように楽しそうなイリーネに、クースラは鼻を鳴らす。

「職人の格好だろ？　似合うも似合わないもないだろうが」

「だといいわね？」

　イリーネの意い味み深しんな物言いに、クースラは肩かたをすくめるだけだ。

「あんたのはこっち。これはウェランドさんの分」

「楽しみだよぉぉ」

　何事も楽しそうなウェランドは、贈おくり物ものを受け取った子供みたいにはしゃいでいる。

　そんな騒ぎに目が覚めたのか、奥の部屋からフェネシスが目をこすりながら出て来た。

　一週間前の騒さわぎの際、特とく徴ちよう的な真っ白い長い髪かみの毛を切ることになったので、ともすれば女の子のようにしか見えない美少年、に見えなくもない少女、というややこしい見た目になっている。

「あ、ウルちゃんのはこっちねっ」

　イリーネが一ひと際きわ楽しそうに、服をまとめた包みを渡わたしている。寝ねぼけ眼まなこのフェネシスはやや戸と惑まどいがちだったが、それが服だとわかると、嫌いやそうな顔をした。

「大だい丈じよう夫ぶ、似合うわよ！」

　満面の笑えみでイリーネは言い切っているが、フェネシスはあまり信じていなそうだ。

　それはたぶん、フェネシスがクースラたちの工こう房ぼうに来てすぐ、町まち娘むすめの服を着せた時のことを思い出しているのだろう。

　フェネシスは髪の毛が真っ白だし、なにより少し見た目が良すぎた。およそ町の人間らしく見えず、どこかの姫ひめが無理にみすぼらしい格好をしているような妙みような感じが拭ぬぐえなかった。

　その時のことを、変に気にしているからだろう。あるいは、もっと根本的なところか。

　フェネシスが手渡された服は、イリーネの提案と、ウェランドの大賛成を受けて仕立てられた。一方のクースラは、フェネシスにその服を着せるべきかどうか、判断を保留した。理由は、似合わなそうだから、ということではない。

　想像するに、ちょっと嫌なくらい、似合いそうな気がしたからだ。

「じゃ、ちゃっちゃと着る！　町は大おお忙いそがしで、仕立て屋も暇ひまじゃないのよ！　大きさが合わなかったら直してもらわないといけないんだからね！」

　手をぱんぱんと叩たたき、きっと工房でもこうやって職人を追い立てていたのだろう、という感じにイリーネは言う。

　ウェランドは嬉うれしそうにその場で服を脱ぬぎ始め、イリーネに思い切り嫌な顔をされていた。

　フェネシスはしばしまごついた後、服を抱かかえて昼寝をしていた部屋に引っ込んだ。

　クースラも、やれやれと服を脱いで、職人向けの地味な服を手に取ったのだった。







　ウェランドが腰こし帯おびを巻き終わると、イリーネがつまらなそうにため息をついている。

「やっぱりウェランドさんは似合っちゃうかあ」

「なにを着てもそう言われるよお」

「なんかそんな気はするわ。でも、髭ひげを剃そって髪の毛をきちんとしたら？　身を持もち崩くずした職人みたいよ」

　そんなやり取りの二人は、確かに町の職人の工房にいてもまったく違い和わ感がない。

「俺たちは移住先を求める遍へん歴れき職人ってことにするんだろお？　腕うではいいけど町の組合とうまくやってけないって感じのほうがいいんじゃないかなあ」

　無ぶ精しよう髭ひげをじょりじょり撫なでながら、ウェランドはそんなことを言う。

「あー……うん。ウェランドさんはそういう感じよね。というか、私の町にもいたわ、そういうの」

　グルベッティという町で、亡なき夫の代わりに町の鍛か冶じ屋組合を束ねていたイリーネには、その手の輩やからも見慣れたものなのだろう。笑え顔がおがひきつっているのは、ウェランドがあまりにはまり役なので、当時の頭痛の種のことを思い出したのかもしれない。

「で、問題はこっちだよねえ」

　そして、二人の視線がクースラに向けられる。自分に死し刑けいが言い渡わたされるかもしれない裁判官席の前でも怯ひるまなかったのに、クースラはぐっと顎あごを引いて威い嚇かくする。

　なにを言われるのか、なんとなくわかっていたからだ。

「あんた、びっくりするくらい似合わないわね」

　イリーネが、ちょっと同情するように笑っていた。

「なにがいけないのかねえ？」

　ウェランドにいたっては、からかうこともせずに真しん剣けんに首を捻ひねっている。それが余計に腹立たしい。狙ねらってやっているのなら、さすがと言うほかない。

「詐さ欺ぎ師が変装しているようにしか見えないわ」

「それか、大商会の馬ば鹿か息子むすこが、性しよう根ねを叩たたきなおすために無理やり工こう房ぼうに送り込まれたみたいだよねえ」

「あははは、わかるわ、それ！」

　クースラは、怒おこるのも通り越こして無表情だった。

「うーん……でも不思議ねえ？　あ、ほら、それじゃないかしら」

「それ？　どれだよお」

「ウェランドさんが頭に巻いてるやつよ」

　イリーネは、ウェランドが頭に巻いている手ぬぐいを指差した。いつもは工房で作業をする時にしか巻かないが、職人らしさを出すためなのか、今も巻いていた。

「それつけたら、職人っぽくなるんじゃないかしら」

「……どうだろねえ」

　ウェランドは自分の頭から手ぬぐいを取り、クースラを見てにやついている。

　結果がわかっているような顔つきだったが、一応こちらに放ほうって寄越した。

「つけてみなよお」

　抵てい抗こうするのも間ま抜ぬけだ。

　クースラが言われたとおりに巻き付けると、二人揃そろって、曖あい昧まいな笑みを浮かべていた。

「工房に盗ぬすみに入ろうと変装してる泥どろ棒ぼうみたい」

「クースラ、怒るなよお」

　半笑いのウェランドに言われるまでもなく、さすがにそこまでの醜しゆう態たいを晒さらすつもりはない。

「なにがいけないのかしら？　あんまり褒ほめたくないけど、そこそこ顔は良いのに」

「クースラは、泥どろ臭くささが足りないんじゃないかなあ」

　イリーネはそんなことを言うウェランドを見返して、妙みように納なつ得とくしている顔を見せた。

「なら、髭ひげでも伸のばしてみたらいいのかしら」

「クースラに髭ぇ？」

　頓とん狂きような声を上げて、ウェランドは肩かたをすくめた。

「ますます訳のわからない人相になるだけだあね」

「ならどうするのよ。いかにも錬れん金きん術じゆつ師って身なりだけは駄だ目めなんでしょ？」

「そうだねえ……。けど、まさか、こんなにも錬金術師以外の格好が似合わないだなんてねえ」

　打つ手なしとばかりに言われ、クースラはため息交じりに返事をした。

「その馬ば鹿か息子むすこの線で構わん」

　あっさりと認めたのが意外だったのか、ウェランドとイリーネが顔を見合わせている。

「怒おこるなよぉ」

「そ、そうよ？　錬金術師の印象が強すぎて……ねえ？」

　二人して気き遣づかってくるあたり、本当に似合っていないのだと、無表情の下でわずかながら傷つく。

「怒りなんかするかよ。目的を果たせればそれでいい。格好なんて気にはしない」

　とはいえこれも本音だったので、力みもしなかった。

　頭から取った手ぬぐいをウェランドに返し、少し体を動かしてみる。

「大きさは問題ないな」

「う、あ、ほ、ほんと？　それはよかったわ」

　イリーネは、あれこれ言いすぎたとちょっと反省しているのかもしれない。

「ほら、反はん撃げきの戦いくさがうまくいってるじゃない？　そのせいで、あっちこっちで息を潜ひそめてた人たちが大量にこの町に来てるのよ。着の身着のままの人も多いからね、それで仕立て屋さんも大おお忙いそがしなのよ」

　このニールベルクの町を取り囲んでいた万の軍勢は、竜りゆうの火か炎えん放射器と、クースラたちが見せた偽いつわりの奇き跡せきに鼓こ舞ぶされたクラジウス騎き士し団によって蹴け散らされた。ニールベルクに集結していた騎士団の勢力は、その余勢を駆かってすぐさま追撃に転じ、周辺の主要な街かい道どうと町を押さえたというのだから、さすがというほかない。

　その知らせは瞬またたく間に八方に広がり、やはり騎士団は安あん泰たいだ、ということで、どっと人が押し寄せているらしい。部屋の中でじっとしていると、余計に町の様子がよく聞き取れて、町が静かになるのは明け方のほんのわずかな時間だけだとわかる。

　昼夜を分かたず人がやって来ては、出て行くのだ。

「押し合いへし合いの工こう房ぼうに出向いて、無理やりねじ込んで来たからね。直すとなったらまた時間がかかりそうだったからよかったわ。ウェランドさんも大だい丈じよう夫ぶそうよね？」

「大丈夫だよお」

　吞のん気きに答え、イリーネはよしっとうなずいていた。

「そしたら残りはウルちゃんか。いつまで着き替がえてるのかしら」

「出て来れないんじゃないかなあ」

「……」

　イリーネはウェランドを見返して、さもありなん、とうなずく。

　隣となりの部屋の扉とびらに歩み寄り、小さくノックして、扉をちょっとだけ開ける。

　イリーネに尻尾しつぽが生えていたら、きっとピーンと伸のびただろう。

「すごい！　似合うじゃないの！　ちょっと、本当に!?」

　大興奮で、イリーネは部屋に入って行った。

「ほら、ほら、大丈夫よ！　すごいわ！　こんなに似合うなんて！」

　扉の隙すき間まから見えるイリーネの後ろ姿だけで、部屋の中の攻こう防ぼうがうすうす察せられる。

　嫌いやがるフェネシスの手を強引に摑つかみ、引っ張り出そうとしている。

　そして、抵てい抗こうするフェネシスに業ごうを煮にやし、イリーネはフェネシスを抱だきかかえるようにして扉を開け放った。

　そこに現れた姿に、クースラもウェランドも声を上げられなかった。

　フェネシスに町まち娘むすめの格好をさせた時は、確かに似合わなかった。

　だが、こういうこともありうるのだ。

「すっごい似合うと思わない!?」

　まるで自分の手て柄がらのようにイリーネが言う横で、フェネシスは顔を赤くして、心底嫌いやそうにうつむいていた。たぶん、似合うかどうか以前に、単純に恥はずかしいのだろう。特に、神の教えに忠実な奴やつだし、常識やらを非常に気にかける。

　居い心地ごこち悪そうな、なにかいけないことをしているかのような不安げな顔。
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　フェネシスが着ているのは、少年が着るための服だった。

「本当に可愛かわいい子は、男装しても可愛いのねえ……」

　一方で、細かいことは気にしないイリーネが、うっとりするように言う。

「でも、こんな子が工房に入ってきたら、絶対一ひと悶もん着ちやく起きるわよね。町のお姉さん方が放ほうっときゃしないわ」

「教えるのも大変そうだねえ。厳しくしたら意地悪しているようだし、優やさしくしたら依え怙こ贔ひい屓きに見えるだろうし」

「髪かみの色も、短くしちゃうとあまり気にならないわね」

　確かにそうだった。

　ただ、クースラは相変わらず言葉がない。髪の毛を大だい胆たんなくらい短く切って、どことなく少年っぽい雰ふん囲い気きがあるのはわかっていた。元々、まだ幼さがたっぷり残り、女なんだか男なんだかわからない年ねん齢れいということもあるだろう。

　しかし、少年の格好になることで、修道女の格好の時にはどうしてもまとわりついていた、乳ちち臭くさい甘ったるさが、綺き麗れいさっぱりなくなっていた。それは今は、爽さわやかな若々しさに塗ぬり替かわっている。

　見た目というものは、すごい。鍍金めつきに騙だまされる奴やつ、金きんに似た鉱物に騙される奴の心持ちが、クースラは初めて、わかった気がする。

「けど、耳はどうしたらいいかしらね？」

　イリーネがそんなことを言う。フェネシスは呪のろわれた血筋と呼ばれる、異い形ぎようの存在だ。

　ただ、それは頭の上にちょこんと人ならざる耳が乗っかっているというだけのことで、その耳も猫ねこのような、どちらかというと可愛らしいほうに針が振ふれる。今は羞しゆう恥ちのせいですっかり伏ふせられているが、それでも目立つものは目立つ。

「帽ぼう子し……は職人はかぶらないものね。商会の使い走りならたまにそういうのもいるけど……」

　小さく首をかしげるイリーネをよそに、ウェランドがその腰こしから手ぬぐいを取って、ひょいとフェネシスに歩み寄る。

　そして、身をすくめるフェネシスの頭に、きゅっきゅと布を巻いた。

「それこそ、こうすればいいんじゃないかねえ」

「……」

　イリーネが口を開けたまま、感じ入っている。

　そこには、線が細くて女顔で、これからの工こう房ぼう仕事に不安を感じつつも、一いつ生しよう懸けん命めいに頑がん張ばろうと精いっぱい意気込んでいる、健けな気げな一人の見習い少年がいた。

「……お、お姉さんって呼んでくれてもいいのよ？」

　目つきの怪あやしいイリーネが、どこまで冗じよう談だんかわからないことを言う。

　フェネシスは困こん惑わくしっぱなしだったが、ちらちらと自分に視線を向けてくることにクースラは気づいていた。自分がどう思っているか知りたいという顔だ。

　ただ、クースラは目を逸そらしてしまう。

　どちらかというと、苦々しい顔で。

「ん～？　クースラ、どうしたよお？」

　そして、そんなところを目ざとく見つけて、ウェランドがわざとらしく聞いてくる。

「なによその顔。ウルちゃん、似合うでしょ？」

　これは自分のものだ、と言わんばかりに、イリーネはフェネシスの肩かたを抱だいている。クースラがちらと横目にフェネシスを見ると、不安そうなフェネシスと目が合い、逸らす。

「……ただの変装だ、役に立てばいい。似合うも似合わないもない」

　なんとか、そうとだけ言った。

　イリーネは不服そうだったし、フェネシスはどこかしゅんとしているようだった。

　たぶん、一言、似合っていると言えばそれでよいのだろうが、できなかった。似合っているという言葉が、あまりにも深いところから出てしまうのが、嫌いやだったのだ。

　そして、素す直なおに褒ほめるのが嫌だった理由のもう一つ。

　これは、絶対に悟さとられたくない。

　クースラがそう思った瞬しゆん間かんだった。

「ウルちゃん、気にするなよお。あいつが見み栄えと意地で武装した間ま抜ぬけだってことはよく知ってるだろお？」

　あまりな物言いだが、半分くらい当たっている気がしないでもないので、怒おこるに怒れない。

　それがわかっているのか、ウェランドはフェネシスに耳打ちするようにそっと顔を近づけた。

「クースラは、妬やいてるんだよお」

「え？」

　フェネシスが驚おどろいたようにウェランドを見る。まったく予想していなかった言葉なのかもしれない。それはイリーネも同じらしく、きょとんとしている。

　ただ一人、クースラだけが、ウェランドを今すぐ殺す方法を考えていた。

「ウルちゃんのその格好が、俺とお揃そろいだからだよお」

「えっ」

　フェネシスがウェランドを見て、イリーネがその二人を見比べている。

　それから三人の視線が自分に向けられた時、クースラは本気で腰こしの短たん剣けんに手を伸のばしかけた。

　屈くつ辱じよくだった。

　あまりにも、そのとおりだったから。

「……なんか、逆にあんたの評価が上がる気がするわ」

　イリーネがまじまじとクースラを見ながら言った。

　そして、それ以上にクースラのことを見つめていたのはもちろん、当のフェネシスだ。

　弾はじけそうな感情を精いっぱい嚙かみ殺そうとしているかのような、強こわ張ばった表情で。

　ウェランドはくつくつと笑い、肩かたをすくめて続けた。

「違ちがうなら、言い訳を聞くよお？」

　溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ。

　言わざるを得なかった。

「……そんなこと、かけらも思っちゃいない」

　そして、ウェランドは、獲え物ものがぱっくり餌えさに食いついた顔をした。

「なら、これから旅に出るにあたって、一つ提案があるんだよお」

　なんなんだ？

　ウェランドはクースラをわざと怒おこらせようという感じでも、間ま抜ぬけなところを指差して笑い倒たおそうという感じでもない。それなのに、なおクースラは悪お寒かんから逃のがれられない。

　それは、ウェランドの底意地の悪さを知っているのと同時に、ある種錬れん金きん術じゆつ師の勘かんだったのかもしれない。

「せっかく変装までするんだからさあ。念には念を入れるべきだと思うんだよねえ。だから、役割分担をしようと思うんだよお」

「役割分担？」

　聞き返したのはイリーネだ。フェネシスもちらちらとクースラのことを気にしながら、ウェランドを見た。

「そうだよお。職人に変装って話を聞いてから、ずっと思ってたんだけどねえ。俺たち四人から、錬金術師ってかすがいを取ったら、まとまりがないだろお？　どこかで誰だれかに、お前らはなんなんだ？　と聞かれたら、困るかと思ってさあ」

　もっと突とつ拍ぴよう子しもないことを言いだしたほうが、クースラの混乱は少なかったかもしれない。

　ウェランドの言うことは、もっともだったのだ。

「それは……確かに、そうかもしれないわね。親方っぽいのが一人でもいれば、工こう房ぼう丸ごと移住先を探してるって言えなくもないけど」

　イリーネが真ま面じ目めに考えるのもうなずける。

　しかし、イリーネは事実上親方以上の働きをこなせても、世間の目で見れば工こう房ぼうの下したっ端ぱか、せいぜい中ちゆう堅けんどころと見られればいいほうだろう。職人の格好が似合わず、大商会の馬ば鹿か息子むすこが躾しつけの一いつ環かんで工房に押し込められたような、というクースラとなれば、なおさら親方には見えない。結果、この四人をまとめ上げる「理由」を見つけるのは困難そうだった。

「で、だよお。昔の王様はよく言ったものだあね。問題は、分割して、解決せよ」

　クースラは嫌いやな予感しかしない。

　だが、ウェランドの言葉を止めることはできなかった。

「こうやって分けるのがいいと思うんだよねえ」

　ウェランドはフェネシスの肩かたをイリーネから奪うばい取って抱だき、一歩下がる。

「俺とウルちゃんはお揃そろいの格好だからねえ。旧きゆう弊へいな町では息苦しすぎてやってけない奔ほん放ぽうな兄あに弟で子しと、それに憧あこがれちゃう可愛かわいい弟弟子」

　肩を抱かれ、ウェランドに笑えみを向けられたフェネシスは、目を白黒させていた。だが、もう翻ほん弄ろうされるだけの小こ娘むすめではない。すぐに落ち着きを取り戻もどしたようで、数すう瞬しゆん考えるような顔をしてから、ウェランドの元におとなしく収まった。

　その原因は、クースラにもわかっている。

　ウェランドがフェネシスの肩を抱いた時、一瞬慌あわてかけたクースラは、フェネシスと目が合っていた。その時の、クースラが慌てるのを見た、フェネシスの顔。

　実に、嬉うれしそうだったのだ。

「私は？」

　問いかけるイリーネに、ウェランドはさらに爽さわやかな笑みを向ける。

「イリーネちゃんのことは結構悩なやんだねえ。なにせ、腕うでが立って真ま面じ目めな女職人が、一人で町を出て新天地を目指すっていうのに、どうやって理由をつければいいのかわからないよお」

「……ま、まあ、そうよね……」

　返事がおぼつかないのは、結局町を飛び出した奔放な職人だからだ。

　ただ、イリーネは元いた町で嫌なことがたくさんあっても、なんとかうまくやろうと頑がん張ばっていた。そして、世の中はそういう我が慢まんによって回っている。市し壁へきを飛び出して新天地に向かうというのはよほどのことだ。そのよほどの理由を、でっち上げなければならない。

　では、どうするのだろうか？

「そこで、クースラの出番なんだよお」

「へえ？」

　イリーネが純じゆん粋すいにわからない、といった顔を向ける。

　フェネシスもクースラに、くりくりとした目を向けてくる。

「その格好を見て、ぴーんときたねえ。これなら、誰だれもが納なつ得とくするっていう理由を見つけたよお」

　ウェランドは、心底意地が悪そうな笑え顔がおで、こう言った。

「クースラは、大商会で悪さをしすぎて勘かん当どうされた馬ば鹿か息子むすこで、職人になってやりなおそうと一いち念ねん発ほつ起きってことだったろお？」

「……そこに私がどう絡からむの？」

「そりゃあ、決まってるよお。金持ちを鼻にかけて好き放題してた馬鹿だけど、それなりに一いつ生しよう懸けん命めいな男を放ほうっておけない、純な女の子だあね」

「はあ!?」

　頓とん狂きような声を上げ、クースラを見ると、もう一度ウェランドを見た。

「じ、じゃあ、なに？　私は、こいつと？」

「んっふふふ」

　ウェランドは笑うだけで答えない。みなまで語ることはない、と言わんばかりだ。

　イリーネは再度クースラを見て、顔をひきつらせている。

　ただ、妙みように話の筋が通りそうなのは確かだった。これなら、クースラたちが訪おとずれた町で、四人の関係性を疑った人間に聞かれても、納なつ得とくさせられるだろう。

　町から人が飛び出すのに必要なのは、よほどの辛つらいことか、さもなくば、よほどの知性の欠けつ如じよというわけで、四人全員が、後者の理由でふらふらしているということだ。

　ウェランドは組織とうまくやれず、フェネシスは世の中のことがわかっておらず、イリーネは恋に盲もう目もくで、クースラは金持ちにありがちな馬鹿男。

　どこの町に行っても、怪あやしまれるよりかは、呆あきれられたり、あるいは怒おこられたりするだろう。

「で、二人と二人がたまたま町で一緒になって、旅の道連れというわけだよお。これ以外の組み合わせで、うまく四人をまとめるのは無理だと思うんだよねえ」

　ウェランドは自信ありげに胸を張っている。暇ひまに飽あかせてこんなことを考えていたのだ。

　ただ、クースラは嫌いやだと拒きよ絶ぜつできなかった。

　ウェランドに肩かたを抱だかれたフェネシスはくすくすと笑っていて、イリーネはやれやれといった顔をしている。全員が、この作り話を変装に説得力を持たせるのと同じくらい、ちょっとしたお遊びだとわかっている。ここでクースラだけが本気を見せることほど、無様なことはないだろう。

「ただ、一つだけお願いがあるんだけど」

「ふん？」

　イリーネはクースラとウェランド、それにフェネシスをちょっと見て、言った。

「一いつ時ときの情に駆かられて町を出てきちゃったことを、後こう悔かいしてるってことにしてもいいかしら。それなら、おっそろしく自然に振ふる舞まえる自信があるわ」

　ウェランドは天てん井じように向けて大口を開けて、声なく笑っている。

　イリーネは嫌そうにクースラを見ていた。たぶん、いくらかはフェネシスへの気き遣づかいで、残りは本気なのだろう。

　クースラはなにも言わず、受け入れた。

　行く先にマグダラの地があるのなら、その他ほかは些さ細さいなことだと、必死に言い聞かせたのだった。







　変装用の服と作り話を用意し終わった頃ころ、アイルゼンから連れん絡らくがきた。クースラたちを雇やとうクラジウス騎き士し団の中で、一つの部隊を実質的に率いている人物だ。元々は、クラジウス騎士団が陥かん落らくさせた異教徒の町に赴おもむいて、治安維い持じや植民を担になう、どちらかといえば温和な役回りの部隊だったが、今はどうやらそうでもないらしい。

　クースラたちは目め隠かくしの付いた馬車に乗り、人目を避さけて裏通りを行き、騎士団本部の裏口から忍しのび込む。

　そして、執しつ務む室に入るなり、言われた。

「お前らのせいで大おお忙いそがしだ」

　あまり寝ねていないのか、黒っぽくなった顔は表情が乏とぼしい。疲つかれのせいで、顔の筋肉が動かないのだろう。クースラたちに恨うらみ言ごとを言う合間にも、手元の羊皮紙に羽根ペンでひっきりなしに署名を続けている。

「いつも忙しそうに見えましたがね」

　クースラが言うと、アイルゼンは咳せき込むように肩かたを揺ゆらした。表情が動かないのでわからなかったが、苦笑したらしい。

「いつの間にやら、クラトール大公が反はん撃げき戦の大指揮官になられてな。お前らの働きがあったせいで、我らアザミの紋もん章しようの部隊の評価はうなぎのぼりだ」

「恐きよう縮しゆくですが、それのなにが問題なんですかね。この戦いくさの中心に立てれば、派手に出世できると聞いた気がしますが」

　この戦に勝ちきれば、クラジウス騎士団は一気にラトビアを牛耳ることができるだろう、とアイルゼンは息巻いていた。それが、目の前のアイルゼンは、あまり嬉うれしそうではない。

　クースラの言葉に無表情でふとペンを止めると、小さく言った。

「雑務はすべて、私なのだ……」

　アイルゼンは実質部隊のすべての指揮を執とるが、肩書きは伝令官だ。元々は部隊の象しよう徴ちようたる大貴族、クラトール大公が向かう先々にお触ふれを出して回るという役割の名めい称しようで、今は雑用の元もと締じめといったところだろう。

　玉座にふんぞり返り、時じ宜ぎを見て強気に発言し、私がすべての中心だ、と宣言したらあとは部下に任せればそれでいい、という身分ではない。

　しかも、あの赤あか髭ひげのクラトール大公はカラスも白鳥も同じ鳥だと言い出しそうな御ご仁じんで、細かいことなどなにも考えていないだろうから、余計にアイルゼンの苦労がしのばれる。クースラも珍めずらしく、同情した。

「お手伝いできないことを、申し訳なく思います」

　ただ、皮肉と取られたらしい。ウェランドはげらげら笑っていたし、アイルゼンも睨にらみつけるようにクースラを見ていた。

「ふん……。まあいい。この嵐あらしを切り抜ぬけた時、私はこのことを生しよう涯がい誇ほこりに思うだろう」

　人がなにかを成すには理由が必要だ。

　アイルゼンは、生きつ粋すいの事務官らしい。

「それで、お前らを次の町に届ける準備ができた。お前らのほうはどうだ？」

　クースラは背筋を伸のばし、ウェランドやイリーネ、それにフェネシスも姿勢を正した。

「ご覧らんのとおり、できてますよ」

「職人に変装……だったな。ふん」

　クースラたちを見回し、最後にもう一度クースラを見て、アイルゼンは鼻を鳴らす。

「怪あやしまれた時の言い訳なら、完かん璧ぺきなものがありますから大だい丈じよう夫ぶですよお」

　ウェランドの言葉に、アイルゼンは頷きもしない。

「お前らがそう言うのならそうなのだろう。それはいい。懸け念ねん事じ項こうだけ伝えておく」

　アイルゼンは大量の伝令書類の中から何枚かの書類を取り出し、目をしばたかせて文字を追った。

「コレド・アブレアとかいう異い端たん審しん問もん官かんの足取りを追うのはいいが、まだ我々騎き士し団の勢力が及およんでいないところが多い。その中で我々の勢力下にある最も近い町は、ヤーゾンという町だ」

　それから、視線を向けてくる。知っているか？　ということだろうが、クースラは肩をすくめただけだ。

「ふん。ヤーゾンはれっきとした異教徒の国ラトリアの町だが、昔から正教徒の教会もあるような、信しん仰こう的にいい加減な町だそうだ」

「頭の切れる二枚舌の領主が治めているってことですかね」

「いや。密みつ偵ていの報告によれば、いい加減、ということだ。つまりは、商人が権力を握にぎっているのだろう」

「なるほど」

　錬れん金きん術じゆつ師が信仰など糞くそ食くらえと言うように、商人もまた儲もうかればなんでもいいという信条の集団だ。

「このニールベルクと同じく、北の地と南の地との間で商品を仲ちゆう介かいして栄えているようだ。国境沿いでは珍しくもないな。お前らが潜もぐり込んでもさほど目立たんだろう」

　書類を置いて、アイルゼンは目め頭がしらを揉もむ。そうしていると、歳とし相応の初老の男に見える。

「だが、絶対にお前らが錬金術師だと悟さとられるな」

　目め頭がしらを指でつまんだまま、そんなことを言う。

　その瞬しゆん間かん、目を閉じていても世の荒あら波なみを読み切る、慧けい眼がんの指揮官になっていた。

「お前らの評判は、お前らが思っている以上に一人歩きをしている。私としては、お前らを蔵くらにでも入れて保管しておきたいところなんだがな」

「はは」

　ウェランドが笑うと、アイルゼンは目を開けた。

「冗じよう談だんではない」

　ふてぶてしさの塊かたまりのウェランドが、笑えみを消すくらいだった。

「お前らの存在は、騎き士し団全体の士気に関かかわっている。お前らがいれば、どんな危機がやってきても、たちどころに解決してくれるだろう、という雰ふん囲い気きになっている。南の地に向かったという話を流したのも、思いつきではない。本ほん拠きよ地ちがある南方の守りを完かん璧ぺきなものにする、という印象を与あたえるためだ。背後に不安を感じていては、攻せめに転じることができないからな」

　錬れん金きん術じゆつ師もそうだが、アイルゼンもまた、何事も無む駄だにしない性質らしい。

「お前らに万が一のことがあると、我々は途と方ほうもない財ざい産さんをなくすことになる。狙ねらって構築することが恐おそろしく難しい、威い光こうと信しん仰こうという財産だ。こればかりは、金に換かん算さんできない」

　まさか自分たちがそんな重要な立ち位置にいるとはついぞ思わなかった。

　だが、この世せ知ち辛がらい世の中では、奇き跡せき譚たんは疫えき病びようのごとくに広がるのだろう。

　それは良いこともあるのだろうが、悪いこともある。

　期待に応こたえられない時、奇跡の体現者がどう扱あつかわれるか、身をもって知っている。

「お前らを案内するのは、腕うで利ききの密みつ偵てい連中だ。皆みな商人に扮ふんしている。お前らはその隊列に加わるというかたちになる。全員が私の腹ふく心しんだからな。そこの小こ娘むすめの秘密や、お前らの素す性じようがそいつらから漏もれることはまずあり得ない」

　フェネシスは呪のろわれた血筋だから、それは助かる。

「だが、お前らが完かん璧ぺきに素性を隠かくせるかどうか、私は大いに心配だ」

　かけらも信じていないような目で、クースラたち四人を睨にらむ。

　それにはさすがのクースラも、顎あごを上げて、言い返した。

「錬金術師ですよ。身を守る術すべには長たけてます」

　実際、命を狙う輩やからは多かった。

　そういう環かん境きようで、たった一人、生き延びてきたのだ。

「それは、お前一人の時の話だろう」

　真正面から、胸の真ん中を突つかれた。

「一万回に一回しか間ま違ちがいを犯おかさないような奴やつがいたとしよう。そいつらが二人で仕事に取り組むと、なぜか失敗の頻ひん度どが跳はね上がる。それが四人になってみろ。しょっちゅう揉もめ事ごとと混乱が渦うず巻まくようになる」

　クースラは反論に詰つまる。

　アイルゼンのみならず、ウェランド、イリーネ、フェネシスからの視線も痛い。

　まったく、その揉もめ事ごとと混乱をつぶさに見られていたかのような一言だったからだ。

「密みつ偵ていが単独行動を取るのはそれが理由だ。共に行動しても、相手の仕事に口は出さん。そして、私は互たがいに実力を誇ほこり合う数千を超こえる軍勢を束ねる立場なのだ。少しは苦労を理解してもらえるかね？」

　冶や金きんや精せい錬れんも、量が増えるとそれまでの方法論が成立しなくなることがよくある。

　アイルゼンは大きなため息をついて、咳せき払ばらいをした。

「誰だれ一人欠けることなく帰って来い。もしお前らを一人でも失えば、それは騎き士し団の大きな部隊を丸ごと失うに等しい」

　死んだはずのフェネシスでさえ、使いようによってはクースラたち以上の効果をもたらすはずだ。あの聖女が偉い大だいなる奇き跡せきによって復活した、という喧けん伝でんがどれだけ騎士団の士気を鼓こ舞ぶするか想像すれば、理解できる。

　これは、冗じよう談だんではないのだ。

「それでもお前らの旅を許すのは、それ以上の利益が見込めるからだ」

　アイルゼンはその段になってようやく、うっすらと笑えみを浮かべた。

「竜りゆうに勝まさる古代の技術を見つけて来い。そうすれば、世界の支配者になれるぞ」

　子供が英えい雄ゆう譚たんを読んで口にするような台詞せりふだった。

　しかし、それを口にするのは、世間知らずの小こ僧ぞうではなく、今まさにこのニールベルクを拠きよ点てんとした、反はん撃げき戦の中ちゆう枢すうに位置する人物なのだ。

　これで胸が躍おどらない男は、男じゃない。

　自分の中にある、少年の頃ころの無む邪じや気きな興奮が蘇よみがえる。

「ですが」

　と、クースラは笑みを嚙かみ殺しながら言った。

「世界を支配する事務仕事は、今以上の激務だと思いますがね」

　アイルゼンはきょとんとする。

　そして、それまで鈍にぶい動きだった表情筋が、輪りん郭かくが変わるくらいに動いていた。

「その時は、さすがにお前らにも手伝わせる」

　アイルゼンは、信用のできる上司だった。

「行け。朗ろう報ほうを待っているぞ」

「仰おおせのままに」

　クースラたちは一礼をして、執務室を後にしたのだった。







　カザンからはほとんど着の身着のままで逃にげ出してきたので、荷造りはすぐにすんだ。せいぜいが、この町で見つけた、コレド・アブレアの残した伝言くらいのものだ。ウェランドとフェネシスは言うまでもない。イリーネだけは、少し大変だったらしい。仕事を共にした職人がこぞって、餞せん別べつにと最高級の道具を渡わたそうとしたらしく、断るのに骨が折れたようだった。遍へん歴れきの旅職人があまりに高価な道具を持っていたら、目立ってしまう。

　それでも、アイルゼンから寄よ越こされた、という商人の格好をした密みつ偵ていが呼びに来る頃ころには、準備も終わっていた。

「さて、後世に語り継つがれる偉い大だいな旅への出発だあね」

「すごい物が見つけられたら、でしょ？」

「俺たちはすでにすごい人物らしいからねえ。もしかしたら、年代記に残るかもしれないよお」

「またいい加減なこと言って。年代記って、参事会とか領主のことを記すものでしょう？　私たちなんて、そんな……」

　と言いながら、イリーネはどこか期待するようなそわそわした顔をしている。自分たちを歴史の一部に書きとめてもらえるなんて、およそ市井しせいの人間が望めることではない。

　ただ、クースラにはまったく興味がない。大事なことは、もっと他ほかにたくさんある。

　そう思っていたら、隣となりの小こ娘むすめがこう言った。

「年代記に書かれるとしたら、あなたは、姿を隠かくした大錬れん金きん術じゆつ師なのですね？」

　フェネシスが、楽しそうにしている。

「なんだか、わくわくします」

　身分を隠したお姫ひめ様御ご一いつ行こうとでも思っているのかもしれない。

　そこをちくりとやろうかと思ったその時、フェネシスは笑え顔がおのまま、言ったのだ。

「これまでもずっと、素す性じようを偽いつわって旅をしてきました。でも……初めて、楽しく感じます」

　呪のろわれた血筋であり、頭を下げ、砂を嚙かんで逃のがれてきた。変装とは、忌いみ嫌きらわれた己おのれを否定することでしかなかった。ただ己の心臓を動かし続けるためだけに、さもなくば、道半ばで殺されてしまった同どう胞ほうのために。

　今の変装とは、まったく意味合いが違ちがう。フェネシスは生まれて初めて、ふざけた変装を楽しんでいるのだ。町に生まれた者であれば、誰だれもが一度くらいは楽しんだことのある変装を。

　クースラはふと気がつくと、フェネシスの頰ほおに手を伸のばしかけていた。

　ただ、そんなフェネシスにまんまと心動かされている自分を認めたくなくて、小娘の頰ほおを撫なでる代わりに、指で弾はじいた。

「へらへらしてるなよ。行く先にはどんな毒が仕込まれてるかわからないからな」

「へ、へらへらなんて……え？　毒、ですか？」

　ぷくっと頰を膨ふくらませて不満を示しつつ、すぐにきょとんと聞き返す。

　クースラの言ったことは、無意味な自己防ぼう御ぎよのため、というものでもない。

「カザンを思い出せ。お前と同じ血を引いていたらしい連中は、足に鉄の枷かせを付けられて、壁かべの裏側がわに閉じ込められていた」

　おそらくは、竜りゆうの火か炎えん放射器の技術をカザンに伝えた民たみたちだった。

　フェネシスがはるか東方の地の生まれであることを鑑かんがみれば、彼らは大昔にこの地にやって来て、彼かの地の偉い大だいな技術をここに伝えた移民団だった。

　だが、町に残されていた壁へき画がや、その後の様子を見ると、移住がうまくいったものではないことがよくわかった。当初こそ、その圧あつ倒とう的な技術力で人々を従え、あるいは彼らと共に力を合わせて町を発展させてきたものの、どこかで食くい違ちがいが生じたのだ。

　おそらく、奇き跡せきを示しすぎたのだろう。

　民衆に一度奇跡のような解決策を示すと、もっと、もっとと期待されることになる。

　それに応こたえ続けられればいいが、そんなわけにはいかない。

　誰だれも神ではあり得ない。

　そして、神のような力を持ちながらに神でない者は、悪あく魔まであるとしか思われなくなる。

　フェネシスたちの血筋にかけられた呪のろいとは、結局そういうことなのだ。

「これから行くヤーゾンにも、不幸な過去の話が眠ねむっているかもしれない」

　直接的な血のつながりはないにしても、自分と同族の者たちが不幸な結末を迎むかえているのを知って、楽しいわけがない。そして、世の中というのはなぜかそういうひどい話ばかりが転がっている。だから歯を食いしばれ。幸運に期待するな。世は不幸に満ち満ちている。

　ただ、フェネシスが笑えみを消すことはなかった。

「大だい丈じよう夫ぶです。私たちの一族にかけられた呪いが、その技術のせいなのだとしたら」

　フェネシスは笑顔のまま、クースラを見上げた。

「あなたがその呪いを解いてくれると信じています。技術は決して、それだけでは悪にならないのだと」

　そんなことを、胡う散さんくさい錬れん金きん術じゆつ師に向かって言ってくる。ちょっと前までなら、世間知らずで何事も信じやすい、無知な間ま抜ぬけの戯たわ言ごとだと思っただろう。

　だが、フェネシスは、もうただの小こ娘むすめではない。

「期待はするな」

　冷たく言い放つと、フェネシスはもっと嬉うれしそうな顔になる。

「はい。過か剰じような期待はしないようにします」

　しっかり学んでいるようで、感心するのと同じくらい、面おも白しろくない感じがする。

「せいぜい実じつ践せんしてくれ」

「やりますし、できます」

　不満げに言う様も、真ま面じ目めでありながら、少しだけわざとらしい。

　本当に、人はわずかのことで大きく変わる。

　その成長に、置いていかれた感すら覚える。

「よーし、あんたたちも忘れ物はないわね！」

　イリーネが声をかけ、クースラとフェネシスはそちらを見た。

「行くわよ！」

　新しい旅路につく。

　クースラは、そのほんの瞬しゆん間かんに、フェネシスに声を向けかけた。

「どうしました？」

　わずかの遅おくれに気がついたフェネシスが、怪け訝げんそうに振ふり向いた。

　たったそれだけのことで、クースラの言葉は飲み込まれてしまう。

「……いいや」

　答えると、フェネシスは「？」と、歩いて行った。

　その格好、似合っている。その一言が、言えなかった。

　人に偉えらそうにあれこれ語っている場合ではない。と同時に、クースラは自分がどうして職人の格好が似合わないのか、なんとなくわかってきた。アイルゼンが言ったように、ずっと一人で生きてきたせいだろう。泥どろ臭くささが足りない、というのもそこに起因しているはずだった。

　要するに、未いまだに型に嵌はまりすぎなのだ。「孤こ高こう」の錬れん金きん術じゆつ師という型に。

　そして、この鎧よろいは窮きゆう屈くつすぎて、白しろ猫ねこを胸に抱だく隙すき間ますらない。そこに無理やり潜もぐり込まれようとしているのだから、対処できなくて当然だ。

　問題は、この鎧を脱ぬぐのが容易ではなさそうなこと。

　先を行くフェネシスの後ろ姿を見て、クースラはため息をついたのだった。







　荷馬車が三台、雇やとわれの傭よう兵へいが五人、商人が三人と、クースラたち四人という編成だった。

　商人は全員が密みつ偵ていだし、傭兵もいかにも腕うでが立ちそうな、金よりも職業倫りん理りに忠誠を誓ちかうような、無骨な連中だった。

　市し壁へきをくぐろうとする人の数は多く、出るのも入るのも大変な騒さわぎになっていた。

　ニールベルクで騎き士し団が反はん撃げきに転じたせいで、あちこちの町や村から逃にげ遅おくれ、隠かくれていた残存兵たちがひっきりなしに町にやって来る一方で、攻せめに転じた兵たちが隊列を組んで外に出て行くからだ。

　また、南方の余力のある地域からも騎士団の援えん軍ぐんが続々と押し寄せ、その部隊に目を輝かがやかせた商人やら職人やらが、大挙してくっついて来ているらしかった。戦乱が起きて平時の取引ができない時は、新参の商人が食い込む好機になるし、戦いくさで破は壊かいされた町並みを修理したり、武具を作ったりと特とく需じゆが生まれるので職人も仕事にありつける。

　もう戦は終わり、新たな植民の可能性はなくなるかもしれない、というところに起こった騒そう動どうだから、余計に人が殺さつ到とうしているのだろう。人の動きに加え、物資の搬はん入にゆうも行われているはずの港は、想像を絶する騒さわぎになっているはずだった。

　人ごみをかき分けて町の外に出るだけで、ひと苦労だった。

「あー……！　疲つかれたー……！」

　と、イリーネが両腕うでを高々と上げたまま、並べた木箱の上に仰あお向むけに倒たおれ込む。天気は快晴で、風もない。市し壁へきの中の雑多な圧あつ迫ぱく感から解放されたことも相まって、昼ひる寝ねには最高だった。

　それにしても、とクースラは思う。遠えん慮りよなく横になって降り注ぐ日光に気持ち良さそうな顔をしている様は、健康的でいかにもイリーネらしい。

「十年分くらい働いたわ。もう十年は働かない……」

　そんなことを言って、安息日に二度寝を楽しむかのような顔をしている。

　竜りゆうの製造の陣じん頭とう指揮を執とり、ニールベルクではほとんど寝ずに働き詰づめだった。

　旅の間に惰だ眠みんをむさぼるくらいの贅ぜい沢たくは、許されてしかるべきだろう。

「う～、けど……昼寝なんかしたら……怠たい惰だな癖くせが……」

　むにゃむにゃと言って、横向きになって体を丸めている。

　睡すい魔まの誘ゆう惑わくに抵てい抗こうしようとする姿勢は見上げたものだが、さすがのイリーネもニールベルクでの激務は応こたえたらしい。春を思わせる日差しに降参するかのように、大きな欠伸あくびをしていた。そして、滲にじんだ涙なみだを指でこすっているイリーネと、ふと視線が合った。

「あんたはこんな日和ひよりなのに、不ふ機き嫌げんそうなのね」

「……地顔だ」

　クースラはそうとだけ言って、ニールベルクから持ち出してきた数少ない書しよ籍せきに目を落とす。

　一度教会で読んだ、ニールベルクに関する年代記だった。教会で読んだものはアブレアの伝言を見つけるためにばらばらにしてしまったので、同じものを商会から譲ゆずり受けた。

　町の起源から現在までの主要な出来事をつづった年代記は、普ふ段だんならば手にも取らないものだが、精読すれば古代の民たみのことについてなにかわかるかもしれない。

「噓うそばっかり」

　すると、イリーネは再び仰向けになって、頭の後ろで両手を組む。

　およそ貞てい淑しゆくな娘むすめらしくないが、イリーネにはそういう格好がよく似合っている。

「ウルちゃんがいないから不ふ機き嫌げんなんでしょ」

　言うと思っていたので、別段努力せずとも受け流せる。

「確かに、側そばに置くなら、がさつな女よりかはあいつのほうがいいな」

　イリーネの目が細められる。がさつなのは自覚もあるし、ちょっと気にもしているというところらしかった。

「ふん。あんたも達たつ者しやなのは減らず口ばっかりじゃない」

「あ？」

「その服似合ってるねって一言が言えないくせに」

「なっ」

　思わず声が出て、口を押さえる。

　そして、その時点で、誰だれが間ま抜ぬけかは白はく日じつの下もとだ。

「その点、ウェランドさんは人は悪いけど、口がうまいからね。今頃ごろウルちゃんのこと褒ほめ倒たおしてるんじゃないかしら。ウルちゃんも悪い気はしないと思うな～」

　イリーネがそんなことを言うので、クースラは抗こうしきれずに、ちらと荷馬車の列の先頭に目を向ける。荷物の陰かげになってよく見えないが、ちらちらと見えるウェランドとフェネシスは、ずいぶん楽しそうに話が盛り上がっているように見えた。二人お揃そろいで頭に巻いた手ぬぐいのせいで、余計にそう思える。まるで、本当に仲の良い、兄貴分とその弟分のように。

「ウルちゃんだって、いつも意地悪しかしてこないくせに肝かん心じんなことは言えない奴やつより、ちょっと怪あやしいけど口が上手で優やさしい人に心動かされることもあるかもね。特にウルちゃんは、素す直なおな子だし」

　目を閉じ、日光浴をしながらのイリーネは余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。

　クースラがどれだけ睨にらみつけたって、暖かい日差しの前には何ほどの意味もない。

　それに、どんな反論をしたところで子供じみたものになってしまう。

　それがわかっていたのに口を開いたのは、もしかしたら、という不安があったからだろう。

「そんなこと──」

「あるわよ」

　イリーネは最後まで言わせなかった。

「よくある話だし……放ほうっておかれたら、誰だって魔まが差すわよ」

　そしてイリーネから向けられた視線は、嘲あざ笑わらうようなものではなかった。

　どこかに怒いかりをたたえた、鋭するどいものだった。

「なにも言わずとも通じていると思ってるなんて、どういう了りよう見けんなの？」

　イリーネはいつもまっすぐで、思ったことはずけずけと言う奴やつだが、それにしても容よう赦しやがない。クースラが訝いぶかしんで警けい戒かいしていると、イリーネはすねたように顔を背そむけた。

「でも、それを信しん頼らいだとかなんだとか言うのよね。あの人とおんなじ。なんなのかしら」

　それでようやく、合が点てんがいく。イリーネはクースラを責めているのではない。責めているのは、記き憶おくの中の、すでに亡なくした人物だ。

「沽こ券けんに関かかわるとか思ってるのよね。単に照れくさいか、勇気がないかのどちらかなのに」

　製鉄用の巨きよ大だいな金かな槌づちで殴なぐられている気分だ。クースラは苦りきった顔で、イリーネを見る。

　対するイリーネはクースラをちらとも見ない。なにを言おうとも無む駄だとわかっていたので、口を閉じる。二人の間に、ごとごとという荷馬車の音だけが響ひびく。

　沈ちん黙もくを破ったのは、イリーネだった。

「そうこうしてる間に、ふっといなくなるのよ。相手か、さもなくば自分がね」

　もう、その目には怒いかりも呆あきれもない。

　ただ、寂さびしさだけがある。

　それから向けられたイリーネの目は、そうでしょう？　と言っていた。

　この世の動きは計り知れず、自分のことなど気にかけちゃくれない。

　穏おだやかな日々が、いきなり槌つちに粉ふん砕さいされるのが日常だ。

「特に、あんたらと行動を共にしてからは危ないことばかりよ。これから向かう先でだってなにがあるかわからないのに。ほんっと、見てて苛いら々いらするわ。私の失敗のことを話したでしょう？」

　その言葉の後に、ようやく蔑さげすみの視線がくる。

　クースラは、むしろそのことにほっとしてしまう。イリーネに指し摘てきされたことは全部自覚のあることだし、そのとおりだと思う。それに、イリーネの剣けん幕まくを見る限り、ウェランドと手を組んでいるわけではなさそうだったからだ。

「鉄だって、いきなり曲げたら折れるだろうが」

　それでも言い訳じみたことを言うと、イリーネは憮ぶ然ぜんとクースラを見る。

「そういう台詞せりふは、少しずつでも曲がる努力をしてる者が言うべきね。いっつも、のっぴきならなくなってから無理やり形を取り繕つくろってるくせに。しかも、他人のお陰かげで」

「……」

　この話で言い争って、イリーネに勝てるわけがない。

　クースラはイリーネに大きな借りがあるうえ、情けないところを大たい抵てい見られている。

　ただ、と少しだけ思う。

　お節せつ介かいな姉がいたとしたら、こういう感じなのだろうかと。

「そんなことだから、ウェランドさんにつけ込まれて意地悪されるのよ。本当だったら、今頃ごろあんたの膝ひざの上にはウルちゃんがいたのに。ウルちゃんも、そうしたかったはずだけど」

　確かに馬車に分かれて乗ろうとウェランドが提案した時、フェネシスはクースラを見た。

　だが、クースラはほとんど反射的に目を逸そらしていた。フェネシスを見ていたら、まるで自分が期待していると思われるようで、嫌いやだったのだ。

　意識しすぎだ、と我ながら思う。

「それとも、私を膝の上に乗せたいのかしら？」

　半目になって、かけらも色気を見せずにイリーネがそんなことを言う。

　クースラは苦りきったまま、弱々しく答える。

「お前、重いだろうが。膝が折れる」

「お、大きなお世話よっ」

　思いのほかイリーネを刺し激げきしたらしく、荷台に落ちていた麦むぎ藁わらを投げつけられる。ただ、こんなことで意い趣しゆ返しをしたってしょうがない。クースラは頭に載のっかった麦藁を取り、ため息をつく。

　問題は、明らかなのだ。

「この見み栄えとやらが、摑つかんで切り捨てられるものならいいんだがな……」

　荷台の縁ふちに肘ひじを載のせ、頰ほお杖づえをつく。

「そうしたいならいつでもできるはずでしょ」

　ちくりとイリーネが刺さしてくるが、反論の余地もない。

　再び沈ちん黙もくが漂ただようが、今度はクースラから口を開いた。

「他ほかのことなら見栄だろうがなんだろうが切り捨てられる。だが、こればっかりは手の届かない場所に生えてるんだよ」

　そうとしか思えない。どうしようもないのだ。フェネシスを前にすると、構えてしまう。

　半ば自や棄けになって、イリーネに言った。

「お前らがいなかったら、もっとうまくいくだろうがな」

「別にあんたが目の前でウルちゃんと抱だき合ってたって、気になんかしないわよ」

　確かに、仮にウェランドとイリーネがそうなっていたとしても、クースラは気にも留めないだろう。フェネシスに微ほほ笑えみ返すのを気にしてしまうのは、他ならぬ自分自身だ。

「……我ながら、嫌いやになる」

「それはこっちの台詞せりふよ。他人ののろけ話なんか聞きたかないわ」

「そうじゃないだろ」

「それ以外のなんなのよ。ウルちゃんがウェランドさんの側そばにいるのも、いつもは話しかけても無表情か意地悪しか返さないあんたが、動どう揺ようをすーぐ顔に出すからよ」

　あらゆることに動じず、神ですら寡か黙もくのうちに殺す。

　それが錬れん金きん術じゆつ師であり、信じていた自己像でもあったのだが、修正を余よ儀ぎなくされている。

　ただ、イリーネはどうしてこんなことを言うのだろうかと、クースラがその真意を量りかねていると、イリーネはぶすっとむくれた顔で、ため息をついた。

「とはいえ……あんたに苛いら々いらするのは、羨うらやましいからなのよね」

　さすがのクースラも、戸と惑まどう。

「……あ？」

「あー、私も恋がしたいわー」

　投げやりにイリーネは言って、足をばたばたさせる。

　そういうことか……と呆あきれに似た納なつ得とくがいく。隣となりでうまいものを食っていたら、それが食いたくなるのと同じだ。

　クースラは、憮ぶ然ぜんと言う。

「ウェランドがいるだろ」

「冗じよう談だん。いい人だけど、浮うわ気き者は嫌よ」

　冷静な返答に、孤こ高こうの錬れん金きん術じゆつ師も思わずうなずいてしまう。

「あんた錬金術師でしょ？　私の運命の人がどこにいるか、占うらなったりできないの？」

　どこまで本気かわからないが、誤った認にん識しきは正すべきだ。

「占い師と錬金術師を一いつ緒しよにするな」

「役立たずね」

「……。そもそも、占いなんかに頼たよらん。いざとなれば、惚ほれ薬ぐすりでも使うさ」

「えっ」

　イリーネが途と端たんに体を起こした。

「そ、そんなの作れるの？」

「なんだ、飲ませたい奴やつでもいるのか」

　クースラはちょっと意外な気になって尋たずねていた。ニールベルクでは工こう房ぼうに入いり浸びたりで、手て袋ぶくろが片方脱ぬげているのも気づかないほど疲つかれきって帰って来て、入り口で眠ねむりこけていた。

　そんな状じよう況きようでよくも誰だれかに惚れる余よ裕ゆうがあるものだ、と感心していると、イリーネはつまらなそうに肩かたをすくめていた。

「違ちがうわよ。飲むのは自分」

「はあ？」

「あんたら見てると、あの時の気持ちばっかり思い出すんだもの」

　小こ娘むすめみたいに口を尖とがらせて、イリーネが少し恥はずかしそうに言う。

　わずかな期間に得ていた、伴はん侶りよとの時間のことだろう。

「惚れ薬を飲んでその気になれるなら、蛙かえるに恋したっていいかも。いや、そっちのほうがいいかな。人が相手だと、面めん倒どうばっかりだから」

　もしかしたら、ニールベルクでの仕事が辛つらすぎたのかもしれない。

　大だい丈じよう夫ぶかと思って見ていると、イリーネはずいっと身を寄せてくる。
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「ねえ、それより、そんな薬が本当に作れるの？　錬金術師のその手の話って、噓うそなんじゃないの？」

　フェネシスほどではなくても、イリーネもまた錬金術師にはそれ相応の思い込みがあったらしい。だが、錬金術の本領は、職人とそう変わらない。

「もしかして、ウルちゃんに飲ませたんじゃないでしょうね」

　そういうことか、と逆に安あん堵どする。

　非難がましい目を向けられても、これはさすがに動どう揺ようしない。

「いっそそっちのほうが、うまく捌さばける気がするんだがね」

　そうする目的で事をなすのなら、ためらう理由がない。

　予想だにしていなかったから、うまくできないのだ。

「それに、お前が思ってるのとはちょっと違うものかもな。惚れ薬というか……催さい淫いん薬か？」

「さっ……催さいっ」

　がさつで男勝まさりのくせに、言葉に詰つまって顔を赤くしている。

　夫がいたといっても、相手の歳としが歳だし、そういうことはなかったのかもしれない。

「幻げん覚かくを見せるっていうほうが近いのか？　自分で使ったことがないからな。一度ならず、命知らずの貴族に頼たのまれて調合をしたことがあるが」

「……」

　イリーネは握にぎり拳こぶしを口に当て、耳まで赤くしてそっぽを向いている。

「そんなに欲しいのか？」

「は、はあ!?　私はそんなふしだらな女じゃないわよっ！」

　裏返った声を上げるイリーネに、クースラもやや驚おどろく。

　ただ、イリーネの勘かん違ちがいに気がついて、意図せず半笑いになっていた。

「男のアレじゃない。薬のほうだよ」

「──っ!!」

　イリーネが、手元にあった投げられそうな物を投げてくる。麦むぎ藁わらだのニンニクだのが飛んできて、クースラはいちいちそれを避よけたり手で受けたりして、落ち着くのを待った。

「まあ、材料を手に入れるのが難しいし、調合法も明らかにいい加減な知識をまとめた資料からの、又また聞ぎきの又聞きだからな。危険のほうが大きい。自分で使ったことがないのもそれが理由だ。その手の研究を専門にしてる奴やつならいいんだろうが……そういう知識は貴族連中が手放さない。冶や金きんの技術より貴重だ」

　冶金の新技術も、それ一つで廃はい鉱山を蘇よみがえらせたりすることができるために、時として命を狙ねらわれるほどの大金が絡からむことになる。

　だが、惚ほれ薬ぐすりの類たぐいはもっと権力の中ちゆう枢すうに直接関かかわってくる。

　貴族連中は、剣けんと槍やりで敵国に攻せめる以上に、婚こん姻いん戦略で敵を攻め、自領を守るからだ。

「もしどこかで材料と知識が手に入ったら、試ためしに作ってやるよ」

　クースラは言って、遠くを見た。

「俺も飲んでみたら、吹ふっ切れたりするのか？」

　それこそ、恋は盲もう目もくという。他人の目も、自分の目も気にならなくなるかもしれない。

　クースラがそんなことを呟つぶやいていると、ようやく呼吸を整えたらしいイリーネが、言った。

「ばっかみたい」

　それは慌あわてた自分自身に向けたものか、それとも、クースラに対してか。

　たぶん両方だろうが、どちらにせよ、クースラは同意のためにうなずいたのだった。







　ヤーゾンには、丸二日ほどで着いた。

　一泊ぱくは通りがかった川沿いの関所の側そばにある宿で過ごした。ラトリア女王が引き起こした反乱と、それに対する騎き士し団の反はん撃げき戦という混乱にありながら、関所にはひっきりなしに旅人がやって来ていた。

　たぶん、事情はニールベルクと同じなのだろう。

　混乱によって逃にげる者がいれば、それこそが好機と見てやって来る者たちもいるのだ。ほとんどが商機に目を輝かがやかせた商人か、うまく混乱に乗じてどこかに職を得ようとしているらしい職人たちだった。

　結構なことだ、とクースラは他ひ人と事ごとのように思う。自分の望むものには遠えん慮りよなく手を伸のばすべきなのだ。それこそが、この世に生まれた意味というものだろう。

　とはいえ、宿で自分がそのように振ふる舞まえたかというと、心もとない。

　イリーネには二度ほど、テーブルの下で足を蹴けられた。

　ウェランドとずいぶん仲良くなったらしいフェネシスは、ウェランドにも甲か斐い甲が斐いしく食事を取り分けていた。もちろんクースラにもそうしてくれたのだが、クースラは皿を渡わたされて、礼すらうまく言えなかった。

　これまでも特に言わずすましてきて、それが普ふ通つうなのだ。だったら今いま更さらそんなことを言ったら妙みようだろう？　という意識が邪じや魔まをする。ましてや、どの頃ころ合あいでその服が似合っているなどと言えばいいんだ？　となると、今更すぎて絶望的だった。

　鉄の製せい錬れんならば最適の頃ころ合あいで木炭や貝かい殻がらを添てん加かすることができるのに、そうこうしている間にも時間は流れ、巻き戻もどらない。宿での雑ざ魚こ寝ねを経て、再び荷台に二手に分かれて乗車した後、イリーネは蔑さげすみの言葉すら向けてこなかった。無言の圧力というものに己おのれが圧あつ倒とうされるなど、ついぞ思わなかった。そんな有あり様さまだから、ヤーゾンの市し壁へきが見えてきた時には、安あん堵どのため息すらつきかねなかった。

　人が多ければそれだけで気が紛まぎれるので、その点、ヤーゾンはなかなかのもののようだった。市壁の前には長い列ができ、進みは遅ち々ちとしている。検問が厳しいのではなく、単純に人の出入りが多すぎるらしい。荷馬車の歩みが完全に止まると、その横を市壁から出て来て南に向かう大勢の者たちが通り過ぎていく。

　傭よう兵へい、傭兵、伝令、商人、村に帰る農民、傭兵、騎き士し、商人、商人……と、クースラは通り過ぎる連中を分類していく。ヤーゾンは騎士団の反はん撃げき戦の重要な拠きよ点てんになっているとのことなので、戦いくさに従事する者たちの数が多いのは道理かもしれない。

　時折思い出したかのように荷馬車が進み、ようやく市壁に到とう着ちやくした時も、門番は町の衛兵と騎士団の人間が半々だった。

　もちろん、人手が足りないから騎士団が手伝っている、などという優やさしい理由でないのは明らかだ。市壁の管理はそのまま町の安全に直結する。よその権力が市壁の管理に食い込めば、町にとっては望まぬ者でも、その意向によってすんなり町の中に入れることだって可能になる。

　たとえば、クースラの目の前で行われているように、密みつ偵ていが騎士団の人間を目ざとく摑つかまえて、アイルゼンから発行してもらった身分証明書を見せ、積み荷の検あらためを形すらもさせずに通過する、などなど。それでも一応は町の兵がいるので、騎士団の権力もこの町ではいくらか制限がかかっているらしい。さもなくば、これまでのあまりに強ごう引いんな手法を改めたのかもしれない。

　ただなんにせよ、よその連中に縄なわ張ばりを荒あらされているヤーゾンの町の人間に、クースラは少しだけ同情してしまう。

　なぜならば、市壁をくぐった後、荷馬車から降りた直後のことだ。

「さて、それじゃあ俺たちの歴史の、記念すべき新たな第一歩だあね」

　ウェランドがそう言って荷馬車から降りると、フェネシスに手のひらを向けていた。

　すると、フェネシスはくすぐったそうに笑いながら、ウェランドの手のひらに自分の手のひらをぱちんと合わせていた。

「ちょっと、いいの？」

　イリーネに肘ひじで脇わき腹ばらを突つつかれる。

「ウェランドさんの嫌いやがらせもあれだけど、ウルちゃんもわかってやってるわよ」

「……」

　イリーネが味方なのは心強いが、かといってウェランドを止める気はないらしい。フェネシスをたしなめる気など、なおさらないだろう。

「冶や金きんでも、慌あわてるとろくなことにならん」

「手て遅おくれになるってこともあるわよ？」

　挑ちよう戦せん的な目つきを向けられても、クースラは肩かたをすくめただけだ。

「何度でもやりなおせるのが、冶金のいいところだ」

「人を金属と同じに見ていいのならね」

「……」

　頭のてっぺんから爪つま先さきまで鍛か冶じ職人であるイリーネが言うと、実に含がん蓄ちくがある。

　人は人。鉄は鉄だ。類るい推すいには限界があるし、それを真実だと思い込むとひどい目に遭あう。

「わかってる」

　クースラは言って、もう一言付け加えた。

「理り屈くつはな……」

　イリーネが小さく吹ふき出し、呆あきれるように笑った直後のことだった。

　クースラはその肩を摑つかみ、力任せに引き寄せる。

「え、わっ!?」

「どけ、どけ！」

　血走った目をした、明らかに育ちの良くなさそうな小こ僧ぞうたちが荷馬車に殺さつ到とうしていた。

　クースラは右手でイリーネを抱だき、左手では短たん剣けんを抜ぬきかけていたが、眉まゆを少しひそめる。

　どうも、強ごう盗とうにしては妙みようだった。

　クースラたちのことなど、眼中にない様子なのだ。

「商人さん、商人さん！　毛布売らないか！　毛布売らないか！」

「使い残しの泥でい炭たんでもいいよ！　乾かん燥そう馬ば糞ふんはないか！　薪まきの余りなら高値で買うよ！」

　彼らは一いつ斉せいに御ぎよ者しや台の上の、商人に扮ふんした密みつ偵ていに群がっている。

　ただ、そのうちの何人かは交こう渉しようなどすっとばして、腕わん力りよくにものを言わせて直接積み荷を漁あさろうと手を伸のばしている。密偵はすぐにそれに気がついていたが、武器を抜いていいものかどうかさすがに躊ちゆう躇ちよしている。そのためらいの隙すき間まに、怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

「貴様ら！　何度言ったらわかる！　散れ！　散れ！」

　市し壁へきの周りを警備していた衛兵が、馬用の鞭むちを振ふり回して飛んで来た。

　小僧たちは蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ出したが、要領の悪い小僧が何人か、鞭の餌え食じきになって地面に転がっていた。

　一いつ瞬しゆんの出来事だ。

「何事ですかね」

　密偵は、言いながらこっそりと、尻しりの下の御者台の隠かくし蓋ぶたを元に戻もどす。ちらりと見えた感じでは、およそ商人の護身用にしては物ぶつ騒そうな、細身の剣がしまってあるらしい。

「人の出入りが多すぎて、物価の高こう騰とうが止まらんのだ。町に着いたばかりで相場を知らん旅人の無知につけ込んで、小こ銭ぜにを稼かせごうって腹だ。町の恥はじ曝さらしめ！」

　衛兵は、足を打たれて最後まで地面に転がっていた小こ僧ぞうを蹴けり飛ばし、這ほう這ほうの体ていで逃にげて行った彼らを睨にらみつけながら、そう言った。

「奪うばわれる前に、さっさと荷物を宿の厩うまやにしまうことだ」

　衛兵は不ふ機き嫌げんそうに言って、市し壁へきに戻もどって行く。

　クースラは、密みつ偵ていに向きなおって言った。

「よくあることなのか」

「前線は物が不足しがちですからな」

　肩かたをすくめている。

「こうしていてもまた標的にされるだけでしょう。衛兵の言うとおり、宿に向かいましょう」

　クースラは鼻を鳴らし、馬の手た綱づなを握にぎる密偵を見つめていたところ、不意に胸を突つかれた。

「ちょっと、いつまでそうしてんのよ」

「ん？」

　クースラはそれで、ようやくイリーネを抱だいたままだと気がついた。

「不満か？」

「願い下げよ」

　クースラはおとなしく腕うでを解き、イリーネはやれやれとため息をついていた。

「けど、まあ、ありがと」

「ふん」

　視線の先では、ウェランドとフェネシスが同じようなやり取りをしている。

　ただ、そちらのほうはもう少し和なごやかで、フェネシスはイリーネと違ちがって羞しゆう恥ち心しんというものをよく備えていた。

　クースラは、騎き士し団に縄なわ張ばりを荒らされているヤーゾンに、かなり深く、共感したのだった。
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　市し壁へき内に入ったところで野や盗とう同然の小こ僧ぞうに襲おそわれたが、町の活気を見るにつけ、それもむべなるかなという感じだった。町に流入する者たちがどさりと品を置けば、町から出て行こうとする者たちが手で摑つかめるだけの品物を買って行く。そんな荒あらっぽさが町中に満ち満ちていた。

　しかも、ヤーゾンは他ほかの町のように区画が整然としておらず、異教徒を象しよう徴ちようする屋根に草の生えた泥どろを固めて作った家と、木造の家が混在し、不思議な色合いを作り出していた。カザンのような石造り一いつ辺ぺん倒とうの町も奇き妙みようだったが、こちらもまた十分辺境の雰ふん囲い気きに満ちている。ただ、こういう雰囲気の場所にこそ、いかにも秘密が隠かくされていそうだった。均一的な町では、隠し事は難しいものだ。

　そんな町を、人ごみをかき分けるようにのろのろと進みつつ、クースラは密みつ偵ていたちといくつか相談した。ウェランドの考えたあのふざけた設定についてだったが、商人姿の密偵たちと行動を共にしている理由は別に拵こしらえたほうがよいとのことだった。

　結果、クースラの実家が大商会で、商人たちはそこから派は遣けんされたお目め付つけ役兼けん、新しい鉱物取引の商圏けんを広げるためにあちこちを回っている、ということにした。ウェランドはクースラの悪友で、冶や金きんの知識だけはあるので、職を探すのと並行して、クースラたちに協力する、と。

「して、まずはどうされますか？」

　騎き士し団の息のかかった宿に着くと、商人に扮ふんした密偵が尋たずねてくる。

「栗り鼠すは餌えさを同じ方法で隠しているはずだ」

　古代の知識を再発見し、各地に残したのではないかというコレド・アブレア。

　そして、人々から忘れ去られてもなお残る知識とは、必ず絵か文字か、なんらかの形にしなければならない。

「では、組合、教会か……市政参事会。さもなくば町の名家ですな」

　順当にいけばそうだが、クースラはもう一つ思い当たるところがあった。

「泥どろの家があるだろ。異教徒は粘ねん土ど板にも歴史を記すと聞いたことがある」

「それでは、土地の祈き禱とう師やまじない師を当たりましょう。ですが、口実はいかがしますか？」

　今のクースラたちは、クラジウス騎き士し団の権けん威いをかさに着て、なんの理由もなくいきなり扉とびらを叩たたいて強ごう引いんに言うことを聞かせられる錬れん金きん術じゆつ師ではない。

　クースラは、少し知ち恵えを絞しぼる。

「そうだな……。そういう連中なら、草木に詳くわしいだろ」

「草木？　薬草などですか。確かにそうでしょうが……それで？」

「鉱山は植しよく生せいで判別がつくことがあるし、製せい錬れんに向き不向きの木々がある。その線からいけば大だい丈じよう夫ぶだろう」

　見た目はいかにも実直で、ややのんびりした風ふう貌ぼうの商人なのに、中身は剃刀かみそりのような密みつ偵ていだ。

　すぐに理解する。

「冶や金きんに有用な植物のことを調べている、ということですね」

「俺たちは正せい攻こう法ほうで、鍛か冶じ屋組合と教会に顔を出してくる」

「承知しました。宿ですが、騎士団が借り上げているところのほうがよろしいでしょう。騎士団も無む下げにできない伝つ手てを持つ、と印象づけられますからな。それくらいならばあなた様方の正体がばれることもありますまい」

「わかった」

　新しい販はん路ろを広げたい商人にとっては、地元の権力者への挨あい拶さつ回りは当たり前のことなので、怪あやしまれることもない。クースラは期待を込めて彼らが町の雑ざつ踏とうの中に消えて行くのを見送ってから、荷馬車の荷物を部屋に運び込む小こ僧ぞうらに交じって荷物を担かつぎ、割り当てられた部屋に向かった。

「……なにやってんだ？」

　そして、部屋に入った一言目が、それだった。

　フェネシスがびくりと体をすくませて、変な格好のまま固まっている。悪戯いたずらしているところを見つかった猫ねこのようだ。その側そばでは、イリーネが軽快な動きで独特の足あし捌さばきを見せ、ウェランドがややぎこちないながら、一いつ拍ぱく遅おくれてその真ま似ねをしていた。

「一つ、二つ、三つ足踏ふみ、くるりと回って、一礼ね」

　軽かろやかにくるりと身を翻ひるがえすと、最後に爪つま先さきで床ゆかを小こ突づいてかかんと鳴らす。

「俺も昔お遊びで覚えたけどねえ、結構覚えてるもんだよお」

「ウルちゃんは、練習が必要ね」

　イリーネが楽しげに言うと、フェネシスはぐうっと顎あごを引いて上うわ目め遣づかいになる。

「あんたも一いつ緒しよにしといたら？」

「あ？」

　クースラは片かた眉まゆをつり上げてから、ため息をついた。

「俺は大商会の御おん曹ぞう司しなんだろ？　踊おどれないほうが自然だろ」

　イリーネたちが踊っていたのは、祭り用のものではない。各職人たちに伝わる、ある種の身分証明になっているものだ。

　あてどもなく移住先を求める職人は少ないが、かといってよその町に働きに出る職人がいないわけではない。一定期間徒弟として腕うでを磨みがいた者が、近きん隣りんの町に修しゆ行ぎように出されることがある。

　あるいは、職人の数が足りない時などには、つながりのある町から応おう援えんを頼たのむこともある。

　ただ、お互たがいに顔を知っているわけではないので、どうしても身分の証明が必要になる。かといってその都度羊皮紙で証書を拵こしらえていては破産してしまうので、独特の足あし踏ぶみを刻む踊りを、ある種の符ふ号ごうとして利用しているのだ。

　それに、同じ踊りを踊れるとわかれば、すぐになじめるという効果もあるのだろう。工こう房ぼうは多人数での仕事になるから、一体感は特に重要なことだ。

「それはそうだけど……」

　と、イリーネはクースラにちらりと意味ありげな目を向ける。

　それで、イリーネなりの助たすけ舟ぶねだったことに気がついた。

　職人の踊りの練習なら、フェネシスの側そばにいられる。あれこれと機会を持てたはずだ。

「ま、ウルちゃんには俺が教えてやるよお。体も動かさないとなまるしねえ」

　ウェランドがすかさず言い、イリーネが非難がましい目をクースラに向けてくる。

「それに、こういうのも新しん鮮せんで楽しいんじゃないかなあ」

　ウェランドの言葉に、フェネシスはクースラを気にしながらもそちらを振ふり向いて、抗こうしきれない感じでうなずいている。これまでは修道院暮らしで、その前はひたすらに身を隠かくしての逃とう避ひ行こうだったというから、踊りにうつつを抜ぬかすような安あん逸いつな生活ではなかったはずだ。

　それに、フェネシスは見た目こそおとなしくて物静かそうな少女だが、中身を覗のぞいてみると意外にそうでもない。スカートをたくし上げて楽しげに踊っている姿を想像しても、十分に似合う。手足の細さがよくわかる少年の格好だとなおさらだ。

　ただ、その輪に入りそびれたクースラは、不ふ機き嫌げんそうに荷物を下ろす。

　そんなことをしていると、ふと、フェネシスが言った。

「一緒に、練習しませんか？」

　少し恥はずかしそうなのは、自分の不格好なところを見られたからか、それとも、別のなにかからか。クースラはそんなフェネシスを見返すと、ほとんど反射的に言葉が出かける。

　ただ、それを思いとどまらせたのは、イリーネの刺さすような視線だった。

「俺は……いや」

　言いなおして、答えた。

「そうだな」

　それがどれだけ正しい選せん択たくだったかは、ぱっと輝かがやいたフェネシスの顔を見れば明らかだった。

「きっとうまくできますよ」

　生なま意い気きにも、くすくすと笑って、冗じよう談だんめかしている。どう考えてもフェネシスのほうがどんくさいはずだが、確かに、自分はフェネシス以上に踊りと縁えん遠どおいかとクースラは思う。

「だが、どうせなら本物を習いたいところだがね」

　せめてもの抵てい抗こうで、クースラはイリーネにそう言った。

「俺は噓うそなんか教えないよお」
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　ウェランドが、すべてを見透すかしているような、白しら々じらしい口調で言う。クースラとウェランドは無言で視線を交かわすが、イリーネがその争いを引き取った。

「私はいいわよ。もちろん、ウェランドさんも一いつ緒しよにやればいいのよ。そうしたら、一応、仲の良い四人組に見えるじゃない？」

「ぞっとするね」

　クースラが素す直なおな感想を述べると、イリーネもまたちょっと笑いながら、「こっちこそ」と言う。ウェランドは少し当てが外れたような顔をしていたが、クースラの間ま抜ぬけさを十分堪たん能のうできたと思ったのか、それ以上抗こう弁べんはしなかった。

　ただ、三人がそれぞれ薄うす皮かわ一枚隔へだてて攻こう防ぼうしている中、一人フェネシスだけが、純じゆん粋すいに嬉うれしそうにしていた。

「皆みなで踊おどるなんて、初めてです」

　満面の笑えみなのに、少しつついたら泣きだしそうだった。

　クースラは、自分がフェネシスに惹ひかれ、同時に迂う闊かつに触さわるのをためらうことがあるのは、そういう危あやうい純粋さみたいなもののせいだろうと思う。

「じゃ、どうする？　一通り練習してから組合に行く？」

　フェネシスは、一刻も早く皆と踊りたい、という顔をしていた。

　なにが正解かに、異を唱えることは難しかった。

「大商会の御おん曹ぞう司しとしても、努力の痕こん跡せきくらいは見せないとな」

　それは、イリーネから言われた言葉への答えでもあった。

「大事なことですね」

　そして、嬉しそうに言ったのは、フェネシスだった。







　結果は予想どおりだった。

　クースラはほどなく習得できたが、フェネシスはさっぱり上達しなかった。

　どんくさいというよりかは、幼い子供がうまくボタンを留められないような心もとなさだ。

　イリーネはもちろん、ウェランドもクースラへの当てつけではなさそうなくらい、その様子を眺ながめて相そう好ごうを崩くずしていた。

　クースラは、ずっと半笑いだ。それはフェネシスの様子に対してだけでなく、こんな平和な時間がこの世に存在するのだと、半信半疑だったことが実際に目の前に現れたことへの戸と惑まどいのようなものだった。

「うう～……」

　ただ、当のフェネシスは子供さながらに癇かん癪しやく寸前だ。頰ほおが膨ふくらむくらいうつむいて、口を尖とがらせている。どうしても拍ひよう子しを刻めない個所があるらしい。

　職人の踊りは、祭りの時に皆が踊れるようにと簡素化されてきたものとは違ちがう。そもそもが身分証明のためのものなので、難しい個所がいくつもある。それに、同じ証明法を他ほかの職人も利用するので、そことの差別化もあるのだろう。

　あるいは、我々はこれだけ難しい拍子を刻む器用さを持ち合わせているので、他の職人団体より優すぐれている、とかそういう見み栄えもあるのかもしれない。

「すぐにはできなくてもしょうがないわよ。私も昔は、工こう房ぼうでこっそり練習したもの」

「ですが……」

　と、フェネシスがクースラをちらと見る。

「俺はなにをやっても、それなりにこなせるからな」

　堂々と答えると、イリーネが呆あきれ気味に言う。

「少なくとも、職人の服は着こなせてないけど」

　明らかにそれ以外の含ふくみもあったが、クースラはもちろん無視した。

「それに、できないなら、できるまでやればいい」

「いい言葉ね」

　あてこすられるが、怯ひるめばウェランドに食いつかれる。

　クースラは、フェネシスを見下ろして言った。

「ただ、それには時間が必要なことも忘れるなよ」

　自分への言い訳も含む。

「問題は、かといって、魔ま女じよにくしゃみをしてもらうわけにもいかないというところだ」

「え？」

　フェネシスがきょとんとして、クースラを見返す。

「諺ことわざで時間は止まらないという意味だよ」

　クースラは、脱ぬいでいた上着に手を伸のばす。

「またいつ戦せん況きようが変わるかわからないからな。さっさと調べに行こう。まさか、本当に踊おどりを習得するまでやる気はないだろ？」

　イリーネは小さく肩かたをすくめただけだ。

「そろそろ、密みつ偵ていたちの挨あい拶さつ回りもひと段落してるだろ。俺たちのことがそれとなく組合に伝わってるはずだ。無む下げにはされないだろ」

「そうだねえ。俺も、どうせ体を動かすなら、炉ろの前がいいからねえ」

　ウェランドもそれなりに満足したのか、珍めずらしくクースラに同意する。

「そういうわけだ」

　クースラがフェネシスに言うと、フェネシスは不満げにうつむいている。

　そんな様子を見下ろし、クースラは無表情に言った。

「後でまた付き合ってやるよ」

　フェネシスは顔を上げて、嬉うれしそうに笑った。

「お願いします」

　鼻を鳴らして笑え顔がおを受け流し、部屋から出る。

　廊ろう下かでイリーネから脇わきを肘ひじで突つかれたが、からかいではなく、もっと別の意味だろう。

　とはいえ、クースラの不ふ機き嫌げんさが顔から消えるわけではない。

　なぜこんなに消しよう耗もうするのだと、我ながら呆あきれたからだった。







　四人で雁がん首くび揃そろえて組合に行っても時間の無む駄だなので、クースラは教会に向かい、組合のほうにはウェランドを行かせた。誤算は、ウェランドがフェネシスを連れて行ったことと、なぜかこちらにイリーネが来たことだ。別に二人組になる必要性はない。特に、イリーネは文字がうまく読めないのだから、ウェランドが連れて行くと思っていた。

　もっとも、教会には文字だけでなく、様々な彫ちよう刻こくや絵という形でも情報が残っている。イリーネなら、それらの情報からでも、十分に冶や金きんに関するなにかを見つけられるだろうと思いなおす。それに、組合のほうでは仕事を探すふりをして、この地に伝わる秘術や伝説のようなものがないかを調べなければならない。口のうまいウェランドのほうが適しているし、フェネシスみたいなよくわからないおまけがいたほうが、向こうも油断するかもしれない。

　そんなことを考えながら自分を納なつ得とくさせ、クースラはイリーネを引き連れて教会にやって来た。司祭に幾いくばくかの寄付をして、祈いのりを捧ささげたいのだがと、定番の切り出し方をした。

「旅の職人の方ですか？　なるほど、よき仕事に巡めぐり合えるようにお祈りがしたいと。ささ、歓かん迎げいです。どうぞどうぞ」

　ニールベルクや他ほかの大都市のように、立派な鐘しよう楼ろう付きの石造りの教会、というわけではなかった。木造でややみすぼらしい感じは否いなめないが、中は綺き麗れいなものだった。

　それに、どういう見み栄えなのか、建物は木造なのに、祈き禱とう台の後ろには、色つき硝子ガラスで天使の絵が描かかれた大きな窓があった。

「豪ごう勢せいなのか質素なのかわからないわね」

「これだけ賑にぎやかな町だ。資金がないわけじゃなくて、異教徒との兼かね合あいかもな。あまり派手な作りにすると、角が立つんだろ」

「グルベッティを思い出すわ……」

　組合長の椅い子すに座っていた身からすれば、市し壁へきの中の権力争いは常に頭痛の種だったはずだ。

「それに、町の周りは深い緑だ。硝子が高価なのは、ほとんどが燃料代のせいだと聞いたことがある」

「ああ、そういえばそうね。燃料が多いのは羨うらやましいなあ。グルベッティでは他ほかの組合と奪うばい合いだったわ」

「ってことは冶や金きんも盛んかもな」

「面おも白しろい話が残ってるかしら」

「せっかく教会に来たんだ。そうであるように祈ればいい」

　イリーネは肩かたをすくめていた。三、四十人も入ればいっぱいになってしまうだろうこぢんまりとした聖堂には、暇ひまそうな老ろう婆ばが一人のほか、これから旅に出て行くのか、旅装姿の男とその家族が熱心に祈いのりを捧ささげていた。

　クースラとイリーネは、聖堂の一番後ろの長なが椅い子すに並んで座り、祈りを捧げた。

「意外に真ま面じ目めなのね」

　どうやら、イリーネのほうが先に目を開けて顔を上げたらしい。

「それっぽく振ふる舞まえと言われたら、大たい抵ていのことはできる」

「……器用なんだか不器用なんだか」

　呆あきれたように言われるが、自分の不器用な面に気がついたのは最近のことなので、しみじみとうなずく。

「で、どうするの？」

「さっきの司祭に聞くさ」

　席を立ち、聖堂から回かい廊ろうに出る。木造のこぢんまりとした教会でも、構造だけは他ほかの立派なところと同じにしたがるらしい。

　ただ、ここには見み栄え以外の意味もあったのだと、すぐに気がついた。

「これって」

　イリーネが、目を丸くして言った。

「奇き跡せき譚たん……いや、町の創そう生せい譚か」

　教会が回廊を作りたがるのは、昔の名残なごりだ。今以上に人々が無知で蒙もう昧まいだった頃ころ、文字の読めない連中向けに、壁かべに聖典の内容を表す絵を描かいていた。そのための壁を確保するための構造だ。

　それが今も現役というのは、ここが一世代前までは布教の最前線だったからだろう。

「こいつは……旅の修道士か？　本を手にしてるな。太陽を背負って、雲と暗黒に満ちていた森の中に光をもたらし、切り開いたってところか」

「耳は見えないわね……」

　イリーネは目を凝こらし、絵を見つめている。修道士は残念ながらフードを目ま深ぶかにかぶっていて、そのあたりのことはわからない。ただ、旅装なのは間ま違ちがいなく、他にも似たような格好の者が何人か後ろにいる。

「こっちは……なんだ？」

　絵は一枚の巻物を張り付けたようなものになっていて、奥にいくと話が進む形式だ。

　野や獣じゆうと闇やみが追い払はらわれた森の中に、開けた土地が現れ、町が造られている。その中心に人々が集まっていた。

「これ……異教徒か？」

　井い戸どのようななにかを囲むようにして、修道士たちと町の人間、それに、明らかに異教的な暗い色合いのローブを着て、異教の司祭の象しよう徴ちようでもある瘤こぶだらけの杖つえを持った人間が、何人かいる。

　ただ、敵対しているようには見えない。

　彼らは一様に、井い戸どからなにかが出て来たかのように、口を開けて空を見上げていた。

「珍めずらしいですかな？」

　ふと向けられた声のほうを見れば、司祭だった。

「南からいらっしゃる人々は、皆みな戸と惑まどいます」

　にこやかな笑え顔がおは、気負っているようにも見えない。それに、町の様子が町の様子なので、今いま更さら異教徒と仲が良いことを隠かくす必要もないのだろう。

「ですが、この町は教皇様にも認められておりましてね」

「どういうことですか？」

　質問は、イリーネがした。なにかにつけ保守的な職人にしては、好こう奇き心しんが旺おう盛せいな娘むすめなのだ。

「異教徒といっても様々です。救いようがない邪じや教きように溺おぼれた者たちもいれば、無知ゆえに誤った信しん仰こうを抱いだいている者たちもいる。そして、この地に古くから暮らしていた者たちは、その中で数少ない存在である、我々と同じ神を崇あがめていた者たちというわけです。神があまねく世に奇き跡せきをもたらすということの証しよう左さですね。この地には、天使降こう臨りん伝説があるのですよ」

　イリーネが少しだけ緊きん張ちようしたのが、クースラにもわかる。今までなら鼻で笑っていただろうが、カザンでの経験を経た今、伝説や言い伝えの類たぐいは歪わい曲きよくされた史実かもしれないのだ。

「この地には、知ち恵えと光の天使であるリュミナエルが降臨したといわれています」

　知ち恵えと、光。

　クースラは、言った。

「それは、町の創そう生せい譚たんにも関係が？」

　壁かべに描かかれた物語の最初は、本を手にし、太陽を背負った修道士が闇やみを払はらう絵だ。

「ええ、もちろん。そもそも、この地に残っている伝説によって、この地にて異教徒と呼ばれていた者たちと我々とが、兄弟だとわかったのです。曰いわく、この土地が闇と霜しもに覆おおわれし時、野や獣じゆうと苦しみを追い払う使いが天より舞まい降りてきた。その御お使つかいは太陽の力を持ち、目で見ることができないほどの光によって、あらゆる害悪を追い払った、と。これは、聖典に残る天使の記述とまったく同じです」

　片手に剣けん、片手に書物を持つ天使の話。

　なにかと派手にしたがる錬れん金きん術じゆつの書物では、よく出てくるありがちな存在だ。その手の天使だの悪あく魔まだのが何十匹ぴきもいるので、そのうちの一つがたまたま異教徒の妄もう想そうとかぶることもあるだろう。と、いつもならば、そう考える。

　だが、カザンの前例がある。

「その目で見ることのできないほどの光とは、やはり、竜りゆうのことですかね？」

　クースラが竜の単語を出すと、司祭が目をぱちくりとさせた。

「おお、神よ。その話を我々も聞き及およんでおります。クラジウス騎き士し団が、災わざわいの御使いを飼いならしたと」

　司祭は、畏おそれ多いことだとばかりに首を振ふった。

「竜りゆうのことはよく存じません。なにか、この世のものとも思えないような暴力的な道具だと聞きました。ですが、我々の天使はまったく違ちがいます。すべてを焼き尽つくす地じ獄ごくの業ごう火かではなく、太陽の力を借りた慈じ悲ひの光によって、と伝説にはあります。不思議な力だったそうです。それは、大地に太陽を呼び出したかのような、と。それゆえに、こちらの絵にも太陽がたくさん描かかれています」

　壁かべに描かれた絵を、慈いつくしむように眺ながめている。確かに、そこにはカザンで見かけたような禍まが々まがしさは見当たらない。カザンの町で見たのは、竜を引き連れた異様な軍勢が、一方的に敵を蹂じゆう躙りんするものだった。

「とはいえ、このような話は他ほかの町にもよくあります。中にはまるっきりの作り話ということもあります。ですから、この町に伝わる天使伝説の白はく眉びは、こちらの話になるでしょう」

　司祭が誇ほこらしげに胸を張って、絵の続きを指差している。

　お国自じ慢まんは珍めずらしくもないが、独特の伝説を有していると、余計にそうなるのだろう。

　司祭に導かれるまま、壁に描かれた物語を追っていき、クースラは目を見張る。

　カザンのような驚おどろきとは違う、また違った荒こう唐とう無む稽けいさがあったのだ。

「伝説にはこうあります。天使は人々に一ひと握にぎりの灰を託たくされました。曰いわく、金きんや銀を生み出す灰だと。人々がその灰を地面に撒まくと、それを肥料に金や銀が育ち始め、人々はそれを収しゆう穫かくし、町の建設資金にしたと。よその土地に残る伝説は眉まゆ唾つば物ものが多いのですが、この伝説には、れっきとしたこの町という証しよう拠こが残っているのです」

　司祭が、得意満面にそう言った。

　我々の町の開祖は修しゆ行ぎようで通りがかった聖者何なに某がしで云うん々ぬん。あるいは道に迷った王が泉の精せい霊れいに導かれてかんぬん。大たい抵ていは、町の創そう生せいのきっかけを記して終わりだ。その後に、どうやって建設資金を調達したかなんて、語りはしない。

　目を見張ったクースラが珍めずらしく口元に笑えみを浮かべてしまったのは、この伝説の奇き妙みような姿勢がおかしかったからだ。荒こう唐とう無む稽けいな話なのに、変なところに気を遣つかっている。それは、話を拵こしらえた誰だれかが職人気質だったのか。それとも、この話が現実に即そくしたなにかを表現しているものなのか。

「しかも、教皇様のお墨すみ付つきですから」

　司祭が誇ほこらしげに指示した先を見て、クースラの口元には、不敵な笑みが浮かぶ。

　壁に描かれた創生譚たんの最後には、流りゆう麗れいな筆ひつ致ちでこうある。




──この伝説は教皇庁正せい邪じや省によって真実と確かく認にんされている。




　署名は、コレド・アブレア。

　この大地にははるか昔、古代の民たみたちがやって来て、神に匹ひつ敵てきする技術を残したと確信している異い端たん審しん問もん官かん。クースラがここにいるのは、彼が残した伝言をニールベルクで見つけたからだ。

　そして、もしも古代の民の技術を新しく見つけられれば、それは竜りゆうの火か炎えん放射器に匹敵するような代しろ物ものであるはずだった。

　たとえば、天から使いが舞まい降りるようなことを可能にするなにかかもしれないし、たとえば太陽を大地に召しよう喚かんする方法かもしれないし、たとえば金や銀を育てるという不思議な灰の作り方かもしれない。

　この署名が、これら三つのふざけた技術の実在を示すものであるとすれば、申し分ない。

　コレド・アブレアの狂きよう気きの深さか、古代の民の技術の凄すさまじさのどちらかを示している。

「かようなわけで、あなた方がこちらの町で仕事を得ようとするのは、理に適かなった話かもしれません。なぜならば、我々ヤーゾンの町の信条は、太陽のように慈じ悲ひ深く、ですから」

　最後の結論の部分はどうでもよかったが、隣となりのイリーネは素す直なおに感心しているようだ。

「とはいえ、戦いくさはなくならず、世に不幸の種は尽つきません。悲しいことです」

　教会の人間は、なぜか感情の表現が大おお袈げ裟さだ。司祭も笑ったかと思えば、心底悲しそうな顔で首を横に振ふっている。クースラがどうしても胡う散さんくさいと感じてしまうのは、そういうところだった。

「それと、この町でお仕事をお探しでしたら、一つだけご注意したいことがあります」

「というと？」

　クースラが聞き返すと、頭痛の種を取り出そうとするかのように、司祭は自分のこめかみに指を当てていた。

「絶対に関かかわってはならない職人がおります。この地の太陽伝説を土足で踏ふみにじる者たちがいるのです。もしかしたら、なにも知らない旅の方に声をかけて、仲間に引き入れようと画策しているかもしれません。彼らは異教徒よりも罪深い。絶対に、近づいてはなりません」

　司祭は、汚けがらわしいものを語るかのように、言った。

「彼らの作り出すものは確かに素す晴ばらしいのかもしれませんが、関わらないことです。その、彼らとは……」

　クースラはその言葉の続きを聞いて、意外な気がした。

　それはイリーネも同様だったようだ。

　そして、司祭もまた、そう思われるのがわかっていたかのようで、色々と説明してくれた。

　曰いわく、人ひと里ざと離はなれた深い森の中で作業をする。

　曰く、魔ま女じよの知ち恵えを蓄たくわえている。

　曰く、太陽の恵めぐみを根こそぎにする。

「けど、そんなに嫌きらわれる仕事だったのね」

　教会を辞した後、イリーネが心底意外そうに言った。

「確かに町まち中なかでは見たことがなかったけど、てっきり尊敬される仕事なんだと思ってたわ。なにより、色々なところにこぞってみんな使いたがるじゃない？」

「高価だしな」

「あの教会にもあったのにね」

　いわれのないことでひどい目に遭あう例を、真っ白い猫ねこみたいな少女で知ったせいか、イリーネはずいぶん感情的にあの司祭を責めている。

　ただ、クースラもなんとなく奇き妙みような感じはあった。あの司祭が目の敵かたきにしていた職人とは、クースラもまた、ありふれたものを作る者たちだと思っていたからだ。

「硝子ガラス職人、ね」

　確かに、町中で硝子は見かけても、その職人の姿は見たことがなかった。硝子は元々産地が偏かたよっている代しろ物ものだから、硝子が有名な町にはたくさんいて、他ほかの町には全然いないのだろうと思っていたのだ。

「で、あんたはどう思うの？」

　教会の前で、人の流れを眺ながめながらイリーネが聞いてくる。

「私は……職人のことは置いておいても、あの太陽の伝説は好きかな。なんだか平和なんだもの。ただ、実現はどうなのかしらね。想像もつかないけど。あんなことがあり得るの？」

　どこまで真ま面じ目めに聞いているのかわからないが、クースラに心当たりがないわけではない。

「伝説は、仮に真実の下した敷じきがあったとしても、そのまま記しはしない。だとしたら、まあ、心当たりがある」

「え？　噓うそでしょ？　どれ？」

「どれというか……三つともつなげて説明がつく」

「……」

　イリーネが固唾かたずを飲む。なんだか久しぶりに、錬れん金きん術じゆつ師として見られている気がする。

「ただ、大おお本もとは一つだろうな。灰の話だよ」

　それを撒まいたら、金きんや銀が育ったという不思議な灰。イリーネの理解をなんにせよ超こえているのか、顔が半笑いになる。

「金や銀が植物だって説が昔からあってな。そして、作物の肥料に灰を使うことがあるだろ」

「そ、そうなの？」

「金の結けつ晶しようを見たことないか？　まるで岩から生えている苔こけのようだ。純銅や純銀は反対に、木の根っこみたいな形で埋うまっていることがある。あれを見ると、植物だと言い張る気持ちもわからないでもない。水晶なんかも茸きのこみたいに生えてるしな」

「え、なら、まさか……」

「だが、なんでもかんでも実験してみないと気がすまない錬金術師によって、何年経たっても金や銀は勝手に育たないと結論が出ている」

　イリーネが残念なような、どこかほっとするような顔をしたところで、クースラは言った。

「それでも、千年や二千年かけて成長するのかもしれないし……だとしたら、素す早ばやく成長させる肥料が存在しないとも、限らないわけだ」

　錬れん金きん術じゆつ師が魅みせられるのは、こういう可能性の部分だ。

　ただ、世の中のわくわくするような不思議な話には、大たい抵てい、別のつまらない落ちがある。

「もっとも、そんな大おお袈げ裟さな話を持ち出すまでもなく、灰の話の本もとになったものは想像がつく」

「は、え？」

「山火事だよ」

　途と端たん、きょとんとした。

「もう最近は滅めつ多たに聞かないが、昔は金きんや銀の鉱こう床しようでも、地面に露ろ出しゆつしているものがあった。そういうところで山火事が起きると、天然の炉ろになって金や銀が浮いてくる。その有あり様さま、金や銀の清水のごとしといったものだ」

　最後に時代がかった言い回しで言ってやると、イリーネはちょっと遠い目をしていた。

　そんな様を想像しているのかもしれない。

「山火事の跡あとだから、当然、辺りは灰だらけだろ。灰を撒まいたら金や銀がにょきにょき生えてきたように見える。加えて、山が燃える様は太陽が下りてきたようにも見えるし、森の王たる狼おおかみやら熊くまやらもひとたまりもなく逃にげ出すだろ。天から使いが舞まい降りたってのも、山火事の原因に多い落雷のことだろ。たぶん、伝説の大おお本もとは、これだ」

　イリーネは固唾かたずを飲む。

　ただ、クースラがその顔を見て少しだけ嬉うれしくなったのは、イリーネが残念そうな顔をしていたからだ。現実的なようでいて、不思議な話も楽しむ心を持っている。

「そして、伝説なんて大抵がこんなもんだが……そうなると、古代の民たみの知識はここにはないのか？」

　もしも伝説の下した敷じきが山火事にまつわる話なら、それは技術とは無関係だ。

「け、けど、硝子ガラス職人への妙みような敵意って、伝説と絡からめてあったよね。あれは無関係なのかしら」

「ふむ」

　その言葉には、クースラはこう答えるしかない。

「伝説が実は本物で、アブレアがこの土地になにかを隠かくしたと仮定する」

「うん？」

「だとしたら、なにかを隠すなら絶好の場所だと思わないか」

「どういうこと？」

　クースラは、皮肉げな笑えみを返した。

「臭いものには、いつも蓋ふたをされるだろ」

　町の上層部が連中には関かかわるなと厳命すれば、自然、彼らはよそ者と交流せず、閉じた生活を営むことになる。しかも、彼らは常に森の中で暮らしているという。

　それが、本当の理由を隠かくすための、意図的に誰だれかが画策したことなのだとしたら。

　イリーネは理に適かなっていると思いつつも、クースラの思考の仕方があまりお気に召めさなかったらしい。嫌いやそうな顔をして、ため息をついていた。

「それじゃあ、私たちはその硝子ガラス職人のこと調べる？」

「伝説は山火事で簡単に説明がついても、あくまで説明がつくってだけだ。真実かどうかはわからんからな」

「……自分で言って、信じてなさそうだけど」

　イリーネの指し摘てきに、クースラは肩かたをすくめる。

「信じると目が曇くもる。だがかけらも信じなければ、新しいことは見つけられない。錬れん金きん術じゆつ師の中には二人の人間がいる」

「あっそ。どうりで信用ならないわけね」

　褒ほめられるのには慣れていなくても、皮肉られるのには慣れている。

「大体、俺たちが追いかけているのは古代の民たみの技術だ。山火事じゃない」

「わかってるわよ。私もせっかく町を出たんだもの。不思議なことに出会えたほうが楽しいと思う。ただ……思い切り頭を突つっ込むのは、やっぱりちょっと恥はずかしいのよね……」

　荒こう唐とう無む稽けいな話を追いかけるなど、良き市民、名めい誉よある職人のすることではない。

「どこかで聞いた話だとは思わないか」

　散々フェネシスのことでやり込められているので、クースラは冷めた目をイリーネに向ける。

　イリーネは、嫌そうにクースラを見た。

「……それはそれ、これはこれでしょ」

「はっ」

　もちろんこれがつまらない意い趣しゆ返しだという自覚もある。

「でも、硝子かあ。あんた、作り方とか知ってるの？」

「知識だけはな。実際には試ためしたことがない。手を出すには手間がかかりすぎる」

　話しながら歩きだすと、イリーネがついて来る。

「金属の製せい錬れんほどややこしいものもないと思うんだけど。それより難しいの？」

「鉄並みの高温が必要だと聞いた」

　その一言で、察したらしい。鉄は金属の中で最も扱あつかいづらい。そもそも達たつ成せいするのが大変なほどの高温と、それを長時間保ちながら、さらに細心の注意を払はらって添てん加か物ぶつを加え、頃ころ合あいを見計らう必要があるからだ。

「それに、きちんとした硝子にするには、色々足さないとならんらしい……そうだ。思い出した。その知識を巡めぐって、ひどく秘密主義的だと聞いたことがある」

「そうなの？」

「なにを足すかで、まったく結果が変わるらしいからな。しかし、そうか……。疑われるには、それなりの理由があるってことか？」

　イリーネはわざとらしく鼻を鳴らすと、言った。

「まあ、苦労して見つけた知識や経験は、他人に言いたくないわよね。私もよくわかるわあ、その気持ち」

　と、当てこすってくる。

　イリーネはクースラたちに半ば脅おどされて、偽にせダマスカス鋼こうを作り出した。その方法は、元夫である職人と、その同世代の者たちが、生き延びるために故郷から持ち出してきた秘伝の技術だった。

「けど、あれよね」

「あ？」

　クースラが聞き返すと、イリーネは苦笑いだ。

「自分の知らない知識があったら、知りたくなるってのはわかる。火を扱あつかうことなら特に、冶や金きんに役に立つかもしれないし」

　クースラは、小さく笑う。イリーネも十分、業ごうの深い人間なのだ。

「じゃ、とりあえずウルちゃんたちと合流かな。向こうもなにか摑つかんでるかもしれないし」

「そうするか」

　クースラが答え、歩ほを宿のほうに向けると、イリーネが言った。

「あ、その前に、ちょっとだけ寄り道してもいいかな」

「は？」

「職人街を見て来たいのよ」

　服でも食べ物でもなく、仕事にまつわること。このあたりは素す直なおに感心する。

　ただ、同時に少し呆あきれた。

「だったら、最初からウェランドたちについてけばよかっただろ」

　すると、クースラとは別の方向に歩きだそうとしていたイリーネは、振ふり向いて言った。

「私はそれでもよかったけど、あんたを一人にしたらすねるかもしれないじゃない？」

　不敵な笑えみ。

　クースラがげんなりとため息をつくと、けらけらと笑っている。フェネシスは小こ突づけばまだしも首根っこを押さえられるが、イリーネはそんなことではへこたれない。

　厄やつ介かいな女だと思ったが、不思議と不ふ愉ゆ快かいではなかった。

「なら、勝手にしろ。俺は宿に──」

　と、言いかけたところだった。

「あんたも来なさいよ」

　たっぷり間が空くほど、イリーネを見返していた。

「なに？」

「市し壁へき内に入った時のこと忘れたの？　知らない町で一人うろうろしたくないわよ。私もか弱い女の子なんだからね」

「……」

　面めん倒どうくさい、と顔いっぱいに主張すると、イリーネは腰こしに両手を当てて、不満げに言った。

「あんた、少しくらい私に借りを返しなさいよ」

　傍はたから見たら、恋人にすねられているようにも見えるかもしれない。

　実際、苦々しく弱ってしまうので、恋人の尻しりに敷しかれた男となんら変わらないかもしれない。

　クースラ自身、イリーネに大きな借りがあることは自覚している。

「……お前をグルベッティから連れ出してやっただろう」

　イリーネは町から出たくても出られなかった。なにより、女の身ではなおのこと難しかった。

「偽にせのダマスカス鋼こうを作ったからおあいこでしょ」

　まったくそのとおりなので、つい反論が遅おくれる。イリーネは、その隙すきを見逃のがさない。

「大した時間じゃないでしょ？　それとも、あんたは恩知らずのくそったれなのかしら」

　イリーネと出会う前、フェネシスと出会う前なら、そうだ、と即そく答とうしたに違ちがいない。

　しかし、目の前の赤毛の娘むすめは、町ですれ違っただけの二度と会うこともない奴やつではない。

　それに、現状では、イリーネを敵に回すと厄やつ介かいなことになるのはわかりきっていた。ウェランドと手を組まれでもしたら、フェネシスを梃て子こにしてどんな目に遭あわされるかわかったものではない。クースラはすでに以前、イリーネがフェネシスと手を組んだせいで、ひどい策に乗せられた。そして、イリーネ自身、そのことを踏ふまえているのだろう。

　言い負かされることに慣れていないクースラは、そっぽを向くしかない。

「ほら、行くわよ」

　フェネシスはいつもクースラの後をちょこまかとついて来るが、イリーネは自信満々に前を歩いて行く。もちろん無視するという選せん択たく肢しはあったが、そんなことをすればろくなことにならないのは目に見えていた。

　クースラは大きなため息をついて、イリーネの後を追いかけたのだった。







　ヤーゾンの職人街は市場も兼かねているようで、職人たちは工こう房ぼうの前に並べられた長なが椅い子すに腰こし掛かけて作業するかたわら、壁かべにつり下げられた、あれこれの見本を手にする旅の商人や町の人間の相手をしていた。

　そこに、単調な仕事を紛まぎらわせるための職人歌が、槌つちで金属を打ったり、木を切ったりするのに合わせて声こわ高だかに歌われているので、耳の良いフェネシスだったら目を回しているかもしれなかった。

　もちろんクースラはこういうのが嫌いやいではない。その雑然としたなかにも生命力あふれる様子には、心躍おどるものがあった。

「鉄器が多いわね。ふうむ……」

　壁かべに掛かけられた蹄てい鉄てつを手に取り、イリーネが真しん剣けんな顔で唸うなっている。

　本当なら、イリーネくらいの歳としの娘むすめが職人街で蹄鉄を手に唸っているなど妙みような光景のはずなのだが、まったく不自然さがない。職人の匂においが染しみついているのだろう。

「カザンには及およばないなあ」

　クースラは肩かたをすくめる。カザンの町は隣りん接せつする鉱山から、鉄やら銅やらが湯水のように湧わいてくる。当然、それを加工する技術も発展する。そこと比べるのは酷こくだ。

「というか、この質にしてはちょっと……いや、かなり値段が高いよね」

　こっそりそんなことを言ってくる。そこは釘くぎ職人の工こう房ぼうの前で、店先には仕切で区切られた箱の中に、大小様々な釘がある。工房の中では、腕うでの太さがイリーネの胴どう回まわりくらいある大男が、巨きよ大だいなやっとこで赤熱した鉄をつまみ、鋼鉄の板に開けられた小さな穴から引っ張り出していた。そうやって取り出した鉄を伸のばし、釘を作るのだ。

「うーん、でも物価が高こう騰とうしてるんだっけ？　なら値段は仕方ないとしても……」

「これは加工がどうこうより、材料の鉄の問題だな……」

　釘を手に取り、クースラが言う。

「製せい錬れんに難があるのか。炉ろのせいか」

「技術不足？　それとも、鉱石かしら」

　囁ささやくように話す二人の横で、商人が大おお袈げ裟さにため息をついている。

「こんなものしかないのかね！」

　店番を任されている徒弟は、少し離はなれた場所で作業しながら、面めん倒どうそうに応える。

「なら買わなくてもいいぜ、商人さん」

「ぐむう……」

　品しち揃ぞろえが不十分ならば、あるものを買うしかない。

「くそっ。荷馬車の修理用に見繕つくろってくれ！」

「はいよ」

　商人は他ほかの工房も見てきたのか、結局折れていた。

　ただ、徒弟のほうはしてやったりという顔でもない。どことなく陰いん鬱うつだ。

　クースラはその徒弟の顔と周りの活かつ況きようを見渡わたして、肩をすくめた。

「これは、わざとかもな」

　その言葉に、イリーネが眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。

「わざと品質を落とすの？　そんなこと許す馬ば鹿かな組合がある？」

「今の見ただろ。多少質が悪くても我が慢まんするしかない。そこにつけ込んでるんだろ」

　品質にばらつきのある釘くぎを箱に戻もどして、クースラは続けた。

「不純物が多そうだから、焙ばい焼しようが不十分な可能性が高い。考えられるのは、燃料の削さく減げんだな」

　鉄の製せい錬れんでは、それこそ鉄をも溶とかす高温を、一昼夜維い持じする必要がある。そうして不純物を飛ばすことで、品質の高い鉄を手に入れる。

「まあ、それが誰だれの思おも惑わくかは、わからんがな」

「……」

　イリーネはじっと釘の箱の中に目を落とし、難しい顔をしている。嫌いや々いやながらも組合の長の席に座っていたイリーネには、職人たちを束ねる責任感の残ざん滓しがあるのかもしれない。

「ここは信しん仰こう的にもいい加減な町だそうだ。商人が牛耳っていれば、連中の論理で動く。だから──」

　と、言い終えるかどうかのうちに、イリーネは再び職人街の雑ざつ踏とうに目を戻もどす。

　そして、ひょいとくくられたおさげが跳はねたかと思うと、その姿はすでに工こう房ぼうの中だった。

　クースラが声をかける間もなかった。

　イリーネの入って行った先は、壁かべに見本として掛かけられたものを見るに、剣けんや斧おのといった大型の鉄製品を扱あつかう工房だった。

　まさか文句を言いに行ったのではと思ったが、さすがにそこまで直情的ではないらしい。外から中を覗のぞくと、見た目は親しげに、熱心に職人に話しかけていた。職人連中は一様に変な客が来たといった顔をしていたが、すぐにイリーネの知識の深さに感心したのか、イリーネを取り囲んで楽しげになにかの説明を始めていた。どんな奴やつらであれ、自分の仕事に興味を示されると弱い。しかも、それが娘むすめならなおさらだ。

　戸口のところに残されたクースラは、鼻からため息をついた。

「やっぱり俺を連れて来ることなんてなかっただろうが」

　そう呟つぶやいてから、一人にされたらすねる、と言ったイリーネの言葉どおりだと気がつく。

　くそっ……と頭をがりがりと搔かく。どうにも調子が狂くるう。

　ただ、そうしていても仕方がないし、イリーネの輪に加わりたいとも思えないので、クースラは少し辺りをぶらついてみた。

　活気はあるし、多くの異教徒がいるせいか、意い匠しようの類たぐいには異国の香かおりがあって確かに見ていて楽しいが、技術的になにか目を引くようなものがあるわけではない。カザンのように、竜りゆうを模した鉄細工が置いてあるとか、なにか目の覚めるようなことは……と思っていると、不意に目についたものがあった。

　職人の工房が連なる中に、車輪に串くしを通したような道具をかたどった、風変わりな看板をぶら下げた店があった。

「薬種商か」

　イリーネと話した惚ほれ薬ぐすりが一いつ瞬しゆん頭をよぎるが、阿あ呆ほうくさい、と胸中でため息をつく。

　ただ、教会で見た伝説のことも思い出した。密みつ偵ていたちには話の種として、鉱山の植しよく生せいを調べている云うん々ぬんと伝えたが、伝説が山火事の言い換かえなのだとしたら、それを確かめられるかもしれない。特に、地面に露ろ出しゆつするような鉱こう床しようがある場合、露骨に植生が変わるためだ。

　もちろん、クースラとしては山火事であって欲しいとは思わない。山火事ならばあの三つの話をまとめて説明できるが、山火事でないとすると、途と端たんに神の御み業わざとしかいえないような三つの技術の存在を示していることになるからだ。

　そのうちの一つ、金きんや銀を育てる、肥料としての不思議な灰。肥料といえば草木を燃やしたものも含ふくむから、なにかしらの話が残っているとすれば、薬種商は悪くない場所だった。

　クースラはそんなことを考えながら扉とびらに手を伸のばそうとして、ふと気配を感じた。

「あの」

　振ふり向くまでもなくわかった。フェネシスなのだが、クースラが振り向くのをためらったのは、声の調子から、その嬉うれしそうな顔が想像できたからだ。

「奇き遇ぐうですね」

　そうですねと、とでも返事をすればいいのだろうか。町中で誰だれかに出会い、時候の挨あい拶さつを交かわす習慣など、錬れん金きん術じゆつ師にはない。

　クースラが振り向くと、やはりフェネシスがにこにことしていた。

「お買い物ですか？」

　人の多い町を出歩いて自信を持ったのか、男装のフェネシスは所しよ作さもどこか少年のようだ。

　格好というのは、馬ば鹿かにできないらしい。

「……ウェランドの奴やつはどうした？」

「え？」

　ただ、その質問にはちょっと戸と惑まどっている。

「あ、の……こ、工こう房ぼうを見に行くと」

「ふうん」

　そう答えるクースラは、フェネシスの向こうの道みち端ばたで、わざとらしく手を振っているウェランドを見つけていた。

　たまたまクースラを見かけたのは本当だろうが、ウェランドがフェネシスを一人置いて行くはずがない。ウェランドが、フェネシスの背中を押して、こっちに寄よ越こしたのだろう。

　からかいなのか親切なのかわからないが、ため息ばかり出る。

「で？　お前の神様の教えは、いつから噓うそをついてもいいことになったんだ？」

　そう言うと、フェネシスはびくりと身を縮めている。けれど、その目が恨うらめしそうなのは、気がついても流してくれればいいのに、と思っているからだろう。

　クースラの頭の中で、イリーネの言葉が蘇よみがえる。

　意地悪か、無表情。

　図ず星ぼしにすぎる。

　ただ、問題を把は握あくしているのに解決を放置しては、錬れん金きん術じゆつ師の名が廃すたる。

　精いっぱい、努力した。

「まあ、ちょうどよかった」

「……ど、どういう意味ですか？」

　またなにか意地悪されるのかと、フェネシスは警けい戒かい気味に聞き返す。

「探しものを手伝え」

「探し、もの？　お店でですか？」

「解げ熱ねつやら腹痛やらのいわゆる薬以外にも、色々売ってるからな。蜂はち蜜みつとか、干した甘い木の実とか」

　フェネシスは、なんとなく意地悪の匂においを感じ取ったのかもしれない。

「からかいじゃない。事実だ」

　甘い食べ物の話にはつい釣つられてしまう、という自覚があるからだろう。フェネシスはまだ懐かい疑ぎ的な態度を崩くずさない。

　クースラは肩かたをすくめた。意地悪するつもりはないのだ。

「ただ、もし食いたいものがあったら言え。買ってやるよ」

　見み栄えと食欲が一いつ瞬しゆんせめぎ合ったのが見えたが、最後に残った表情に、クースラはちょっと意表を突つかれていた。

「……結構です」

　なぜか、ひどく残念そうな顔をしたのだ。

　慣れた製せい錬れんの作業の結果、見たこともない結果が現れたように、クースラは戸と惑まどう。

　言葉をうまくつなげられないでいると、フェネシスが呟つぶやくように言った。

「物欲しくて声をかけたわけではありません」

「……」

　錬金術の知識なら圧あつ倒とう的だし、もちろん腕わん力りよくはお話にならないし、単純な口くち喧げん嘩かだって容易にぼろ雑ぞう巾きんのように痛めつけられるはずだ。なのに、クースラは目の前の小こ娘むすめにたじろいでいた。傷つけるつもりはなかった。気を引いたつもりだったのだ。

「それより、どうしてこの店に？」

　フェネシスのほうから話題を変えてくる。

　どちらが大人かわかったものではない。

　クースラは忸じく怩じたる思いだが、救われたのも事実。

「探しものを、と言った」

「……甘いお菓か子しですか？」

　すねたように聞いてくるフェネシスは、賢かしこくて、良い娘むすめだった。

　クースラは気が抜ぬけ、降参するように言った。

「本当にからかうつもりじゃなかった。いちいち疑うな」

　緑色の大きな双そう眸ぼうは、相手の挙動を疑う野の良ら猫ねこのものだ。

　ただ、何度か餌えさを貰もらっていて、心を許すべきかどうか迷っている。そんな感じだった。

「あなたの普ふ段だんの言動が原因です」

「悪かったな」

　不ふ貞て腐くされるように言うと、フェネシスは一いつ丁ちよう前まえに嘆たん息そくしてみせた。

「それで、探しものとはなんですか？　ここは……薬種商、ですよね」

　その態度は、まるで出会ったばかりの頃ころの、あのくそ生なま意い気きな監かん視し役としての小娘が戻もどってきたようだった。

　ただ、根本的にあの時とは違ちがう。根こん拠きよのない自信に満ちて、空から威い張ばりで虚きよ勢せいばかり張っていたそれが、気がつけば経験に裏打ちされていて、こちらがたじろぐばかりだ。

　問題は、それが嫌いやかというと、そうでないことだろう。

　そんな自分に辟へき易えきするクースラは、ひねくれてこう言った。

「もちろん、薬の類たぐいだ。鉱石を扱あつかうだけが錬金術じゃない」

「え？」

　思いのほか真しん剣けんな面おも持もちで返事がきたからか、フェネシスが戸と惑まどっている。

「で、ですが……あなたは、錬れん金きん術じゆつ師は魔ま女じよの類たぐいではない、と……」

　フェネシスがクースラの元にやって来た当初、錬金術師は大おお鍋なべにヤモリだのヒキガエルだのを入れて煮に込む魔法使いだと思っていたらしい。

　実際にはそんなことなどないと気がつくのにさほど時間はかからなかったが、火のないところに煙けむりが立たないのもまた事実だ。

　クースラは、咳せき払ばらいを挟はさみ、静かに重々しく語る。

「魔女の類……まあ、曖あい昧まいなところだな。どちらもおよそ普通には変化し得ないものを、強ごう引いんに変化させる方法を見つける営みといえる。俺たちの炉ろは鉱石を金属に変化させ、薬草は、人の体を変化させる。ただ、薬のほうが圧あつ倒とう的に魔術的な意味合いが強いのも事実だな。お前も聞いたことがあるんじゃないのか？　ヒヨスとか、ベラドンナとか……マンドラゴラとか」

「え、そっ……それって……」

　数々の伝説に彩いろどられた、魔の植物。特にマンドラゴラは、根が人の形をしていて、引き抜くと叫さけび声ごえを上げ、聞いた者は死ぬと言われている。それゆえに犬の足を茎くきにくくり付け、人は遠くから犬を呼んで、犬に引き抜かせるとまことしやかに語られている。

「俺は過去に何度か、その手の植物を使った薬を作ったことがある。効果のほどは……自分で試ためしていないし、渡わたした相手がどうしたかも聞かなかったからわからんがな」

　フェネシスは完全に話に飲まれた顔で、クースラを見上げている。

　聞くのも怖こわいが、聞かないのはもっと怖い。

　夜中に一人で用を足しに行けなくなるくせに、森に伝わる怪かい異いや伝説の類たぐいは聞きたがる女の子そのものだ。

「そ、その薬、というのは？」

　クースラは、真顔でフェネシスを見下ろした。

「惚ほれ薬ぐすり」

　そして、フェネシスが呆あつ気けに取られるのを見て、満足した。

「材料はおどろおどろしいのに、口に出してみると間ま抜ぬけだな。まあ、ある意味、呪のろいの道具といえなくもないが」

　好きでもない相手を好きになってしまうのだとしたら、まさしく呪いの道具といっても差し支つかえない。ただ、貴族連中のように政略結婚のために使うのでもなければ、クースラとしては、微ほほ笑えましい薬の部類だと思う。

「効くかどうかはもちろんわからんし、材料もなかなか出回らない。それに、そんなものは余興だ。本当は、この町に残る伝説の話の……」

　と、クースラが説明するのをよそに、フェネシスはひどく思いつめたような顔でうつむいていた。クースラが気になって言葉を止めると、フェネシスは泣きそうな目を向けてきた。

「そ、その薬を買って、どうするんですか？」

　質問とは、質問する側がわの人間の内面を反映したものだ。

　なにがわからず、なにを気にかけ、どんなことを知りたいのか。

　フェネシスは、クースラが惚れ薬をなにに使うのかと知りたがる。しかも、ひどく思い詰つめたような顔で。

　クースラは、大真ま面じ目めに、言った。

「もちろん、使うために決まっている」

「……」

　フェネシスが絶望したような顔になる。この小こ娘むすめの頭は単純だ。

　惚れ薬を使うのは、性質からいって、相思相愛ではない相手を惚れさせる時に違ちがいない。

　フェネシスはつまり、惚れ薬を自分以外の誰だれかに使うのだ、と思っていることになる。

　なぜなら、自分とクースラは……。

　クースラは、さすがに胸中ですらその先を続けるのが気き恥はずかしく、やめておいた。

　とはいえ、フェネシスがばっくり餌えさに食いついたのは明らかだった。

　クースラは、思い切り釣つり竿ざおを引き上げる。

「嫌きらわれたくない奴やつに嫌われた時に、使うんだよ」

　惚れなおさせ薬として。

　そして、フェネシスの頭をぽんぽんと叩たたく。

　呆あつ気けに取られたフェネシスは、口を開けてクースラを見つめていた。言葉の意味を量りかねたというよりかは、どうしたらいいのかわからなかったのかもしれない。

　こういう時は、理性よりも体のほうが率そつ直ちよくだ。顔がたちまち赤くなって、唇くちびるを三角に引き結んでいる。

　抑おさえきれない感情は、引き絞しぼった弓のようなもの。

　フェネシスは、嚙かみつかんばかりの剣けん幕まくで言った。

「売っているといいですねっ」

　お前なんか大だい嫌きらいだ。

　体中でそんな言葉を発しているのに、それは匂におい袋ぶくろから立ち上る甘い芳ほう香こうにしか思えない。

　なにせ、フェネシスは怒おこりながら、クースラの服の袖そでを力いっぱいに摑つかんでいるのだから。

　クースラは薬種商の扉とびらに手をかけながら、どんな惚ほれ薬ぐすりも敵かなうまい、と呆あきれるように思ったのだった。







　店に入ると、不思議な香かおりが鼻をついた。単なる枯かれ草くさとは違ちがう、なにか独特の効能を持った草花だけが立ち上らせる匂い、とでもいえばいいのだろうか。

　クースラはいくつか記き憶おくにある香りを嗅かぎ分けられたが、フェネシスにとってはただの強きよう烈れつなごたまぜの匂いにしか感じられなかったらしい。

　鼻を押さえてから、何度かくしゃみをしていた。

「すごい品しな揃ぞろえだな」

　店の作りも独特で、四角い店内のほぼ全面に沿って、棚たなとテーブルが置かれている。

　棚にはいくつもの引き出しが備え付けられ、それぞれに羊皮紙の短たん冊ざくが針金でくくり付けられている。テーブルも高さが低く作られていて、その上に壺つぼがずらりと並び、中に乾かん燥そうした草や、挽ひいた粉が入れられている。

　入り口の真正面には、帳場台がでんと置かれ、その背後には大天使リュミナエルの大きな絵が描かかれ、大地と太陽の恵めぐみである薬草の効能に与あずかろうとしている人たちを優やさしく見下ろしている。さもなくば、薬を毒として利用しようとする者たちに、すべてを見透すかしているぞという笑えみを向けているのかもしれない。

　たまたま席を外しているのか、今は誰だれもいない帳場台の向こうには、仰ぎよう々ぎようしく封ふうをされた壺つぼがいくつか置かれていた。そこにも羊皮紙の短冊が付けられていて、古く、色褪あせた文字が、長くその封を破られていないことを窺うかがわせる。そこにあるのは、「鉄帽ぼう子し」や「貴族の眠ねむり薬ぐすり」と呼ばれるものたちだ。

「鉄帽子」は戦いくさで使われることが多く、またその花の形から連想されてそう呼ばれている。それを戦いくさではなく、猛もう獣じゆう狩がりに使う村人たちはもう少し親しみやすく、「鳥の頭」とか「鳥の帽ぼう子し」、さもなくば、「鳥とり兜かぶと」と呼んでいる。わずかな量で熊くまやら狼おおかみが死ぬ、紛まがうことなき猛毒だ。

「貴族の眠ねむり薬ぐすり」のほうは、文字どおり、眠るように死ぬことのできる猛毒で、絞こう首しゆ台にぶら下げることも首を刎はねることもできないくらい高位の貴族の処しよ刑けいに使われている。気取った名前以外にも、「毒どく人にん参じん」とわかりやすい名前がある。

　もちろん、店にはその手の危険な代しろ物ものだけではなく、薬や、料理に使う香こう草そうもたくさん売っている。店の香かおりに鼻が慣れてきたらしいフェネシスは、物欲しげな顔で、クミンやらクローブやらミントやらが並ぶ辺りで、鼻をひくひくさせていた。

　それにしても猛毒があるのに不用心だった。よく見ると帳場台の上にも珍めずらしい物が置きっぱなしになっている。綺き麗れいに磨みがき上げられた、人差し指と親指で作った輪っかほどの大きさの硝子ガラスで、形は油を引いた布の上に落とした滴しずくのような、といえば近いだろうか。本の上に置いて文字を拡かく大だいするためのもので、修道士たちが暗い石の塔とうの中で本を読む時に使う眼鏡だ。買えば高価なものだろうに、無造作に置かれている。

　よほど儲もうかっているのか、と思ったのも束つかの間ま、帳場台の上に置かれている大きな羊皮紙の本を見て、納なつ得とくした。

　それは帳簿ではなく、騎き士しが活かつ躍やくする英えい雄ゆう譚たんだった。

　迂う闊かつな見習いが、留守番を任されているのだろう。

「お目当てのものはなさそうだな」

　クースラが言うと、フェネシスはハッと我に返っていた。

「そ、それは残念でしたね」

　つん、と答えるが、クースラも肩かたをすくめるだけだ。

　そうこうしていると、ようやく店に人がいると気がついたのか、奥から人が出て来た。

　予想どおり、出て来たのはいかにもどんくさそうな、金色の癖くせっ毛けをふわふわとさせた少女だった。フェネシスより少し背が高そうなので歳としも上に見えるが、自信のなさもフェネシス以上のようで、ずいぶん小さく背中を丸めている。それでも眼鏡を使って本を読んだりしているので、かなり教養はあるはずだ。大方、主人の一人娘むすめといったところだろう。

「……い、いらっしゃい、ませ……」

　蚊かの鳴くような声でぼそぼそと言って、椅い子すに座る。客であるクースラとフェネシスをちらちらと見て、居い心地ごこちが悪そうに、本に視線を落としていた。

　まるで、誰だれかの個人的な書見室に迷い込んでしまったかのようだ。

　クースラは肩をすくめ、フェネシスに話を振ふった。

「お前、町の伝説は聞いたか？」

　言いながら、クースラは壺つぼから枯かれた草花を一本取り出し、軽く嗅かいでから、壺に戻もどす。確か、妙みような効能のある薬草だ。熱を下げ、頭痛を止め、興奮を抑おさえ、女性の乳ち首くびの発達を止めるらしい。

　合理と経験を重んじる錬れん金きん術じゆつ師からすると、どういう発想なのだ？　と首を捻ひねりたくなる。

「……聞きました」

　話しかければ、フェネシスはきちんと答えてくれる。つい意地悪してしまうのも、その安心感があるからだ。

「あっちこっちに、色々と変わった話が残っているものだ」

「竜りゆうの話より……私は好きです。灰を撒まいたら金きんや銀が育つというのは……おとぎ話みたいですから」

　イリーネも似たようなことを言っていた。カザンのような暴力的なものではないし、キラキラ輝かがやく財ざい宝ほうが出てくるのが女どもには受けるのだろう。

　一いつ瞬しゆん、山火事の話をしてやろうかとも思ったが、そのままにしておくのも間ま抜ぬけで可愛かわいいかと思った。

「それで、その伝説の灰の元になる植物を探しに、ここに来たわけだ。薬の話は余興だよ」

　フェネシスはクースラを見上げ、蒸むし返すなとやや怒おこり気味だが、どこかほっとしているようでもあった。仮に惚ほれなおさせ薬としてクースラが手に入れるのだとしても、相変わらず、浮うわ気きの道具としては最強だ。

　幸運はこの世に思いのほかある、とか言うくせに、基本的には、フェネシスもクースラと同じように、嫌いやなことや悪いことは簡単に身の上に起こりうる、と思っている。

　大事にしてやりたい、と思うのにそれ以上の理由はいらない。

　静かで、不思議な香かおりのする部屋の中。

　もう少しで、留守番の存在を忘れて、フェネシスに向けて腰こしをかがめるところだった。

「作れませんよ」

　思いのほか、はっきりとした声が響ひびく。

　クースラとフェネシスが揃そろって視線を向けると、留守番の少女自身も驚おどろいていた。

　思わず言ってしまったらしい。

「試ためしたのか？」

　ぐるりと店内を見回すと、ざっとでも、数百種類はある。灰、と一言で言っても、どの草を燃やした灰かで効果が変わるだろうし、組み合わせを考えるなら、膨ぼう大だいな数に上る。

「……試したひ……ひ、人たちがいるんです」

　あまり人と会話するのが得意ではないのか、一度言葉に引っかかると、途と端たんに顔を赤くして視線を本に落としていた。

「ですが……できな……かったんです」

「まあ、そうだろうな。もしも作れたら、大金持ちだ」

　それこそ、クラジウス騎き士し団を丸ごと買えるかもしれない。

　ただ、クースラはひどく興味を引かれていた。

　小こ娘むすめは、試ためした、と言った。

　それは言い換かえると、あの伝説を山火事ではないと思っていた連中がいるのだ。

「……そ、そういう話に……その、ご、ご興味が？」

　留守番の少女は本から顔を上げないまま、言った。薬種商の娘むすめらしく、この手の話が好きなのかもしれない。

　クースラは少し考えてから、答える。

「仕事を探す旅の途と中ちゆうでね。旅の慰なぐさめには悪くない」

　少女はしばらく返事をせず、一度、ちらりとだけ、視線をクースラに向けて、すぐに引っ込めてしまう。
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　宝石のような青色の綺き麗れいな目だった。

「他ほかにもそういう話はないか？　薬種商なら、不思議な話が多そうだ」

　そのせいで、錬れん金きん術じゆつ師の次に町の中で胡う散さんくさがられる職業だ。薬草を集めるのは人ひと里ざと離はなれた森の中であり、そういう場所に赴おもむくのはなにかしらの理由がある者たちばかり。魔ま女じよと取引している、などと言われることもあるのは、実際に大おお鍋なべをかき混ぜて薬を作るからだろう。

「あり、ます……けど……」

　そういう懸け念ねんがあるのか、少女は口ごもる。

　ただ、会話をやめたがっている感じではない。

　むしろ、その逆だった。

　なにか知っているのだろうか、と期待してしまう。

「俺とこいつは奇き妙みような組み合わせかもしれんが……これでも一応、鍛か冶じ職人でね。他ほかの仲間と職を探している最中だ。まあ、この町に世話になる感じは、あまりしないがね」

　それは、もし本当に職を探していたとしても、そうだろう。

　来がけに工こう房ぼうで見たような質の悪い物を作る町で、イリーネが我が慢まんできるわけがない。

「秘蔵の話があるなら、教えてくれないか。旅人に語るなら、構わんだろ？」

　あの司祭ではないが、町に伝わる話があれば、話したがる奴やつは少なからずいる。

　まともな大人なら口をつぐむかもしれないことほど、好奇心旺おう盛せいな子供は語りたがる。

　しかも、眼鏡で英えい雄ゆう譚たんを読むような、ませているのに夢見がちな少女だ。花を摘つんで、近所の精せい悍かんな職人に贈おくり物ものとすることに血ち道みちを上げる同年代とは会話も合わないだろう。

　それで町の話がちょっとでも聞けて、万が一でもなにかの手がかりになれば、とクースラは軽く考えていた。

　だから、その少女が顔を上げた時の真しん剣けんな面おも持もちに、クースラは殊こと更さら柔やわらかい笑えみを浮かべていた。

　人当たりの良い職人と、なにが出てくるのだ？　という錬れん金きん術じゆつ師がないまぜになった笑みだ。

「その伝説は、本当です」

　少女は、短く言った。

「本当？　だが、試ためしたが無理だった、とさっき」

「本当だったから、試したんです。少なくとも、灰の話については」

　断定的な物言いは、この年とし頃ごろの少女らしい思い込みか、それとも。

「どういう意味だ？」

　クースラの問いに、少女は迷いがそうさせるのか、視線を一いつ瞬しゆん落とす。

　しかし、なにか目的があるらしい。

　己おのれを奮い立たせるように、視線を上げてクースラを見た。

「子供の頃に実際にその灰を見たことがある、という人が何人も残っていたのです」

　儂わしが子供の頃にはな……と老人が語るのが迷信の定番だが、少女の語ったことは一味違ちがう。

「だから、その人たちは大人になって年老おいるまで、ずっとその灰を探していたんです」

　探求と、実じつ践せん。

　クースラの顔の作り笑いが、徐じよ々じよに本物と入れ替かわる。

　ただの夢物語ではなく、にわかに現実味を帯びてくる。

「そのために、ものすごい数の草木を収集して、灰にしてきました。このお店にこれだけ並んでいるのは、それが理由です」

　クースラは、思わず店を見回してしまう。

「ここは、伝説を追いかけた人たちの、努力の結けつ晶しようなんです」

　英えい雄ゆう譚たんが好きな少女らしい大おお仰ぎような表現だが、クースラは嫌きらいじゃない。

　それは、伝説が本当であると信じるかどうかとはまた違ちがった話だ。

　どんな荒こう唐とう無む稽けいなことであれ、物の理を知ろうとする者たちが苦労の果てに残した知識の山は、いつだって敬意を呼び起こす。

「製せい錬れんや冶や金きんも、たくさんの探求で練り上げられてきた知識の塊かたまりでね。その素す晴ばらしさはわかる。それに、探求の道に終わりがないことも」

　決して作った役やく柄がらとしてではなく、クースラは本音でそう言った。

「しかも、自分はまだ諦あきらめていないって顔だ」

　クースラの笑え顔がおが本物だったのも、少女にある種錬れん金きん術じゆつ師的な諦めの悪さを見たからだ。

　人は、自分に似た者に共感を抱いだく。

　少女はたちまち顔を赤くしていたが、それで口をつぐみはしなかった。

「い、いつか見つけられると信じています。でも……」

　そこで初めて、口ごもる。

　口くち下べ手たそうなのにわざわざ話しかけてきたのは、なにかしらの理由があるからだろう。

「でも？」

　クースラが水を向けると、少女は言った。

「その伝説が、潰つぶされそうなんです」

「伝説が？」

「そうです。正しくは、その伝説の、担にない手てが」

　その言葉に、クースラも一いつ瞬しゆん緊きん張ちようする。カザンの伝説の担い手は、フェネシスのような異い形ぎようの者たちだった。

「この町に伝わる伝説は、元々ある職人のものでした。その職人たちが、町の人たちに、ひどい目に遭あわされそうなんです。もしも……もしも伝説に興味があるのでしたら、手を貸してくれませんか」

　気配を感じて視線を隣となりに向ければ、フェネシスが緊張に身を硬かたくしていた。

　クースラはそっとその背中に手を当ててやってから、言った。

「その職人ってのは？」

　少女の言葉に、迷いはなかった。

「硝子ガラス職人です」

　司祭から、関かかわるなと言われた職人たち。

　そして、その少女はもうこれしか道がない、と決断した顔で、英雄譚の本の間から一通の手紙を取り出した。いつも忍しのばせていたのかもしれない。

「私は市し壁へきから出られません。頼たのめる人もいないんです。ですから、旅の人、どうかこの手紙を森の中の硝子ガラス職人の人たちに渡わたしてください。そして、伝えてください。町の人たちが皆みなさんを……皆さんを、殺そうとしていると」

　少女は悲痛な面おも持もちで、必死に手紙を前に突つき出していた。

　たまたま店にやって来た旅人にそんな手紙を託たくすなど、と批判するのはたやすい。

　だが、その願いを受け止めてくれる者は、この町にはいないのだろう。市壁の中は、閉へい鎖さ的な社会だ。少女が差し出したのは、町の人間たちを裏切るものになる。

　フェネシスもそのことを察したのか、クースラを見上げてくる。

　それでも、手紙を同情で受け取ることはできない。錬れん金きん術じゆつ師はそんなことで動かない。

　受け取るのは、計算し、天てん秤びんで危険と利益の重さを量ってからだ。

「一つ聞きたい」

　クースラは、視線を少女の手元に向けた。

「握にぎり締しめている眼鏡は、お前のものか？」

「えっ、あっ」

　少女はそれで初めて、眼鏡を握っていることに気がついたらしい。

　そして、その様はまるで、力の源に祈いのっているように見えたのだ。

「その……。はい」

「高価な代しろ物もののはずだが、買ったのか？」

　少女は握り締めた硝子の塊かたまりを、ゆっくりと胸むな元もとに当てている。

　それから、首を横に振ふった。

「私は目が悪くて……そのことを知った硝子職人の方が、わざわざ作ってくれました」

　そう言って、手の中の硝子を見る。頰ほおを染め、切なげなほど嬉うれしそうだ。それだけで、町の多た勢ぜいを裏切るのに十分な理由になる。

　その職人に、惚ほれているのだろう。

「それでなくても……硝子職人の作り出す硝子は、私たちに光を与あたえてくれます。あの人たちが悪い人のはずがありません。私はそのお礼を、どうしてもしたいんです」

「町を裏切ることになっても」

　クースラが意地悪く言うと、少女は思いのほかしっかりと、うなずいた。

　気弱そうなのに、そこには芯しんのようなものがある。

　どこかで見た気がする目だ、とついため息が出る。

　少女は本当のことを語っていると考えて間ま違ちがいなさそうだし、硝子職人とも友好的な関係を築いていると見て間違いない。もちろん、硝子職人が利己的に少女を手なずけ、町の連中に不ふ穏おんな動きがあった時に知らせるように計らっているのかもしれない。

　ただ、重要なのは、この手紙が一つのきっかけになるということだった。クースラとしては、町と硝子ガラス職人との揉もめ事ごとに首を突つっ込むつもりはさらさらないが、この手紙を届けることで、硝子職人からなにか話を引き出せるかもしれないと思った。

　灰の伝説は、どうやら鼻で笑ってすましていいものではなさそうなのだ。

　いかにもそれらしく語られる話はごまんとあるし、目もく撃げき談も多い。だがその目撃者たちが実際に大量の実験を試みたとなると、そうそうある話ではない。

　そして、その伝説の元々の担にない手てという硝子職人たちというのがまた、森の中で暮らし、町の人間から敵意を向けられているいわくつき。放ほうっておく手はない。

　そうなると、この手紙は鍵かぎの役目を果たしてくれるかもしれない。

　硝子職人たちは森の中で作業をするというし、町とははっきりと揉もめている。そこに旅人がのこのこ行っても、追い返されるだけかもしれないからだ。

「わかった」

　そして、ひょいとクースラは手紙を受け取った。

「手紙を届けることだけはしよう。だが、それ以上のことは期待するなよ」

　一応、釘くぎを刺さしておく。

「わかっています」

　少女は言って、頭を下げた。

「ありがとうございます」

　それは思い詰つめていた懸けん案あんが一応解決して、そのまま倒たおれてしまうのではないかと思わせるほどだった。

　クースラは手紙を裏、表と眺ながめ、懐かい中ちゆうにしまう。

　ずいぶん熱いものを胸にしまったような、そんな感じがしたのだった。







「妙みようなことになったな」

　薬種商から出て、手紙を手にクースラは言った。

「それで助かる人がいるのですから、早く行きましょう」

　確かに硝子職人たちがいわれのない罪のせいで殺されようとしているのなら、そうすべきだが、錬れん金きん術じゆつ師の相棒を自じ称しようするなら、別の理由を第一にしてもらいたいものだと思う。

　ただ、クースラは別の意味でも、肩かたをすくめてしまう。

　フェネシスが、怪け訝げんそうにする。

「どうかしましたか？」

「ん？　なに」

　クースラは、言った。

「あの小こ娘むすめが、お前にそっくりだと思ってな」

「えっ」

　と、フェネシスはほとんど無意識に、自分の髪かみの毛に触ふれていた。やや意外だったのだが、もしかしたら、金きん髪ぱつに憧あこがれでもあるのかもしれない。

「思い込みの激しさ。図ずう々ずうしさ。そして、向こう見ずさ」

　眼鏡を貰もらったから惚ほれ込んで、町の総意を裏切るようなことを平気でして、しかもそれを見知らぬ旅人に託たくす。

　フェネシスは、膨ふくれっ面つらだった。

「結局、いつも受け取ってしまうんだがな」

　クースラが最後にそう言うと、フェネシスは唇くちびるを尖とがらしてクースラの腰こしのあたりを小こ突づく。怒おこっているのに、嬉うれしそうだった。

　それから歩きだし、少し離はなれた道の端はしに、イリーネとウェランドがいた。ウェランドは近くの露ろ店てんで買ったらしい葡ぶ萄どう酒しゆかなにかを道みち端ばたに座り込みながら飲み、イリーネはその隣となりで腕うで組ぐみをして立っている。二人とも道行く人を眺ながめながら、なにか会話を交かわしていた。

「あいつら、こういう場所だと本当に違い和わ感がないな」

　クースラは、思わず呻うめくように言う。フェネシスもまた、やや驚おどろいたようにうなずいていた。

「びっくりするくらい……似合いますね」

　もっとも、イリーネは元々職人街の住人だし、ウェランドもそれに近い。

「ちょっと、格好いいです」

　クースラにも、その感覚がなんとなくわかる。

「使い込まれた道具みたいな空気があるな」

　クースラはそう言ってから、隣となりのフェネシスを見下ろす。

　すると、フェネシスもクースラのことを見上げていた。

「あなたも、職人に、成り立て、です」

　言われるだろうことを事前に察知し、先手を打ってくる。

　悔くやしいというより、イリーネと会話をしている時の楽しさに近いものがあった。

「あ、来た来た」

　と、そんなことをしていると、イリーネが気がついて駆かけ寄って来た。

　ウェランドは最後にジョッキの中身を呷あおると、その場で割ってしまう。フェネシスは目を丸くしていたが、土器製のものは洗う手間のほうがかかるために使い捨てだ。

「なにか面おも白しろい話はあったかよお」

「熱ねつ烈れつな恋文を貰った」

「へえ？」

　ウェランドが珍めずらしく、曖あい昧まいな半笑いを浮かべて驚いている。

　視線は、窺うかがうようにフェネシスに向いていた。

「大事な手紙です。茶化すのは失礼です」

「まあ、概おおむねそんな感じだ。他ほかに託たくす奴やつがいないって感じでな。届けるのを頼たのまれた。若じやつ干かん、危あやうい場所にな」

「ふうん。こっちも、ちょっときな臭くさい感じの話を聞いてねえ」

　ウェランドがイリーネに視線を向けると、イリーネは大おお仰ぎように肩かたをすくめていた。

「あんたの言うとおりだったわ。ここの職人は、皆みな、燃料を削さく減げんして、あんなひどい品質の鉄を作ってるみたいね」

「それがきな臭い話につながるのか？」

　クースラは小さく尋たずね、とりあえず歩こう、と顎あごをしゃくった。

　職人街から離はなれ、人通りが少なくなってから、イリーネは再び口を開いた。

「職人は、一応腕うでのある人たちばかりだった。だから、鉄の質が最悪なのも理解してて、憤ふん懣まんやるかたないって感じだった。燃料を惜おしんでいるんじゃなくて、そうせざるを得ないのよ」

　その説明に、商人にまんまと質の悪い釘くぎを売りつけていた徒弟の顔つきを思い出す。得意満面ではなく、どこか不満そうだった。

「しかし、不思議な話だな。俺には、市し壁へきの向こうに肥ひ沃よくな森が見えている。水があるのに飲めないとは、まるで海で流された漂ひよう流りゆう者の話だ」

「それよりもっとひどいかな。流されてるのは湖で、その湖の水をがぶがぶ飲んでいる人たちがいるんだって」

「ふむ」

　なんとなく、話が見えてきた。

「それが、硝子ガラス職人か？」

　太陽の恵めぐみを根こそぎにする。

　司祭の言葉であり、それは太陽で育つ木々のことを言っていたのかもしれない。

「そう。しかも、なんだか昔の貴族の特権に守られてるみたいで、町の組合なんかからも独立していて、手が出せないんだって。それで木を森から根こそぎ取っていっちゃうから、燃料が高こう騰とうしてて、貧しい人たちの中には凍とう死しする人も出るって騒さわぎよ。ほら、市壁をくぐった途と端たんに襲おそわれそうになったじゃない？」

　記き憶おくを手た繰ぐる。そういえば、連中が買おうとしていたのは、毛布、泥でい炭たん、馬ば糞ふん、薪まき。どれも暖を取るのに関かかわるものだった。もしかしたらあの中には、金かね儲もうけのためではなく本当に必要としていた浮ふ浪ろう児じもいたのかもしれない。

「教会で話を聞いた時は、硝子職人にちょっと同情したけど……やっぱり理由があるのね。で、そっちは？」

　尋たずねられ、クースラは懐ふところから例の手紙を取り出した。

「薬種商の可愛かわいらしい娘むすめさんから当てられた、一通の手紙だ」

「そういう前置きはいらないわよ。なんなの？」

　クースラは、静かに言った。

「町の人間たちは硝子ガラス職人に業ごうを煮にやし、近々、武力を行使してでも、追い出すつもりらしい。俺はてっきりいわれのない偏へん見けんが、今度の戦いくさで高じて、と思ったがな。理由があったわけだ」

「その女の子は、硝子職人の？」

　イリーネの質問に、クースラは肩かたをすくめる。

「恋文だって言ったろ。町の人間は硝子職人を恨うらんでいても、そうでない乙女おとめもいる。愛する硝子職人がこん棒で殴なぐり殺される前に、このことを伝えてくれだとさ」

　苦い物を口に含ふくんだかのように、イリーネが視線を逸そらす。

　この世は、すべての人が摩ま擦さつなく暮らせるほど、豊かでも広くもない。

「クースラは、硝子職人に与くみするのかよお」

　不平というより、意外そうにウェランドが言う。

「別に。政治的な意図なんてないし、この手紙をしたためた小こ娘むすめの恋にも興味はない。単に、硝子職人に話を聞きに行くきっかけになるだろ？」

「硝子の製造なんて面おも白しろくないよお。細工物が好きだったら別だけどさあ。あ、それとも、ウルちゃんに贈おくり物ものかなあ？」

　ウェランドが嬉うれしそうにそう言ったところに、冷や水をかぶせた。

「金や銀を育てる灰の話、あれは実話だそうだ。元々は、硝子職人たちの話だとよ」

　やや身を持もち崩くずし、町で飲んだくれている職人みたいなウェランドの顔が、錬れん金きん術じゆつ師のものになる。

「クースラが、そう言うのか？」

　語尾も伸のばさない。

「あっさり切って捨てられるほど、薄うすい話じゃないらしい。あの薬種商の中は、こんな町には不ふ釣つり合あいなほど、凄すさまじい数の種類の草木があった。その理由が、実際に子供の頃ころにその灰を見たと言う硝子職人たちが、年老おいて死ぬまでひたすらにその灰を追い求めたからだってな。作り話にしては、妙みように泥どろ臭くさいだろ。しかも、その話は無事に伝説の灰が見つかりました、というものじゃない。結局見つからなかった失敗譚たんなのに、そういう話が残っているということは、誰だれかに自じ慢まんするためのものではあり得ない」

　つまり、事実である可能性が、非常に高い。

「だが、町の人間から忌いみ嫌きらわれ、対立している連中だ。しかも、森の中で仕事を続けているとなれば、偏へん屈くつの度合いはかなりのもんだろ。のこのこ話を聞きに行って、歓かん迎げいされるとは思えん」

　クースラが言いながら手紙を振ふると、ウェランドは合が点てんがいったとばかりにうなずいた。

「なるほどぉ。それなら、確かに手紙を届けにってのは、口実として悪くないねえ」

「特に、一応は連中の身を案じるものだからな。ただ、俺の独断で届けに行ったら、まずいことになった時に困る。お前らの意見を聞いておきたい」

　頭の後ろで手を組んで歩いていたウェランドが、冷めた目を向けてくる。

「殊しゆ勝しようだねえ。どういうつもりだよお」

「お前らには借りがあるって言ってんだよ」

　殴なぐるぞ、と睨にらみつけると、毒気を抜ぬかれたようなウェランドが、困ったように笑っていた。

「俺からは特に異論はないかなあ。灰の話を聞きたいねえ。ウルちゃんは？」

　突とつ然ぜん話を振ふられてフェネシスは驚おどろいていたが、すぐに顔を引き締しめて、言った。

「なんにせよ、争いは、可能な限り避さけるべきです」

　修道服を着ている時はいかにも生き真ま面じ目めな修道女だが、少年の格好になったからといって変わるわけではないらしい。

　とはいえ、やはり気になったのは、イリーネだ。

「お前は？」

　顔を背そむけていたイリーネは、ますます嫌いやそうにする。

「どっちの味方もしたくない」

　まるっきり子供だったが、わからないでもない。

「放ほうっておけって意味か？」

　そこだけを明確にしようとすると、イリーネはクースラを見た。

「……わ、私だって灰の話は知りたいわ」

　イリーネも、結局は町を飛び出してきた奔ほん放ぽうな職人の一人だ。

「イリーネちゃんのそういうところ、嫌きらいじゃないよお」

「ちゃん付けはやめて」

　イリーネの一言にも、ウェランドは楽しそうに笑っている。

「なら、届けに行ってくる」

「一人で？」

　ウェランドの意味深しんな一言。

　ただ、クースラは真面目に思考を巡めぐらせる。

　四人でぞろぞろ行くのはあまりにも妙みようだからあり得ない。だとするとせいぜい二人だが、数を増やしていいことがあるだろうか？　アイルゼンの言葉を思い出す。

　三人の顔を見回して、肩をすくめた。

「俺一人で行ってくる」

「あ、あの」

　と、フェネシスが口を挟はさむ。少し、恨うらめしげだ。

　ただ、クースラは冷たく見返した。

「森の中だとさ。なにかあったら俺はお前を助けられない」

　でも一いつ緒しよにいれば二人で最さい期ごを迎むかえられる、と退たい廃はい的な耽たん美びも悪くはないが、大おお袈げ裟さにすぎる。その選せん択たく肢しは、もっとどうしようもない時のために取っておくべきだ。

「硝子ガラス職人がどうこうより、熊くまとか狼おおかみとか、あとは沢さわで足を滑すべらせるほうが怖こわい。職人の踊おどりも満足にできない奴やつには、できれば留守番願いたい」

　ウェランドとイリーネが、申し訳なさそうに笑う。

　フェネシスだけが頰ほおを膨ふくらませて肩かたを怒いからせ、そっぽを向いていた。

「それと、密みつ偵ていを連れて行く。ややこしい話になりそうだったら、あいつらが事情を理解していたほうがいい」

「そうだねえ。なら、俺たちは朗ろう報ほうを待ってることにするかよお」

　むくれたままのフェネシスは、それでも心配そうな目線をちらと寄よ越こしていた。

　心配してくれているのだから感謝すべきなのだろうが、これはどちらかというと服の上にこぼしたパン屑くずを拾われる類たぐいのものだ。

　クースラはやれやれと宿に向かって歩きだしてから、隣となりのフェネシスの頰を指の背でひょいと撫なでて、嫌いやそうに手を払はらわれたのだった。







　宿に戻もどると密偵たちも一仕事終えていて、フェネシスたちも交えて情報をすり合わせると、概おおむねクースラたちの見聞きしたことと同じだった。

　ただ、硝子職人を巡めぐる町の不ふ穏おんな動きについては把は握あくしていなかったようで、クースラが火か中ちゆうの栗くりを拾いに行くような提案をすると、渋しぶい顔をされた。

　もっとも、それも伝説の話をするまでだったのだが。

「まるで黄金の国ですな」

　灰を撒まくと、金きんや銀が生えてくる。

　騎き士し団の手によって実現できれば、世界を手に入れるのもたやすいことだろう。

「夢物語を、と言うには、竜りゆうの存在があまりにも強きよう烈れつです」

　硝子職人の元にはぜひ行くべきだ、ということになった。

　クースラが、ついては密偵の一人に同道願いたいと申し出ると、意外な顔をされた。

　問い返すと、三人は互たがいに顔を見合わせていた。

「邪じや魔まだと断られるとばかり」

　三人からどう見られていたのか、これでよくわかる。

「協力って言葉を覚えたんだよ」

　フェネシスは、あなたがどの口で言うのか、とばかりに真顔でクースラを見たが、密偵たちはもう少し弁わきまえている。

「それはよいことで」

「ついでに、アイルゼンに隠かくし事ごとをしていないってところを見せておかないとな」

　実現できれば天地がひっくり返るような知識なのだ。道案内よりも、おそらくは監かん視しの任務のほうが主であろう密みつ偵ていたちは、笑うこともなく、真しん剣けんにうなずいていた。

　そして、クースラは密偵の一人と共に出発した。町に残る者たちは、揃そろって町で硝子ガラス職人を巡めぐるあれこれの情報について集める手はずになっていた。

　クースラはよっぽどウェランドがフェネシスに変なちょっかいを出さないよう見張ってくれと頼たのもうかと思ったが、やめた。間ま抜ぬけにすぎる。

　それに、あまりフェネシスに執しゆう心しんなのを悟さとられるのも、良からぬ危険を招くやもしれなかった。今は心強い味方でも、いつ何なん時どき彼らが敵に回るかわからない。金、名めい誉よ、あるいは恋心といった執着にまつわることは、すべて人が破は滅めつする罠わなと隣となり合わせだ。容易にその人を操あやつる隙すきを生んでしまう。

　クースラは硝子職人の元に向かう荷馬車の荷台で、縁ふちに頰ほお杖づえをつきながら、思う。

　仮にフェネシスを人質に取られでもしたら、きっと大たい抵ていのことはしてしまう。

　そう考えると、胸の内に収まる手紙を書いたあの金きん髪ぱつの娘むすめの気持ちは、わからないでもない。

　あの娘の年ねん齢れいを考えるに、子供じみた恋愛感情なのだろう、とはもちろん思う。

　だが、この手紙を受け取ったのは、なにも損益の天てん秤びんを冷れい徹てつに見つめてというだけのことではない。ウェランドやイリーネらには、いかにも合理的な判断ばかりを言って聞かせたが、同情がなかったといえば噓うそになるのだ。

　ニールベルクからこっちにやってくる時の、イリーネの言葉が蘇よみがえる。




──恋がしたい。




　唾だ棄きすべき軟なん弱じやくな感情だ、とはもう切り捨てられはしない。

　それがどれほど強力なものかは、身をもって体験した。地平線の向こうにマグダラの地が輝かがやいていても、隣となりにいる誰だれかの笑え顔がおがそれに伍ごすることがありうると知ってしまっていた。

　もう、それを鼻であしらうことはできない。

　それに、あの娘はフェネシスにどことなく似ていた。それも理由だ。

　くそったれ、とクースラは思ったのだった。
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　森から薪まきを切り出して運んだり、野の蜜みつを取りに入るための道は、森の途と中ちゆうまでしか続いていなかった。荷馬車ではそれ以上入れず、馬の背に水と食料を載のせ換かえて歩いて進んで行った。

　頭上まで樹木に覆おおわれた道を歩いていると、自分がひどく矮わい小しような存在になったような気がする。ここで大声を上げたところで、返ってくるのは完かん璧ぺきな沈ちん黙もくなのだ。苔こけを身にまとい、数百年はそのままの姿である巨きよ木ぼくの根をくぐる時、人の身というものがいかに儚はかないものであるかを実感せずにはいられない。

　だからこそ、人は市し壁へきで町をくくり、すべてを自分たちが把は握あくしているのだと思いたがる。

　工こう房ぼうの中に閉じこもり、世界の秘密を暴あばこうとする錬れん金きん術じゆつ師が最たるものかもしれない。

　それはそれで悪いことだと思わないが、世界の広さを忘れるようでは困る。

　ふと森が開けた瞬しゆん間かんに、そう思った。

「これは……また……」

　密みつ偵ていが思わず呟つぶやいたのもうなずける。妖よう精せいの懐ふところに潜もぐり込むかのような道を歩いていたら、いきなり町の真ん中に出たように感じた。道に迷ってたまたまここにたどり着いたとしたら、間ま違ちがいなく精せい霊れいが見せる夢だと思うだろう。

　だが、驚おどろきから覚めればたちまち現実的な光景が目に入ってくる。

　やや小高い丘おかになっているそこは、見渡わたす限りに木が切り倒たおされていた。しかも開かい墾こんが目当てではないために、切り株は大半がそのままにされ、開かい拓たくの跡あとが生々しく残っている。その様は、敵国の姫ひめが辱はずかしめのために大おお鋏ばさみで髪かみの毛を無残に刈かり取られた後のようだし、鳥が空から見下ろせば、大地が皮ひ膚ふ病にかかったかのように見えるだろう。

　硝子ガラス職人たちはそこに大きな小屋を四つも建て、畑も作っているのが見える。昨日、今日、ここにやって来たのではなく、どっしり腰こしを据すえて森を食い尽つくそうとしている。

　その巨きよ大だいな胃い袋ぶくろこそ、広場の真ん中に三つほど並んでいる、真っ赤な火をたたえている炉ろだ。

　また、炉のすぐ側そばには大人の背せ丈たけほどもある大きな色とりどりの板硝子が、木製の台に立てかけられてずらりと並んでいる。そこだけを見れば、妖よう精せいの着る羽は衣ごろもを作っているような幻げん想そう的な光景にも見えなくはないが、なんにせよ、異様ではあった。

「町の人間も怒おこるわけですな」

　人ひと里ざと離はなれた森であろうとも、必ず誰だれかが所有権を握にぎっている。それに、運うん搬ぱんの問題があるので町の人間が利用できる森というのはなおさら限られている。薪まきを切り出し、蜂はち蜜みつを集め、薬草を採とり、獣けものを追いかけられる場所、というものは意外に少ないのだ。

　それがこんなことをされたら、獣は寄りつかず、蜂は巣すを作らず、木々は減る一方だろう。

　ほとんど、災さい厄やくだ。

「これもまた、ある種の竜りゆうだな」

　クースラも思わず呟つぶやいた。

「おーい、あんたら誰だね！」

　と、そこに声がかかる。

　身を隠かくすつもりもないので、獣道からこのだだっ広い作業場に入り、切り株の間に突つっ立っていた。他ほかの職人たちも顔を上げたが、手を止めるようなことはない。丸太を薪にしたり、砂を運んだり、ふいごを動かしたり、生きている限り心臓が動き続けるかのように、彼らは黙もく々もくと与あたえられた仕事をこなしている。

　いきなり武器を手に取らないあたり、思ったほど排はい他た的ではないらしい。

「道に迷ったのか！　町は反対側がわだぞ！」

　そういうことがままあるのかもしれない。

　答えたのは、クースラだ。

「町から文ふみを預かって来た！」

　懐ふところから取り出した例の手紙を掲かかげて振ふった。声をかけてきた職人のみならず、他の職人たちもついに手を止める。

　互たがいに顔を見合わせ、クースラを見た。

「わかった！　親方を呼ぶ！」

　少なくとも愉ゆ快かいなことではない、と悟さとったらしい。すぐに炉の近くにある小屋に走り、そこから熊くまのような髭ひげ面づらの男がのっそりと出て来た。

「お前、誰だ！　見たことのない面つらだな！」

　クースラは肩かたをすくめ、答える。

「旅の人間だがな！　薬種商の娘むすめから頼たのまれたんだ！」

　こんなに大きな声など久しく出していないので、妙みように疲つかれる。

　面めん倒どうくさくなって、はっきりと言った。

「町の人間が攻せめて来るって言ってんだよ！」

　親方らしき男が、体を強こわ張ばらせたのが遠目にもわかる。他ほかの職人たちもざわついていた。

　そして、親方は結局、クースラを町の回し者と疑うことはやめたようだ。

　二言、三言、周りの人間に向けて、一人の職人を伴ともなってクースラの元に近づいて来た。

「ヘレナお嬢じようさんと言ったな！」

　普通に言っても聞こえる距きよ離りだったが、癖くせなのだろう。熊くまのような親方が怒ど鳴なる。

「名前までは知らないが、ふわふわの金きん髪ぱつの、子犬みたいな奴やつだったかな」

「むう！」

　唸うなり声ごえを上げ、クースラたちの前で立ち止まる。

　そして、じろじろと遠えん慮りよなくクースラと密みつ偵ていを見回して、顔をしかめる。

「こっちは商人か？」

　密偵に向けて豚ぶたのように鼻を鳴らしてから、クースラを見る。

「お前は妙みように胡う散さんくさい奴やつだな」

　あまりにはっきり言われると、腹の立ちようもない。

　それに、親方の腰こしには巨きよ大だいな鉈なたが下がっている。側そばに控ひかえている職人も同様だ。

　威い嚇かくというより、不安の表れだろう。

「商会を追い出され、職人に身をやつしてあてどのない旅だ。こっちはお目め付つけ役といえばわかるか？」

　事前の取り決めは大事らしい。すらすらと出てくる。

「ふうむ……確かに、いかにも金に困ってなさそうな馬ば鹿か面づらだ」

　ウェランドたちがいなくてほっとする。フェネシスですら、きっと笑ったことだろう。

「薬種商でこの馬鹿面を晒さらしていたら、頼まれてな。これを」

　クースラが手紙を差し出すと、親方はそれを一いち瞥べつして、すぐには受け取らない。

　なんだ？　と思っていると、側に控えていた若い職人が手を伸のばした。

「失礼します」

　こちらは親方と違ちがって礼れい儀ぎを弁わきまえているらしい。ただ、ひどく生き真ま面じ目めそうで、イリーネあたりが好みそうなお堅かたい職人のようだった。

「……ヘレナお嬢さんの字です。町の人間が襲おそって来るから、逃にげろ……と」

「うむう」

　親方は字が読めなかったらしい。その照てれ隠かくしなのか、まるでクースラがその敵であるかのように睨にらみつけている。

「いつ攻せめて来るのだ？」

「そこまでは書いてありませんが……」

　と、二人してクースラを見る。

「書いてなきゃ、知らないんじゃないか。大方、大人の寄り合いに耳そばだてて、なんとか探さぐり当てたってとこだろう。町の決定を外に漏もらしたなんてことが町の連中に知られたら、反逆の罪で絞こう首しゆ台だいまで一直線だ。小こ娘むすめにしてはいい度胸してるよ」

「ぐむう……。感謝の言葉もないが……なぜヘレナのお嬢じようさんなんだ？　主人のローズではないのか。なにか知らせてくれるとすれば、ローズだと思ったんだが……」

　どうやら、硝子ガラス職人と薬種商の間には、今でも深いつながりがあるようだ。おそらくは薬草の供給などだろう。

　親方は、若い職人に視線を向ける。

　そして、はっきりわかるほど、青年はたじろいだ。

「むう？　どうした？」

　血の気の多い職人たちをまとめ上げる親方の眼力は、相当なものだ。仕事をしながらでも、徒弟の盗ぬすみや誤ご魔ま化かし、手て抜ぬきをすべて取り締しまらなければならない。

　ただ、青年は口を割らなかった。

　代わりに、クースラが、言った。

「礼だとさ」

「礼？」

　ぐるり、と音がしそうなほど、太い首を巡めぐらせて親方が聞き返す。

「目が悪くて困っているところに、ここの職人の誰だれかから、眼鏡を贈おくられたらしい。ずいぶん入れ込んでいるようだった。罪作りな色男もいるものだ」

　どう見ても眼鏡の送り手は目の前の青年だったので、白しら々じらしく言ってやった。

「リヒト、お前、そんなことしとったのか」

　親方の言葉に、リヒトと呼ばれた青年は、観念したようにうつむく。

　ただ、黙だまり込みはしなかった。

「寝ねる前の時間に……破片で……」

　そして、その言い訳に、親方はきょとんとする。じんわりにじみ出てきたのは、苦笑いだ。

「そういうことを言ってんじゃあない。いくらでも使えそうな破片で眼鏡を拵こしらえればいい。問題なのは」

　体が膨ふくらむほど息を吸って、吐はき出した。

「分ぶんを弁わきまえろということだ。市し壁へきを越こえることはできん」

「そ、そんなつもりは──」

「困っている人に手を差し伸のべるのは一向に構わんがな、犬でも餌えさをやれば懐なついてしまう。連れて行けないのならそういうことはするんじゃあない。儂わしらは所しよ詮せん町の人間とは交われぬ身だ。夢を見るな。見させるな。足元のどでかい穴に落ちるし、引きずり込まれるぞ」

　クースラは、親方の口こう上じように口こう角かくを皮肉げに上げてしまう。どうやら、硝子ガラス職人は町の職人より、錬れん金きん術じゆつ師に近いらしい。そう考えると、この青年は少し頼たよりないかもしれない。

　なにがきっかけか知らないが、ヘレナみたいなおとなしい子に命を懸かけさせるほど慕したわれている。いかにも真ま面じ目めで人がよさそうだから、眼鏡のことは理由の一つであって、他ほかにも色々世話を焼いていたりしたのだろう。

　リヒトがヘレナに惚ほれていて優やさしくしたのか、惚れていないけれどもそうしたのかはわからないが、どちらにせよ、迂う闊かつなことには違ちがいない。

「だが、せっかく危険が迫せまっていると子犬が吠ほえてくれたんだ。活用したらどうだ？」

　クースラが言うと、親方はまだなにか言い足りなそうにしていたが、振ふり向いた。

「そのとおりだ。それに、こんな手紙を抱かかえて市し壁へきを越えてくれたあんたにも礼を言う。ありがとう」

　親方は膝ひざに手をつき、腰こしを折おって頭を下げた。

　その清すが々すがしさは、教会の司祭が言ったような、森で暮らす怪あやしげな魔ま女じよの手先、という印象とはほど遠い。

「森を抜ぬけて来たのなら、疲つかれているだろう。暖と酒のもてなしくらいならできる」

　親方は言って、歩きだし、クースラは特にためらうこともなくついて行く。

　ヘレナのことを叱しかられたリヒトは戸と惑まどったように立ち尽つくしていたが、不ふ甲が斐いない己おのれを責めているようにも、ヘレナのことを心配しているようにも見えた。前を通りがかる時になにか声をかけてくるかと思ったが、リヒトはうつむいたままだった。

　体はしっかり大人の域に達しつつあるが、内側がわにはまだ青さがあるのだろう。

　クースラは無言で通り過ぎ、親方の背中に声をかけた。

「ここの職人は、町でずいぶん恨うらまれているようだった」

「むん？」

「が、まさかこれほど好き勝手にやっているとは思わなかった」

　親方は、少し笑ったようだった。

「儂らは仕事の量を儂ら自身で決められん。町に税は納めずとも、別のところに納める必要がある」

「あの真っ赤な胃い袋ぶくろは、貪どん欲よくな別の誰だれかのものか」

　広場の真ん中で唸うなりを上げる炉ろを見ながら言うと、親方もそちらを見て、ため息をついた。

「儂らは南のエリオール皇国の貴族から特権を授さずかっている。距きよ離りが開けば、苦労は目につかなくなる。いくらでも搾しぼり取ろうとするさ」

「ふん……」

　歩きながら、職人たちのよく訓練された動きに惚ほれ惚ぼれとする。自分の工こう房ぼうに下働きとして一人か二人欲しいくらいだが、彼らが大きな板いた硝子ガラスを慎しん重ちように運んでいるのを見て、少し疑問に思った。

「ですが、重くて壊こわれやすい硝子をわざわざ南まで運ぶのですか？　奇き妙みようなことのように思えますが」

　クースラの疑問を、密みつ偵ていが代だい弁べんした。ただ、こちらは知的好奇心というより、土地の事情の把は握あくという、密偵の仕事のためだろう。

「南に硝子は運ばんよ。南には南の硝子職人たちがいる。儂わしらの硝子は、北の連中に売りつけるのさ」

「北？」

　クースラが聞き返した時、ちょうど小屋に着いた。

　親方は入り口に垂たれ下がっている筵むしろを手で持ち上げ、クースラたちを中に誘いざなう。

　そこは職人たちが食事や雑ざ魚こ寝ねをするためのものらしく、中心に囲い炉ろ裏りを据すえただけの、間仕切りが一いつ切さいない広間だった。天てん井じようも高く、今はすべての職人が出払はらっているために、余計に閑かん散さんと感じられた。

　囲炉裏では、白い灰の中で炭火が赤く熾おこっている。

　親方は薪まきを無造作に放ほうり込み、どことなくしょげた様子のリヒトに目配せして、酒を取りに行かせた。

「ヤーゾンの連中が儂らを目の敵かたきにするのには、いくつか理由がある。まあ、ヤーゾンに限らんがね。儂らは数年おきにいくつかの土地を回っては、こういう作業場を築いて仕事をするが、そのたびに近くの町からは恨うらまれる」

　ますます錬れん金きん術じゆつ師のようだ。

「一つは、薪の問題だな。この辺では泥でい炭たんが採とれないから、特に迷めい惑わくをかけている自覚はある」

「もう一つが、硝子の納品先かな」

　クースラが言う頃ころに、リヒトが酒の入った小さな甕かめと器うつわを持って来る。

　親方は受け取り、リヒトに仕事に戻もどれと指示を出していた。リヒトはやはりヘレナのことが気になるようで、一いつ瞬しゆんためらうそぶりを見せたが、親方の一ひと睨にらみで目を伏ふせた。そして、それ以上拘こう泥でいすることなく、静かに仕事に戻って行った。個人の自由が一いつ切さい許されない、職人の工房ではよくある風景だ。硝子職人はそこに不ふ穏おんな環かん境きようが加わるから、余計に己おのれを殺し、全体のために動くことを求められるだろう。市し壁へきを越こえた恋愛など、およそ許されることではない。

　リヒトは見た目からして真ま面じ目めそうなので、そのことをしっかり理解しているようだったのに、魔まが差した、というところだろうか。あるいは、真面目ゆえに、ということもあるだろう。

　それを未み熟じゆく、経験不足、意志の弱さ、と切って捨てることは簡単だが、今のクースラには、それらの言葉がすべて自分に跳はね返ってきてしまう。もちろん、全部、フェネシスのせいだ。

　それに、リヒトは必死に自分のことを硝子ガラス職人の型に嵌はめようとしているように見えた。だから、クースラはリヒトを蔑さげすみはしなかった。クースラの心の内にあったのは、滅めつ多たに抱いだかない、同情だった。

　今となっては、どれだけ己おのれを戒いましめていても、信じがたいような相手に心を奪うばわれるということはありうると知っている。どうしようもないのだ。

　それに、その相手を自由に追いかけられるかどうかは、丸っきりの運にかかっている。生まれついての職業は、滅多なことでは変えられないからだし、錬れん金きん術じゆつ師ほどわがままに振ふる舞まえる仕事はないからだ。自分の才覚ゆえに、という面は確かにあるが、運が良かったからフェネシスといられる、というのも事実なのだ。リヒトのような職人が、では硝子職人を辞やめてまでヘレナを追いかけられるだろうか？　と問いかけてみればいい。あまりにも、現実的でない。たちまち食うに困り、それどころではなくなるだろう。

　また、他人を見ると、己の立場がよく見える。幸運は、思いのほかあるらしい。フェネシスの言うとおりだ。

　クースラはそんなことを思いながら、リヒトが持って来た酒に口をつけ、直後に顔をしかめた。恐おそろしく酸すっぱい酒だった。冷静沈ちん着ちやくそうな密みつ偵ていすらが、情けなくもむせていた。

　味もそうだし、嗅かいだことのない変な薬草臭くささがある。昔に飲んだことがある、魔女が飲むと噂うわさされるニガヨモギの酒を思い出した。

「む、やはり客人にはきついか……。すまんな。葡ぶ萄どう酒しゆを買う余よ裕ゆうもないし、町と断絶している以上、麦も購こう入にゆうできん。森で手に入れた果実と香こう草そうで酒を造ったんだが、こんな季節だからろくなものがなくてな」

　生活は苦しいらしい。市し壁へきの外で大所帯が暮らしていくのは大変なことなのだ。

「貴族様は儂わしらを利用して大金を稼かせいでおられるようだがな。町の連中も、儂らがおこぼれに与あずかっているはずだと思っておる」

　密偵はよほど酒の衝しよう撃げきがすごかったのか、器うつわを自分から遠ざけていたが、クースラは妙みように気になってもう一口含ふくむ。やはり飲めたものではないが、その刺し激げきが癖くせになりそうだ。

「硝子と引ひき換かえに、北の品々を受け取っているのか？」

　クースラが言うと、親方はうなずいた。

「ここより北に行けば、燃料の問題はまさしく生死に直結する。硝子を作るような贅ぜい沢たくには使えん。だが、一日中曇どん天てんが続く北だからこそ、わずかな太陽の明かりを家にもたらす硝子は重宝される。ここは、そういう奴やつらに硝子を納品する北限に近い。そして、南の人々は北の毛皮や琥こ珀はくが大好きだ。儂らはその物々交こう換かんの一いち翼よくを担になわされている」

「なるほど。だとすれば、ヤーゾンはまさしくそういう北と南の交易の仲ちゆう介かいで栄えているわけですから、揉もめることになる、と」

　密みつ偵ていが言葉を挟はさむと、親方はうなずく。

「他ほかの土地では近きん隣りんの町とここまで利害が対立しないのだがな……。ヤーゾンの奴らにとって、儂わしらはヒルのようなものだろう。森からは薪まきを吸い上げ、町からは取引を吸い上げる。嫌きらわれるのも道理だ」

　それこそ、武器を手にしても構わないほど。

「だが、ここは深い森の中じゃないか。それに、堂々と話しているあたり、貴族のお目め付つけ役が常じよう駐ちゆうしているとも思えないが」

「好き勝手に工作しろと？」

　親方は言って、疲つかれたような笑えみを浮かべた。

「お前さんは、ここの様子になにか妙なものを感じないかね」

「ん？」

　問われ、辺りを見回してみる。閑かん散さんとした木き賃ちん宿やどのようにしか見えない。宿と違ちがうのは、壁かべには森の中で生きていくためのたくさんの道具が立てかけられていることと、天てん井じように渡わたされた梁はりには野の莵うさぎや鳥の肉がぶら下がっていることだろう。

「女性の姿がありませんね」

　そう言ったのは、密偵だ。

「そうだ」

「人質、ですか」

　密偵は仕事柄がら、そういう方面に強いのだろう。

「目の届かない場所で悪さをするのは人の常だ。だから、そのとおり、人質を取られている。なにかそんな兆ちよう候こうでもあれば、儂らの妻や娘むすめがひどい目に遭あう。だが、女どもがいないのは、悪いことばかりじゃない」

「狼おおかみより鋭するどい監かん視しの目がなくなる」

　クースラの言葉に親方は大きく笑った。

「それもある。ただ、町の連中から見ると、それが冗じよう談だんではないこともある。森の中の女は、実に不吉な存在だ」

　クースラは、ヤーゾンに来てから何度か耳にした単語を思い出す。

「森の中の、魔ま女じよか」

「そう。ヤーゾンの連中は儂らを追い出す理由探しに躍やつ起きになっている。ここほど対立が激しくない町でも、似たり寄ったりなのだ。森の中で怪あやしげな作業に勤いそしむ者たちには消えて欲しいんだろう。そういう中で、魔女話は格好なネタだ。だから若い奴らにはやや酷こくな環かん境きようだとわかってはいるものの……仕方ないのだ」

　と、親方は視線を作業場のほうに向けた。ここからは見えないが、誰だれを見ようとしたのかはすぐにわかる。

「結局、市し壁へきの中の娘とは絶対に結ばれんし、不幸になるだけだ」

「だが、燃えるものを火に近づけるのも悪いだろ」

　ウェランドではないが、女に惹ひかれないではいられないこともあるだろう。火事を防ぐ最善の方法は、火の気から遠ざけること。

　親方は、大きく肩かたをすくめていた。

「町の薬種商に薬草やらを届ける取引は、もう何代も続いていることだ。薬種商とは持ちつ持たれつなのだ。薬種商は儂わしらが集める薬草を当てにし、儂らは必要な物資を町から手に入れる仲ちゆう介かいを頼たのむ。たとえば硝子ガラス製造のために使う鋏はさみややっとこの修理の仲介とかな。儂らがまともに頼んだところで、鍛か冶じ屋の連中は受けてくれん。儂らは魔ま女じよではないから、魔法でどうにかするわけにはいかん。森の中だけでは暮らせない。だから、誘ゆう惑わくの多い町に誰かが行かねばならん。あいつならそのあたりのことを弁わきまえるとも思ったんだが……」

　さっきは頭ごなしにリヒトの想おもいを否定していたが、親方もまた人の心がないわけではない。

　立場がある人間ゆえの気持ちの切きり替かえ方なのだろう。

「もっとも、そのおかげで危機を知らせてもらえたわけだから、色いろ恋こいも悪くないだろ」

　ウェランドやイリーネがいたら、きっとにやにや笑うだろう自分への言い訳だ。

「危険なことだ。それに、ヘレナお嬢じようさんを苦しめてしまった。手紙を誰だれかに託たくすのには勇気が要いったはずだ」

　確かに、クースラに手紙を託たくした時、ヘレナは迷いに迷った末の、破れかぶれにも見えた。

　これをしなければ一生後こう悔かいする、という追い詰つめられた者特有の空気があった。

　クースラがついほだされたのは、それも理由だ。

　そういう苦しみには、とても親しみがある。

「だが」

　と、クースラは小屋の中を見回して、言った。

「危険だからといって早さつ急きゆうに店じまいするのは、ちょっと大変そうだな」

　広場には火をたたえている炉ろが三つもあり、ここと同じくらいの大きさの小屋もいくつかあるし、小さいながら畑まであった。ちょっとした村といって差し支つかえない。

「建物やら炉やらは放ほうっておいてもいい。問題は、この土地にもう少しいないと、他ほかの山が回復しないことだ」

　親方は視線をもう一度手紙に向け、眉まゆをひそめた。

「しかし、本当に町の連中の総意がまとまったのか？」

　手紙の内容を疑うような物言いだった。

「だいぶ切せつ羽ぱ詰まった感じだったし、教会にお祈いのりに向かったら、司祭直じき々じきにあんたらへの呪のろいの言葉を頂ちよう戴だいした」

「あそこの司祭か……。あいつはくせものでな。ヤーゾンから異教徒を一いつ掃そうして、司教座を構えて司教になることを目論もくろんでいる。そのために町の政治の中心に立ちたくて仕方がないんだ。だから、儂わしらを攻こう撃げきする理由を常に探している」

「外敵は内部をまとめる最良の秘薬だからな」

　周りから一いち目もく置かれるような目覚ましい実績を手っ取り早く出したかったら、町を巻き込む大きな問題を解決するのが一番だ。

「とはいえ、危あやういながらもこれまでなんとか町との関係を保ってきたが……限界か。今度もなんとか乗り切れると踏ふんでいたんだが……」

　世のうねりというものは、些さ細さいな人の努力を嘲あざ笑わらう。

　しかも、慎つつましく生きようとしている者ほど、そこに巻き込まれる。

「そうなると、儂らは優先順位に従って行動するほかない……か」

　親方は一人ごち、目を閉じて金かな槌づちの柄えを挟はさめそうなくらい深い皺しわを眉み間けんに作ると、ぐむうと唸うなった。

「すまんな、旅の人。一つ頼たのまれてくれないか」

「……馬ば鹿か面づらだがね、それでもいいのか」

「職人どもは皆みな馬鹿面だ。働くことでいい顔になる」

　悪い親方ではなさそうだが、クースラは肩かたをすくめて、答えた。

「内容による」

「手紙を届けて欲しい」

　親方の様子から、ろくな手紙ではない、と推すい測そくできる。

　そこにあるのは、思し慮りよ深さと、大だい胆たんさが長い年月をかけて溶とけ合ったような顔だ。

「やはり、その内容による」

「儂らは全員、町の人間に顔を知られている。これだけ険悪になった以上、市し壁へきの向こうにはもう行けんだろう。かといって、町に出入りする誰だれかに頼たのむのは危険が大きすぎる」

　そらきた、とばかりにクースラは小さくため息をつく。

　ただ、密みつ偵ていも動かない。利益と危険の天てん秤びんを見定めてからでも遅おそくはない、と思っているのだろう。

　クースラは、先を促うながした。

「危険は背負いたくない。だが、それも報ほう酬しゆう次し第だいだ」

　親方が、片目だけを大きく開けてクースラを見る。

「礼の話か……。金はないが、硝子ガラスなら山ほどある。商人だろう？　売れば路ろ銀ぎんの足しになるはずだ」

「生あい憎にくと、金に困ってはいない」

　むむう、と唸うなる。

　とはいえ、単に先ほどの意い趣しゆ返しをしたいわけではない。

「そのヘレナって子犬みたいな奴やつからも、金は受け取ってない。ましてや、あんたらの境きよう遇ぐうに同情したわけでもない」

「むう？」

「旅の慰なぐさめに、伝説の灰の話を聞きたい。ここが大おお本もとだと聞いた。なにか残っている話はないか」

　森に暮らす、閉へい鎖さ的な集団が抱かかえる秘密とくれば、まともな状じよう況きようで教えてくれと頼たのんでもらちが明かないだろう。となれば、押せるときに押すのが定じよう石せきだ。

　クースラが言うと、親方は真っ黒な目をじっとクースラに向けてくる。あらゆるものが化け物に見えるような森の中で暮らす者特有の、恐おそれを知らない目。

　だが、クースラももちろん逸そらさない。

　そして、親方は言った。

「お前さん、錬れん金きん術じゆつ師だな？」

　取り乱しはしなかったし、ほとんど驚おどろきもしなかった。むしろ、なぜだかわからないが、ばれたという感覚より、気づいてもらえたという嬉うれしさがあった。

「何度かお前さんみたいなのに会ったことがあるぞ」

　言い訳をしようか、とも思ったが、無む駄だなことだろう。

　クースラはわざとらしく頭を搔かいて、鼻を鳴らした。
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「胡う散さんくささの原因はそれか。お前さんは泥どろ臭くささがないくせに、妙みように肚はらが据すわっている。それは死人のまとう空気だ。己おのれの命以上のなにかに魅みせられた者特有のな」

　まったくそのとおり、とばかりに首をすくめる。

　隣となりでは、密みつ偵ていから責めるような視線を向けられている。

「だが」

　と、親方が言った。

「町の手先ではないのだろう？」

　そんなことを言われる。

「証明する手立てはないがね」

「必要ない。お前さんらみたいなのはつまらん町の政治に興味など示さんとわかっとる。そもそも、ヘレナお嬢じようさんの手紙を持って来る時点でまともとは思えん。あそこによほどの恩があるならばともかくだが……そんな感じもしないからな。とすると、本気で灰の話に釣つられてこんなところまでやって来たのだろう。職人には絶対になれない馬ば鹿かさ加減だ」

　褒ほめられているような、貶けなされているような不思議な気分だが、悪くはない。

「まあ、旅の途と中ちゆうってのは本当で、灰の話に釣られて来たのも本当だ。教会でヤーゾンの創そう生せい譚たんを聞いてから、薬種商に向かったら、あの子犬が話を振ふってきた。曰いわく、灰の話は本物だと。それゆえに、ここの職人たちは死ぬまで灰を追い求めていたと」

「祖じ父いさまたちの話だがな！　まったく、職人の風かざ上かみにも置けん！」

　隠かくすつもりは毛もう頭とうないらしい。

　クースラが思わず密偵を横目に見ると、肩かたをすくめられた。

「だが、祖父さまたちの努力はすべて無む駄だだった。そんなものあるわけないだろう」

「俺は山火事の比ひ喩ゆだと思ったんだが」

　親方が、じろりとこちらを見る。

「儂わしも単に話を聞いたら、間ま違ちがいなくそれを思いつく。だが、祖父さまたちの残した話は、山火事とはまったく関係がない」

「じゃあ、本当に金きんや銀が？」

「そんなわけないだろう。それはもののたとえだ」

　親方はばっさり切り捨てる。

「灰の話を聞きたいのなら、教えてやろう。その灰は、硝子ガラスの製造に使うものだ。今でも灰を加えることで硅けい石せきの溶とける温度を下げ、硝子の質を上げるのは普ふ通つうのことだ。そのために、最も効率のよくなる灰を、日常的に探している。儂らの薬草に対する知識とは、それが源泉なのだ。そして、祖父さまたちの話に出てくる灰は、その中でもずば抜ぬけたもののことだ。祖父さまたちが見た光景は、およそ奇き跡せきとしかいえなかったそうだ。曰いわく、夏の日差し程度で硝子が溶け、しかも仕上がりは水すい晶しようのようだったと。魔ま法ほうのように美しい硝子が、ほとんど燃料を使わずに作れたというのだ。それはまさしく、なんの変へん哲てつもない石ころを、見事な黄金に変えるがごとき錬れん金きん術じゆつだといわれていた。祖じ父いさまの父親やその祖じ父いさまたちは、その硝子ガラスで大おお儲もうけをして、ヤーゾンの町を作ったという」

「は？」

　クースラは思わず聞き返す。

「あの町を？　あんたたちが？」

「そうだ。今の町の連中は、儂わしらの祖父さまの前の代が築いた町にいながら、儂らを追い出している。盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはこのことだ」

　吐はき捨てるように言って、続けた。

「だが、儂らの仕事は元来が、石を掘ほり起こし、木を使い尽つくしたら次の土地に行って、また同じことをする因果なものだ。儂らの先祖も元いた土地を追われて、この北の地にやって来たという。因果は巡めぐる。儂らがなんとかこの土地で作業をできるのは、いったん追い出されたのち、儂の父親の代が異教徒討とう伐ばつの戦いくさに従事し、この一帯を手に入れた貴族様の特権に与あずかれたからだ。いわば出で戻もどりだな」

　市し壁へきの中には自由がなく、その外にも自由がない。

　親方はぞろりと音を立てて髪かみを撫なで、ため息をついた。

「だが、その特権も風ふう前ぜんの灯ともしびだ。ついこの間からの騒そう乱らんのせいで。それで、お前さんへの頼たのみにつながる」

　ただ、クースラの興味はそんな政治的なところにはない。伝説の灰の話が、迷信と事実の中間に位置していたことに言いようのない興奮を抱いだいていた。結局伝説の灰は再現ができなかったということになるが、それはあまり重要なことではない。町は実際に伝説の灰のお陰で建設されたのだ。「失われた技術」と「存在しない技術」ではまったく意味合いが異なってくる。

　クースラがそんなことを考えていると、現実の中を生きる親方は、忌いま々いましげに言った。

「儂らの首根っこを押さえている貴族様から、使いが寄よ越こされてな」

　親方は心底勘かん弁べんして欲しい、とばかりにため息をついた。

「儂らの祖父さまが残した知識が欲しいと」

「……知識？　伝説の灰にまつわることか？」

　興奮冷めやらぬクースラが貪どん欲よくな目を向けて聞き返すと、親方は苦笑した。

「お前さんの病気もよっぽどだな。だが、伝説の灰とは違ちがう。その副産物だ」

　クースラが自じ嘲ちよう気味に息を飲む様子に、親方はどこか楽しそうにしてから、言った。

「それらの結果をまとめた秘伝書が存在するのだが、今の儂らには必要がないものだし、あまりにも怪あやしげだから、こんなところには置いておけん。踏ふみ込まれたら、一発で異い端たん認にん定ていだ」

　ひどく興味をそそられる。

　クースラが、先を促うながすように顎あごをしゃくると、親方はばりばりと頭を搔かいた。

「だが、知識は捨てられん。祖じ父いさまたちの苦労の塊かたまりとなると余計にそうだ。それで、父の代からずっと、町の薬種商に預けてある。あそこならば多少の怪あやしさは覆おおい隠かくしてくれる。だが、今は町と揉もめに揉め、殺されようとすらしている」

　ぶふう、と牛のようなため息。

「儂わしらは皆みな、顔を知られている。のこのこ行けばたちまち大おお騒さわぎだ」

　見渡わたすと、硝子ガラス職人の規模は二十人から三十人といったところだろう。

「かといって、街かい道どうを行く人においそれと頼たのめることではない。お前さんがどこから来た錬れん金きん術じゆつ師か知らんが……なんとなく、わかることがある」

「なにが」

「心底、馬ば鹿かだ」

　にやりとしたのは、褒ほめ言葉に感じたからだ。

「報ほう酬しゆうは、秘伝書の中身だ。勝手に見てくれていい。暗号で記されているはずだか、おそらく解けるだろう」

　望外の報酬だが、密みつ偵ていが口を挟はさんだ。

「なぜ、突とつ然ぜんそのようなことに？」

　貴重な知識が手に入れば他ほかはなんでもいい、という錬金術師とは違ちがう。

　親方は、苦しげに言った。

「貴族様の剣けん幕まくがとんでもないのだ。その秘伝書を渡さないと、儂らは貴族様から特権を剝はく奪だつされてしまう。どうしても必要なのだ。この土地から追い出されても、儂らは特権で保障されたまた別の土地でなんとか操業ができる。だが、その大おお本もとがなくなってしまえば生きていけん。町の連中がここに大挙して押し寄せる前に、手に入れたい」

　クースラは軽く顎あごを上げ、ゆっくりと尋たずねる。

「その秘伝書とやらは、灰の話以上のものか？」

　嗜し虐ぎやく欲に似たものに突つき動かされて、そう質問する。

　だが、くだらない知識で危険な伝言の運び屋をやらされるのはごめんだ。

「……それは、儂にはわからん。なにに価値を見み出いだすかは人それぞれだ。しかし、よそでは手に入れにくいものであることは確かだ。灰の探求に狂くるった儂らの祖じ父いさまたちが、信じがたい執しゆう念ねんの過程で見つけたものだからな」

　ウェランドは、硝子ガラスの製造をつまらないものと言った。錬金術師的に、さほど興味を引く技術がないという意味だろう。

　彼らの祖先が追いかけた灰の知識で、しかも、薬種商に残されているということは、おそらくは灰にする前の植物の知識だろう。

「それは、なんの秘伝書で？」

　クースラの問いに、熊くまのような親方は、まさしく熊が唸うなるように答えた。

「惚ほれ薬ぐすりだ」

　その男に、この単語は世界一似合わない。

　だが、それゆえに冗じよう談だんではないのだと、理解ができた。

「どうだ？　効果のほどは……貴族様の剣けん幕まくが証明しておる。祖じ父いさまの代に、実際に何度も使ったらしい。貴族様の戦場は、野原と寝ね床どこだからな」

　聞きかじりや空想が混じったものではなく、灰に魅みせられた者たちが編み出した実験ずみの惚れ薬。その調合法が手に入るのなら、危険な手紙を抱かかえて市し壁へきを通ることくらいわけはない。

「断れまい」

　クースラが承しよう諾だくすると、親方はまたも律りち儀ぎに頭を下げ、リヒトを呼び戻もどすや手紙を書かせていた。

　この様子を見ると、どうやらリヒトは、この先親方の跡あとを継ついで職人たちを引っ張っていくことを期待されているようだった。町に赴おもむいて薬種商とやり取りしていたのも、誘ゆう惑わくに負けない性格なのと、外界との折せつ衝しよう方法を覚えるための勉強の一いつ環かんだったのだろう。

　ただ、リヒトの顔にはまだどこか少年らしさが残っている。手紙を書き終え、親方にそれを渡わたし、親方がクースラに託たくすのを後ろで立って見ている時も、今にも口が開きそうだった。

　ヘレナはどうしていますか、と。

　その一方で、必死に己おのれを殺そうともしていた。親方に見込まれているのをきちんと自覚しているし、その期待に応こたえようという気き概がいもある。結局、自制心が勝ったようで、口を開くことはなかった。クースラが手紙を受け取るのを見届けると、自発的に仕事に戻って行った。

　親方はそんな様子を見て、少し気の毒そうに言った。

「一度この土地を離はなれたら、もう数年は戻っては来れん。あるいはこんなことになったら、十年は無理かもしれん。お前さんの言うとおりさ。火から離しておけばやがて燃え尽つき、放ほうっておけば冷めるだろう」

　手紙と共に現実的な言葉を投げかけられたクースラは、言葉を返さなかった。親方の言葉は正しいが、そうして置き去りにしたものが、二度と手に入らない至上のものであるとしたら。

　そう考えて、クースラは、違ちがうな、と思う。己の望むマグダラの地を追いかけられるのは、錬れん金きん術じゆつ師や一部の権力者、それに無ぶ頼らいの者たちだけだ。世の大多数の人間は、妥だ協きようという言葉を知っている。

　クースラは結局なにも言わず、硝子ガラス職人の集落を後にした。

「どこになにが潜ひそんでいるかわかったものではありませんな」

　帰り道、密みつ偵ていのほうから口を開いてきた。

　沈ちん黙もくに耐たえられずに世間話をついしてしまう、という性格ではないだろうが、それでもなお、口を開きたくなったのだろう。

「確かに、望外の収しゆう穫かくだ」

　馬の蹄ひづめの音を三回聞いてから、密みつ偵ていが言った。

「惚ほれ薬ぐすりですか？」

「違ちがう。灰についてだ」

　それは決して山火事の比ひ喩ゆではなく、手で触ふれられる実体のありそうなものだった。

　硝子ガラスの製造はひたすら燃料の多た寡かに左右されるものであり、その燃料をいかに減らすかが、各職人たちに伝わる重要な知ち恵えだという。

　そこに、太陽の日差し程度で溶とかすことができ、しかも仕上がりは水すい晶しようのごとく、という硝子を作ることのできる灰が存在する。これはもう、鉛なまりを金きんに変える方法を見つけたに等しく、伝説の錬れん金きん術じゆつの奥おう義ぎに達している。あの親方の祖父の代が血ち眼まなこになったのも理解できる。

　そして、同時にそのことはもう一つの事実を示し唆さしていた。

　それは、硝子職人たちが自力でその灰を見つけたというわけではないということ。硝子職人たちに灰を託たくした「誰だれか」が存在するのだ。

　そのことを確かく認にんすると、あの親方は言った。

「そのとおりだ。その灰は、あのヤーゾンが町になる前の、ほんの集落だった頃ころ、どこかから流れて来た不思議な連中から渡わたされたらしい。天から舞まい降りたかどうかは、知らんがね」

　もう、驚おどろくことはない。腹の中で、なにかが重く、形を取っただけだ。

「曰いわく、これは金や銀を生み出す時の灰だ、これを使うといいだろう、とな。不思議な連中だったそうだ。祖じ父いさまたちの話を聞く限りでは、砂さ漠ばくからやって来た者たちだろうと」

　フェネシスと同じ異い形ぎようの者であり、この地にはるか東方の砂漠の知識を伝えた者たち。

　そして、あのコレド・アブレアという異い端たん審しん問もん官が追いかけ、竜りゆうに匹ひつ敵てきする知識を残したのではないかと思われる者たち。

「件くだんの異端審問官殿どのがなにかを残しているとしたら、灰のほうだとお考えですか」

　密偵に問われ、クースラはしばし無言を通した後、うなずいた。

「そっちは違うのか」

　クースラが問い返すと、密偵は口を開かない。

　職務に忠実だな、と思っていると、意外なことに口を開いた。

「灰の話は、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいにすぎまして」

　そういうことか、と納なつ得とくする。

「惚れ薬については、そう思わないのか？」

　男ならば大たい抵ていの人間が欲しがるだろうし、それは女の身でもそうかもしれない。

　実際、惚れ薬の効果があると言って売られるものは山ほどある。そのうち効果が実際にあるものといえば、どうなのだろうか。

「実在しますからね」

　密みつ偵ていは、言い切った。

「何度か使われるのを見たことがあります」

「……どうせ、宮きゆう廷ていの計略ずくの情事だろう？　あいつらは憎にくい相手とでも平気で寝ねる」

　その一言に、密偵ははっきりとクースラを見る。相手を説得するためではなく、己おのれが見たことを、ただ純じゆん粋すいに、見た、と伝えたい時の人間の顔だった。

「燃え上がるような一夜、というやつです。憎にくしみすら抱いだくような相手にさえ、抗あらがいきれずに屈くつした様子を見ました。手て練れん手て管くだとは思えない。心底嫌いやがっているのに、他ほかのなにかが明らかに相手を操あやつっていた。不思議な光景でした。魔ま法ほうとしか思えない」

　噓うそをついているとも思えないし、そもそも噓をつく理由もない。

　この密偵はきっと、身をひそめた壁かべの隙すき間まの向こうに、本当に魔女の影かげを見たのだろう。

「そして、もしもそんな魔法を自在に操れるのなら、大地を黄金に変えるのと同じようなことが可能でしょう。危険度でいえば……惚ほれ薬ぐすりのほうが恐おそろしいかもしれません」

　恋心とは、ある種の錯さく乱らんだ。

　そして、政治の決断は、一時の錯乱によるものでも十分な結末を引き起こす。

「それに、どうして硝子ガラス職人が惚れ薬の秘伝書をせっつかれているのか、その理由です」

「ふん？」

「政略的な婚こん姻いんには、突つき詰つめて二つしか理由がありません」

　密偵が、職業的な目で前方を見据すえている。

「同盟か、和解か」

「あいつらの首根っこを押さえている貴族が……必死にそのどちらかを行いたがっている、と」

「この騒そう乱らんの真っ最中に」

　クースラは、少しだけ目を細める。

「騒乱の真っ最中だからこそ、じゃないのか？」

　惚れ薬を必要としているのは、ラトリアのすぐ南にあるエリオール皇国の大貴族。エリオール皇国は割と大きな国だが、騎き士し団とはつかず離はなれず、今回の戦いくさにも、傍ぼう観かんを決め込んでいたらしい。

　とすれば、騒乱のせいで歪ゆがんでしまった権力地図の均きん衡こうを図るために必要としている、ということが十分に考えられる。傍観者だからといって、無関係になることはできない。

　それゆえにかけられる疑いや、向けられる怒いかりもあるだろう。

「考えすぎだといいのですが……」

　密偵はそう言って、黙もつ考こうに沈しずんでしまう。

　クースラはそんな様子を横目に、小さく肩かたをすくめる。密偵とは興味の方向性が違ちがう。親方の語る町との関係やらに口を挟はさんで関心を向けたのも密偵だった。

　クースラの関心は、そんなことよりアブレアの残したことについてだ。それが惚れ薬だとは思えない。確かに密みつ偵ていからすれば、惚ほれ薬ぐすりのほうが現実味があり、容易に想像できる使い道と脅きよう威いがあるのかもしれないが、それはある意味で既き知ちのものだ。

　だが、灰の話にはまさしく荒こう唐とう無む稽けいさがまとわりついている。それが現実だとしたら世界の常識をひっくり返すことができる、という楽しさがある。なにより、アブレアが確信しているのは単に珍めずらしい知識ではなく、古代の民たみが残したものであるはずだった。

　そのアブレアが署名したのもまた、惚れ薬ではなく、伝説のほうだ。

　天使が空から現れ、太陽を大地に召しよう喚かんし、灰を振ふり撒まいて金きんや銀を生み出したというその話のどれか一つが現実のものであるだけで、世界の構造はがらりと変わる。

　もちろん、懸け念ねんはある。

　その中で最も現実的な灰の話ですら、専門の職人が一世代、あるいは二世代をかけてすでに探たん索さくし尽つくした後なのだ。それがどれほど執しつ拗ようなものであったのかは、副産物として惚れ薬の秘伝書が作れてしまうほどというのだから、相当なものだったのだろうと推すい測そくできる。

　結果、見つからなかった。

　だとすれば、アブレアのあの署名は、単なる仕事の一いつ環かんとしてであり、伝言とは別のことなのだろうか。

　クースラはそんなことをぐるぐると考えていたのだが、基本の方針は変わらない。

　親方から託たくされた手紙を薬種商に渡わたし、秘伝の書を受け取って、中身を確かめた後、硝子ガラス職人たちに渡す。町の人間たちに気づかれなければ、ひとまず失うものはなにもなく、貴重な惚れ薬の調合法が手に入る。硝子職人たちがその後どうなろうと、クースラの知ったことではない。

　そう思った直後、あの己おのれを殺すことに慣れ始めたリヒトと、縛しばり首くびをも恐おそれず手紙を託したヘレナのことが一いつ瞬しゆんだけ脳裏をよぎったが、他ひ人と事ごとだ、と切り捨てた。

　だから、それからは密偵もクースラも、無言で歩き続けていた。

「秘伝書はこれからすぐに受け取りに？」

　日が沈しずむ前になんとか森を出ることができたものの、町に入る頃ころにはすっかり夜も更ふけていた。市し壁へきの検問で怪あやしまれるかとも思ったが、騒そう乱らんが続く中、傭よう兵へいや騎き士し団の人間、あるいは貪どん欲よくな商人たちがひっきりなしに出入りしていたので、目立つこともなかった。

「店主の名はなんだったか。見習い徒弟にできる話でもないからな、間ま違ちがえたくない」

「硝子職人はローズといっていました。名家にあたろうと見た税務台帳にも出ていましたが、徒弟はいないようです」

「ローズだったか。ずいぶん雅みやびな響ひびきだな」

「本をたどれば、土地に根付いていた異教徒の血筋なのかもしれません」

　異教徒特有の暗い色合いのローブと瘤こぶのついた杖つえを手放しても、人には必ずどこかしらで過去の痕こん跡せきが残るらしい。

「付つき添そいは必要で？」

　意外に冗じよう談だんがわかるようだ。

「いらんさ」

　密みつ偵ていは小さく笑い、四よつ辻つじで静かに別れた。

　北と南をつなぎ、旅人たちが多く出入りする町に相応ふさわしく、酒場や宿は灯あかりをつけて営業していた。とはいえ、燃料高こう騰とうの折りからか獣じゆう脂しの弱々しい灯りがほとんどで、薪まきでかがり火を焚たいているのは豪ごう奢しやな構えの宿や建物だけだった。

　月明かりのない夜だったので、獣脂のぼんやりとした灯りでは闇やみを照らしきれず、どこか夢の中のような風景だった。道行く人々は灯りを消さないようにと静かに歩き、傭よう兵へいたちでさえ、くすくすと忍しのび笑っているように見えた。惚ほれ薬ぐすりなどという魔ま女じよの知識を受け取りに行くには、相応ふさわしい雰ふん囲い気きといえよう。

　薬種商の扉とびらはもちろん閉ざされていたが、三階の住居部分からはかすかに灯りが漏もれている。人目につくと面めん倒どうなので、店てん舗ぽ脇わきの路地から裏通りに回った。しんと静まり返り、猫ねこが一匹ぴき、横切って行く。クースラは薬種商の裏口の扉を、ためらわずに叩たたく。物もの乞ごいと思われるかもしれなかったので、図ずう々ずうしく忙せわしなく叩いた。町が硝子ガラス職人を巡めぐって揺ゆれているので、気忙しく叩けば、その手の使いと思って顔を出すはずだ。

「……」

　案の定、三階部分の窓が少し開いた。

　向こうはばれないように、と思ったのだろうが、昼夜を分かたず作業する錬れん金きん術じゆつ師の目には、その不ふ機き嫌げんそうな顔の眉まゆの皺しわまではっきり見えた。

　口くち髭ひげを蓄たくわえた真ん丸な顔で、ヘレナではあり得ない。

「手紙を頼たのまれて来た」

　クースラが窓を見返して、ぎりぎりの声で言うと、主人のローズはやや戸と惑まどっているようだった。

「あんたの利害に関係する者たちから」

　そして、硝子職人の作業場から拾ってきた硝子の破片を、意味ありげに振ふって見せた。

　たちまちローズの顔色が変わり、うなずき、窓を閉じた。

　ほどなく、裏口の扉の、覗のぞき穴あなが開けられた。

「夜や分ぶんに悪いな。昼間はずっと会議だと聞いてね。それに、悠ゆう長ちようにもしてられなさそうだ」

「あ、あなたは？　町では……見ない顔だ。本当に文ふみを預かっているのかね」

「旅人だよ。人に説明して誇ほこらしい旅じゃないが……森の中の職人から託たくされてね。俺は別にこの町の燃料事情がどうなろうが知ったこっちゃないが、こちらにもこちらの事情がある」

　覗き穴から向けられる視線は、必死に威い厳げんを保ってクースラを吟ぎん味みしようとしていたが、元来人がいいらしい。もっとも、あの子犬みたいなヘレナの父親だというのだから、さもありなんだ。

「そうか……では、その文を──」

「子供の使いじゃないんだ。伝えるべきことがいくつかある」

　クースラとしても、こんなところを人に見られて、町の面めん倒どうな政治劇に巻き込まれるのはごめんだった。

「……わかった」

　ローズは覗のぞき穴あなを閉じ、鍵かぎを開ける。

　扉とびらが開くと、名前には似つかわしくない、ずんぐりとした中年の男が立っていたのだった。







　ローズは扉の脇わきに置いてあった燭しよく台だいを持って、店の奥に行く。

「蜜みつ蠟ろうとは景気がいい」

　ローズの手に持たれている燭台の灯あかりを見て、クースラは言う。

「獣じゆう脂しは煙けむりと匂においがひどくて、うちのような店には不向きだ。高価だが仕方ないよ」

「なるほど」

　夜に来ると、静まり返っているのは当然として、店に漂ただよう香かおりも少ないような気がした。

　薬草に宿る精せい霊れいたちが眠ねむりについているのかもしれない。

「で、これが文ふみだ。硝子ガラス職人の親方からのな」

　クースラから手紙を受け取り、ローズは口くち髭ひげをもごもごさせた。

「厄やつ介かいな時期に、厄介な連中からの手紙だな」

　意地悪く言うと、口をすぼめていた。気弱そうだが、根は真ま面じ目めで、町の中で店を営むのにぴったりな人物のようだ。きっと、周りからの信しん頼らいも厚いことだろう。

「この町の燃料事情を巡めぐって、硝子職人との揉もめ事ごとがひどくなっているのは知っている。できれば接せつ触しよくしたくないと考えるのは理解できるが、それ以上の問題らしい。連中は市し壁へきの中に入れないから、俺が代わりに来た」

　クースラが言うと、ローズは目をしばたかせてから、クースラを怪け訝げんそうに見た。うまく焦しよう点てんが合わないかのような目は、クースラが何者なのか、と見定められないからだろう。

「俺は騎き士し団に伝つ手てがあってね。宿もその関係だ。しかし、与くみしているわけじゃない。ニールベルクからやって来たが、持ちつ持たれつの商あきないさ」

　そして、その一言でなんとなく察したらしい。戦乱の時期には、色々な人間が権力を頼たよってやって来る。

　ローズは、罪を告白するかのように言った。

「……騒そう乱らんが始まって以来、情勢が悪くなるばかりだ。彼らと連れん絡らくを取ろうものなら町の外の連中の味方だと噂うわさされかねず……困っていた」

「らしいな。市し壁へきは面めん倒どうだ」

「文ふみと、彼らの言葉を届けてくれたことに感謝する。言葉さえ交かわせれば、多くの問題を解決できる」

　人のよさそうな御ご仁じんに相応ふさわしい言葉だ。

　ただ、クースラは茶々を入れず、手紙を開くように促うながした。

「その信念は嫌きらいじゃないが、世の流れってものはいつだって人を翻ほん弄ろうする。職人たちは特権喪そう失しつの危機に瀕ひんしてる。それで、あんたに助けを求めたいんだと」

「え？　だ、が……私にできることなど……。代々の付き合いの彼らを守ることすらできないのだよ。会議を引き延ばすのが精いっぱいだ……」

　町の会議では、この町の中での良き市民の立場を保ちつつ、ぎりぎりまで硝子職人たちを守るように動いているらしい。それがいかにうまくいっていないかは、無力感と自責の念が表れている顔が物語っている。

「もちろん、町の人間を説得しろということじゃない。先代の奴やつらが後世に託たくした「備え」を引き取りたいんだと」

「備え？　それは……あっ」

　と、手紙を開き、ローズは思わず口を押さえていた。

「この店に秘伝書が残されていると聞いた。俺はそれを受け取って来いと頼たのまれている」

　ローズのことを、油断なく見つめている。たとえ暗くら闇やみであろうとも、なにかを隠かくそうとすればたちまちのうちに暴あばいてやる。

　そう意気込んでいたのだが、ローズは何度も文面を読み返すと、ゆっくりと飲み込むように、目を閉じた。

「わかった」

　あっさりとしたものだった。

「拒こばまないんだな」

　クースラが言うと、ローズは目を開け、困ったように笑った。

「知識は必要な人の下もとにいくべきだと思っている。彼らが必要とするのなら、そこに向かうのが当然だ。そもそも、あの秘伝書は、彼らの先祖が見つけ出したものなのだから」

「出せ、出さないの押し問答にならなくてほっとしているよ」

「はは……。私も彼らには大変世話になっている。できる限りのことをしたい。それで……もちろん、早いほうがいいのだろうね」

「町の連中の気の長さによるな」

　ローズは困ったように笑い、うなずいた。

「しかし、俺が秘伝書を届けるくらいの間は持ちそうか。あの森で追い回される羽目になるのは困る」

　クースラが言うと、ローズは力なくため息をついた。

「それは……断言はできないが、数日ならば大だい丈じよう夫ぶだろう。町の皆みながいきり立っているのは事実だし……直接攻せめ込む案もかなり現実味を帯びている。だが、町の総意というわけではない」

「ふん？」

「いきり立っているのは、燃料を必要としている鍛か冶じ屋組合とか、利害の対立がある商人たちだ。それに、騎き士し団のこともある。硝子ガラス職人たちは貴族の特権に守られ、その貴族はエリオール皇国の中でも実力者のはずだ。我々がその貴族の特権に挑ちよう戦せんするようなことになれば、騎士団がどう動くかわからない」

　この騒そう乱らんに対して、エリオール皇国が中立ならなおさらだ。下手に刺し激げきして敵を増やすことは騎士団としては絶対に避さけたいだろう。

「ただ、この町の燃料が高こう騰とうし続けることは、結局市し壁へきの中にいるすべての者にとって災わざわいになる。特に、暖かくなる春までにはまだ時間がある。大義名分が揃そろってしまえば、雪崩なだれを打って戦いくさになるかもしれない」

　今は一部の職人組合と、政治的な力を欲している司祭に煽あおられているだけなのだろうが、それでも情勢は不ふ穏おんなようなのだ。町の存続に関かかわるという大義名分ができれば、騎士団とて、放置するわけにもいかないだろう。

「それに、町の者たちが硝子職人を責めるのは、生いけ贄にえの羊を探す行こう為いにも近い。騒乱のせいで例年の何倍もの人が町にやって来て、あらゆるものを買って行くために、なにもかもの値段が高こう騰とうしている。確かに硝子職人は薪まきを消費するが、決して、硝子職人だけが悪いのではないよ。昔からなにかと目についていたから、責められる。そういう時、人は驚おどろくほど器用に理由を見つけ出す」

　教会で魔ま女じよの手先呼ばわりされているくらいだ。小こ競ぜり合あいは昔からあったのだろう。

　だが、そこに正当な理由はほとんどなく、単なる憂うさ晴ばらしに近い迫はく害がいの相手として適当だから、そういう役割が振ふられていることも、少なからずありそうだ。

　フェネシスのことで散々聞き飽あきた話だった。

「硝子職人たちにとっては単なる理り不ふ尽じんだし、大変な苦労が伴ともなうことはわかっているが……世の仕組みゆえだ。市壁の外と中は別世界で、わかり合えん。残念だがね」

　クースラが肩かたをすくめると、主人は首を横に振った。

「とりあえず、少し待っててくれないか。件くだんの秘伝書は倉庫の奥にしまってあるので」

「ああ」

　クースラは答え、店内で待っていようかとも思ったが、ローズが燭しよく台だいを持って行ってしまうので、ついて行くことにした。

　この手の商売の例に漏もれず、あちこちが物だらけだった。

　主人であるローズの腹が支つかえない程度の隙すき間まを残し、廊ろう下かの両脇わきにはうずたかく木箱やらが積み上げてある。中身はすべて薬草や、香こう草そうの類たぐいなのだろう。

　どこになにがあるか知らないクースラは、注意しながらゆっくり進んで行く。

　そして、ふと、二階につながる階段に、ヘレナらしき少女の足を見つけた。硝子ガラス職人への手紙を託たくした身としては気になるのだろう。

「お前さんは、秘伝書の中身を？」

　そんな言葉が向けられたのは、階段を通り過ぎ、裏通りに面した倉庫内の物をローズが引っ搔かき回し始めてからだ。

　若じやつ干かん、答えを考えなければならない質問だったが、途と中ちゆうで面めん倒どうになった。

「知っている」

　ローズは手を止めない。その背中は、特に気にしたふうでもなかった。

「親方が手紙を託すような人だ。悪用するという心配はしないが……」

　そこで、一度振ふり向いた。

「金で動きそうには見えない。秘伝書の中身を報ほう酬しゆうに、というところかな」

　肩かたをすくめたのは、もちろん肯こう定ていの意味だ。

「騎き士し団に伝つ手てがある、ということからしても、錬れん金きん術じゆつ師殿どのか」

　まったく、変装の意味がかけらもない。見る者が見ればすぐにわかるのか、さもなくば、どうしようもなく「孤こ高こう」の錬金術師の鎧よろいが身についているのだろう。

「こんな商売だからね。時折見かける。雰ふん囲い気きでわかるよ。それに、ニールベルクでは大錬金術師が凄すさまじい兵器を作り出したと聞く。そして、うまくいったことはとことん推おし進めるのが騎士団のやり方だ。きっと、お前さんのような者たちが山ほど雇やとわれ、あっちこっちに派は遣けんされているのだろう」

　ローズはそんなことを言って、笑った。

「お前さんは件くだんの大錬金術師を見かけたかね？　やはり、白しら髭ひげの厳いかめしい老人なのだろうか」

　今目の前にいる奴やつがそうだよ、とは言わなかった。竜りゆうの話は広く知れ渡わたっているようだが、かえってそのお陰かげで煙えん幕まくになってくれているようだ。まさか本人が町をうろついている、とは思わないのだろう。

「どこか遠い国の話さ」

　世間からの賞賛などには、興味がない。

　クースラの素っ気なさに、ローズは笑っていた。

「そんなわけで、俺はいっぱしの錬金術師になりたくて、あれこれ調べている。伝説の灰について、なにか知らないか？」

　硝子職人との仲ちゆう介かいをしている今なら、ローズも普ふ段だんは口にしないようなことを喋しやべってくれるかもしれない。クースラがその下した心ごころを滑すべり込ませると、返ってきたのは心底呆あきれた言葉だった。

「伝説は伝説だよ」

「何代か前の硝子ガラス職人も血ち眼まなこになって追いかけたってな」

「それは、うちの祖先にもいえることだ」

　ローズは親方と同じように、伝説を追いかけた祖先のことを呆あきれた連中だと思っているらしい。

「八方手を尽つくしたと聞いている。およそ手に入る限りの植物すべてを灰にしたのではないかというくらいだ。そのせいで家業が傾かたむいて、危あやうく廃はい業ぎようの危機に陥おちいったそうだからね。そして、それでも見つからなかった。つまりは、そんなものはないのだよ」

　常識的な反応だ。

「この町の創そう生せい譚たんについては？」

「砂さ漠ばくの地方の民たみがやって来て、灰を渡わたしたという話だろう？　この地方には、「一年中氷に閉ざされた大地からやって来た者から伝え聞いた話だが」という切り出し方がある。同じものだろうと思うね。町の建設資金を云うん々ぬんというのは、当時は硝子そのものが珍めずらしかったから、奇き跡せきのように言ったんだろう。だが、硝子職人が森を丸まる裸はだかにする者たちだとわかったがゆえに町から追い出した。その罪悪感を覆おおい隠かくすために伝説を拵こしらえた。そんなところだろうと思うよ」

　どこまでも現実に即そくした物言いであり、しかも無理なく状じよう況きようを説明してしまう。

　伝説は、作り話なのだろうか。

「そんな与よ太た話に首を突つっ込むのは、さすが錬れん金きん術じゆつ師というところだが……出世を求める若い者たちには必要なことだ。だから、まあ、その一いち翼よくを担になえることを少しだけ誇ほこらしく感じるよ」

「どういうことだ？」

「秘伝書があれば、お前さんもたちまちいっぱしの錬金術師を名乗れるだろう、ということさ」

　ローズはそんなことを言って、木箱をどけ、壺つぼを下ろし、倉庫の奥深くに分け入って行く。

　クースラはその背中を見て、怒いかりを抱いだくことはなかった。

　住む世界が違ちがえば、なにに注目し、どんなことに興味を示すかはまったく異なってくる。

　突とつ拍ぴよう子しもないことを追いかけるのを嘲あざ笑わらう、町の人間たちの視線や態度には慣れている。その中で、ローズの気き遣づかいは破格だろう。

「ちなみに、それの効果のほどを試ためしたことは？」

　その問いに、わざとなのか、数すう拍はく間を空けてから、返事がきた。

「ない。調合法は硝子職人だけが知っているし……なにより、人じん心しんを操あやつるなど、どのような形であっても、最悪のことだ」

「この店には、人の怒いかりを鎮しずめたり、憂ゆう鬱うつを直したりする薬草があるように見受けられるが」

　わざとした意地悪な質問だが、薬種商の主人は気負いもなく言った。

「それらはすべて健康に関かかわることだ。健すこやかであろうとすることを、神が咎とがめるとは思えない」

「身もだえするような願いが叶かなうことも、健やかなる毎日につながるのでは？」

　主人は、体を起こして、クースラを振ふり向いた。

「願いを叶かなえたら、健すこやかなる心の平へい穏おんが手に入るとでも？」

　クースラはその顔を正面から見据すえ、小さく笑い、首を横に振った。

「いいや。問題は続く。下手をすれば、増えるらしい」

　フェネシスのことを思い返す。距きよ離りが詰つまれば詰まるほど、自分の心は落ち着かなくなっていき、安らぎとはほど遠い。

　主人は、なにかの罪を分かち合うかのように、うなずいた。

「婚こん礼れいでいつも神の祝福を受ける理由がわかるというものだろう」

「神の助けがなければ、およそやっていくことなどできない、か」

「多くの儀ぎ式しきが、無む駄だに存在するわけではないということの証あかしだろうね」

　クースラは肩かたをすくめる。

「ただ」

　と、主人は言った。

「これは毒にもいえることだが、使い方によっては、薬にもなる。あるいは、また別の罪の上うわ塗ぬりかもしれんがね」

　なんの話だ？　と思っていると、主人は一冊さつの本を手にしていた。

「これが、件くだんの秘伝書だ」

　羊皮紙を束ねたらしい、小ぶりの本。

「預かろう」

　クースラはそう言って、無造作に手を差し出した。

　主人は、動かない。

「頼たのみがある」

「……ま、おとなしく渡わたしてくれると思っちゃいなかったよ」

　クースラが嫌いや味みっぽく言うと、主人は笑えみの形に顔をひきつらせ、懺ざん悔げするかのように言った。

「他ほかに頼める者がいないのだ」

　ヘレナ、親方ときて、今度は薬種商の主人であるローズだ。

　だが、なんとなくわかる。町や、町と関かかわって暮らす者たちは、なにかに耐たえることによって毎日を回していく。騒そう乱らんが起き、これだけあちこちに軋あつ轢れきが出ている今、彼らはなにかのきっかけを待っていたのだろう。この嫌な状じよう況きようを変えるためか、それとも、さらに耐え続けようと息いき継つぎをするために。

　主人は、クースラに本を差し出す代わりに、詰め寄って来た。普ふ段だんなら、不意打ちを警けい戒かいして絶対に近寄らせない距離だった。それを許すのは、あの真っ白い小こ娘むすめだけというほどに近い。

　ただ、下がる理由が見つからないほどに、主人は苦しんでいた。

「錬れん金きん術じゆつ師殿どの」

　その呼びかけ方は、教会で神に向けるのに等しかった。

　あるいは、罪の告白だったのかもしれない。

　ほとんど口の形だけで、声に出さずに言った。

「うちの娘むすめを、騙だましてもらえまいか」

　そして、本をクースラの手に載のせる。

「この薬で」

　ヘレナが聞き耳を立てていることに気がついているらしい。

「どういうことだ？」

「私の娘は、硝子ガラス職人に惚ほれているのだ」

　クースラが視線を天てん井じように向けたのは、呆あきれたからではない。自分の恋心を器用に隠かくせるような芸当はできんよな、と天井の向こうで床ゆかに耳をつけているだろう少女のことを思った。

「だが、報むくわれる恋ではないし、親として、認めるわけにもいかん話なのだ」

「それで、毒か？」

　主人はぐっと呻うめき、言いなおす。

「薬だ」

　物は言いようだろうが、その気持ちはわかる。

「しかし、どうやって？　これは人を惚ほれさせる薬だろうが」

　主人は、罪を犯おかす覚かく悟ごを決めた顔で、クースラを見た。

「薬は使い方で毒にもなる。娘にこの薬を使ってくれ。そうすれば、お前の恋は硝子職人がこの薬を用いて作り出したものだと、納なつ得とくさせられるだろう」

　相手を惚れさせる薬は、惚れなおさせ薬としても機能するし、第三の使い道も存在するようだ。

　これぞ、技術とその応用というものなのだろう。

　誰だれかを惚れさせるはずの薬は、誰かへの恋心を打ち消す道具にもなりうるのだ。

　その気持ちは、薬によって作られたのだと吹ふき込むことで。

「お前さんには、よい実験の機会になるだろう」

「……」

　ぱらぱらと秘伝書をめくると、暗号で記されているのがすぐにわかる。ただ、この手のものに種類はいくつもなく、解くのはさほど難しいことでもなさそうだ。

　そこに、押し殺すような、低く、小さい声が向けられる。

「娘の恋は、絶対に実らない。放ほうっておけばいい、と思うだろうが、私が心配する理由を、お前さんはもしかしたら知っているのではないかと思う」

　その瞬しゆん間かん、クースラは理解した。ヘレナの父親であるローズは、クースラに託たくされた手紙の存在をとっくに知っていたのだ。それがなくなり、誰だれかに託されたことにも気づいていた。まさかそんなことをするとは、と思っていたのだろう。慌あわてたはずだ。

　だとしたら、次になにをしでかすか、気が気でないのもわかる。

　特に、恋の不毛さは理ことわりで説いたところでわかろうはずもない。クースラ自身、そのことが理解できてしまう。

「しかし、死ぬかもしれん薬だぞ」

「それは、恋も同じだ」

　一見すると豚ぶたのようなローズには似つかわしくない、気き障ざな台詞せりふ。

　ただ、世の中にはそれゆえにこそ、真実味を持つ言葉というものがある。

「私も妻に先立たれた時、そうだった。今生きていられるのは、娘むすめのヘレナがいるからだ」

　クースラは、小さくため息をついた。

　この世の中は、なんの希望もなしに生きていくにはあまりにも辛つらすぎる。

　大事な誰かのためになら、というのはその時にとても強力な盾たてとなる。

「それに、この秘伝書を祖先が残したのには、意味がある」

「意味？」

　聞き返すクースラに、ローズはうなずく。

「まさしくこういう時のために。諦あきらめきれないなにかに取り憑つかれた時、そのような気持ちは薬一つで変えられるのだと目を覚まさせるために」

「……」

　クースラは目を見開いてローズを見て、やがて苦しげに歯を食いしばった。

　夢を追いかけた連中が、あまりに真しん剣けんに追いかけすぎたその副産物がこの秘伝書なのだとしたら、あまりにも皮肉な副産物だった。

　ローズの話では、祖先は伝説の灰に魅みせられ身しん代だいを潰つぶしかけたという。そのために後世の人間は、この秘伝書を、努力の結けつ晶しようとは見なさずに、過あやまちを戒いましめる薬だと見なしていた。

　オリハルコンなどというものを追いかける錬れん金きん術じゆつ師にとっても、あまりにも苦い薬だ。

　しかし、ローズはふっと怯おびえたような顔にもなった。

「それとも……正気でないのは、私のほうなのだろうか」

　善良な神の子羊は、正しく生きるためにあるはずの良心と神の教えを忘れないからこそ、苦しむ羽目になる。自分がヘレナにしようとしていることのひどさを理解しているのだ。

　そういう意味では、ローズもまた錬金術師と似ている。

　違ちがうのは、ローズが善良な市民であろうとするところであり、自分が《利子クースラ》という二つ名を用いているところだった。

「二つ、言っておく」

　クースラは、ローズを見据すえて、続けた。

「お前が思っている以上に、小こ娘むすめどもは賢かしこい」

　半分は自じ嘲ちようだが、残りは経験からくる本音だ。

「もう一つは、この薬の実験には大いに興味があるが……俺は魔ま女じよの一味じゃない。この薬の処方の仕方が普ふ通つうじゃないことくらい知っている。俺にそれをやらせるのか？　第一、あいつは自分の娘だろう？」

　胃の薬なら飲むし、傷薬なら傷口に塗ぬる。薬には使い方があり、惚ほれ薬ぐすりはその中でも飛びきり「気の利きいた」使い方だ。

　ローズは体の真ん中からねじ切れてしまうのでは、というくらいに苦しげな顔をしていた。

　娘の心配をするあまりに、前が見えなくなっている。

「……錬れん金きん術じゆつ師に、そのようなことを言われたくはない」

「だと思ったさ」

　クースラはローズの胸を突つく。ローズはよろめき、後ろに下がった。

「これは確かに預かった。俺は、硝子ガラス職人のために届けるという約束だけは守ろう」

　その言葉は、聞き耳を立てているだろうヘレナに聞こえるように、普通の声で言った。

　ローズは立ち尽つくしたままなにも言わない。

　クースラは、さっさと踵きびすを返して、薬種商を後にした。

　夜空は相変わらず雲のせいで真っ暗だ。見回りの衛兵に絡からまれるのも馬ば鹿からしいので、煤すすのようにまとわりつく闇やみの中を足早に進む。

　外の空気は身を切るように冷たいが、クースラは頭の中を駆かけ巡めぐる苛いら立だちや唸うなり声ごえのせいで、むしろ気持ちいいくらいだった。

　ローズの申し出は、あまりにも苦い薬だった。恋ほど理り屈くつの通じない気持ちを操あやつれるのなら、これだけは絶対に譲ゆずれないという信念でさえも、薬草一つで霧む散さんしてしまうような儚はかないものなのだ。

　想像してみて、ぞっとする。

　マグダラの地へと向かうのだという情熱を、ある日突とつ然ぜん、薬一つで変えられたとしたら？

　己おのれの意志とは関係なく。まるで無理やり職人の服に着き替がえさせられるように。

　そんな想像は、刃やいばを突き付けられる死の恐きよう怖ふとはまったく違ちがう恐おそろしさだった。

　同時に、だからこそ、恐ろしく有用な薬である、ともわかっていた。

　ローズがなにかを見越こしていたかのように言った言葉が原因だ。

　宿に戻もどって部屋の灯あかりが落ちているのを見て、少しほっとした。旅の後だからか、三人共に、眠ねむりこけていた。

　クースラは扉とびらを後ろ手に閉じ、闇の中を鯰なまずのように泳ぐ。

　そして、その中でも輪りん郭かくがわかる、フェネシスを見た。

　いつ命を落としてもおかしくなかったし、これから先も、そういうことがあるだろう。

　揃そろって最さい期ごを迎むかえるというのは悪くない考えだが、相手に生きて欲しいと望むこともあろう。俺を置いて行けと伝えなければならない場面は、ちょっとした不運で簡単に訪おとずれるだろう。

　そういう時、きっと、心の中身をねじ曲げる惚ほれ薬ぐすりは重宝する。この薬の理解を深めておくのは、いつか訪れるであろう事態への重要な備えとなる。すると、ローズからの申し出はたちまち別の意味を帯びてくるのだ。

　それは、報むくわれぬ恋を抱かかえた少女の苦しみを取り除くためでも、娘むすめの行動にはらはらしている父親の不安を取り除くためでもない。

　貴重な投薬の実験になるはずだった。

　惚れ薬は劇薬だ。本来なら毒として機能する植物を複数用いるのが相場だから、たとえ薬としては完かん璧ぺきな調合だとしても、最初に投薬する時はほとんど運任せになるだろう。犬やら豚ぶたやらで試ためせばいいのだろうが、鉄が銅ではないように、人だと効き目は変わってくる。

　そして、毒や劇薬の効き方は、概おおむね体格に依い存ぞんする。クースラは、毒物でそのことをしっかり学んでいる。

　つまり、ヘレナで試せれば、ヘレナと似た体格のフェネシスに用いる時には、かなり自信を持って臨のぞめるというわけだ。効能の点もそうだし、なにより、死んでしまったりしないように。

　久しく聞いていなかった、《利子クースラ》の声が頭の中でこだまする。

　世のすべては己おのれの目的のために存在する手段にすぎない。たまたま知り合った少女の恋心も、その命も、道具にすぎないのだ、と。しかも、ぜひ娘に使ってくれと頼たのまれているのだから、ある意味人助けともいえるだろう。

　目的のためならば、人であることを辞やめるくらいわけはない。それが人ならざる、錬れん金きん術じゆつ師というものだ。

　だが、とクースラは思ってしまう。

　この薬の効能を認めることは、己を殺すことにもなる。己の信念など、薬一つで崩くずれ去るものなのだと。

　それはあまりにも苦しく、また、子供じみた悔くやしさも呼び起こす。

　そして、なにより、寂さびしさがあった。

　フェネシスの頰ほおを、そっと撫なでる。無防備な子こ猫ねこは、少しだけむずがって、また小さな寝ね息いきを立てている。

　この気持ちが、薬によって左右されるのだ。

　そのことを信じた時、引き返せないどこかに迷い込むような気がしてならなかった。

　しかし、真実から目を逸らしたからといって、そのことが消えてなくなるわけではない。惚れ薬を頭から追い出したところで、その薬そのものがなくなるわけではない。

　伝説の灰はただの伝説にすぎない可能性が高い。

　だが、惚れ薬は確かに存在する。

　やるべきか、やらざるべきか。

　クースラはフェネシスの前から立ち去り、己おのれにあてがわれたベッドに体を横たえ、胸中で毒づいたのだった。
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「まさか、本当にあるなんて……」

　カザンに残されていた本は、色合いもあって実に禍まが々まがしかったが、朝日の下で見る秘伝書とやらは古ぼけただけの羊皮紙の束だった。

　イリーネはクースラからその中身を知らされると、道に落ちている肉を前に逡しゆん巡じゆんしている野の良ら犬いぬのような顔をしていた。

「これさえあれば、恋心など思うがままだそうだ」

　クースラがわざとらしく言うと、イリーネは固唾かたずを飲んでいる。

　その横で、フェネシスは明らかに神しん妙みような顔つきをしていた。

「人の心を操あやつるなど、神の摂せつ理りに反します」

　いかにも言い出しそうなことだった。

「酒も気分に作用するが、それはいいのか？」

　薬種商ローズに向けたのと同じ意地悪を言うと、フェネシスはぐっと顎あごを引いて、言った。

「……盗ぬすみを働くために酔よわせるのであれば、それはいけないことだと思います」

　それを用いる人の心の問題だ、ということらしい。惚ほれ薬ぐすりは文字どおり、相手の心を盗むことになる。しかし、義ぎ賊ぞく、ということもある。

　ローズからの申し出が頭を離はなれず、真ま面じ目めにうなずいていた。気がつくと、フェネシスがそんな自分を見て、拍ひよう子し抜ぬけしたようにきょとんとしていた。

「けど、その手の妙みよう薬やくの話ってたくさんあるよねえ。実際どうなんだよお」

　口を挟はさんだのは、色いろ恋こい狂ぐるいのウェランドだ。

「さてね。中身は陳ちん腐ぷながら暗号で記されている。硝子ガラス職人たちが解読の鍵かぎを持っているらしいが、俺たちでも解けるだろ。作って試ためしてみるか？」

　あえて口に出してみると、フェネシスは嫌いやそうな顔をするが、イリーネは少し複雑そうだ。

「罪深い薬だよねえ」

　一方のウェランドは、どんな使い方を考えているのか、実に楽しそうだ。

　こいつくらい馬ば鹿かになれればな、とクースラは思った。

「ただ、俺は若じやつ干かん興ざめだがね」

　クースラは昨晩のことを考えたくなくて、自分に言い聞かせるように言った。

「ふうん？　ああ、クースラは意外に真しん摯しな恋をするからねえ」

　あからさますぎるのでからかいにもならない。

　それに、興ざめは本当のことだ。

「俺は古代の民たみが残した知識があると思ったからこそ、追いかけてきたんだ。そして、この惚ほれ薬ぐすりは、古代の民が残した知識ではない」

「硝子職人たちがなにかを隠かくしている、という感じはなかったのかよお」

「ある意味、奴やつらの窮きゆう状じようが身の潔白を示している。伝説の灰を見つけているのなら、とっくに利用しているはずだ。この町との揉もめ事ごとは、つまるところ金だし、森の中なら多少風変わりな方法を取っていてもばれやしない」

「確かにねえ」

　ウェランドは言って、腕うでを組むと壁かべに寄りかかった。

「で？　この後はどうするんだよお」

　クースラは、昨晩のローズとの会話が脳裏をよぎるが、努めて平静に、答えた。

「灰の話は引き続き調べる。他方でこれを硝子職人に届けて、もう一度聞き込んで来る。あいつらが気がついていないだけで、なにかあるかもしれんからな」

　ローズから頼たのまれたことは口にしなかった。

「それと、密みつ偵ていから秘伝書の写本を一部頼まれているから、お前、手伝え」

　クースラが話を振ふると、邪じや悪あくな本を見張るかのように秘伝書を見つめていたフェネシスは、はっとなってクースラを見た。

「写本を作るから、手伝え」

「え、あ、はい……で、も」

「アイルゼンに渡わたすためだ」

　そう告げると、あからさまにほっとしていた。その理由を考えると、柄がらにもなく気き恥はずかしくなるので、振り切るように言った。

「お前らはどうする？」

「もうちょっとこの町の伝説のこと調べてみようかねえ。このままじゃ興ざめ、ってのは賛成だからねえ」

「あ、じ、じゃあ、私もそうしようかな……」

　イリーネは慌あわてたように賛同し、小さく呟つぶやく。

「惚ほれ薬ぐすりの本を見てたら、変な気になりそう……」

　自分の見ている世界をねじ曲げられるような、そういう感覚はクースラにもよくわかる。

　クースラはうなずき、窓の外に向かって、小さくため息をついたのだった。







　ウェランドとイリーネが出かけ、フェネシスが筆写の準備をしているところに、密みつ偵ていの一人がやって来た。惚れ薬の秘伝書のことを聞きに来たのだが、首しゆ尾びよく手に入れられ、これから写本を作ると伝えたら、やや興奮気味だった。

　また、参事会の面々がいつ硝子ガラス職人たちを襲おそうかについては、昨晩に薬種商のローズから聞いたのと同じ結論に達していた。思おも惑わくに差があり、むしろ鍛か冶じ屋組合の勢力を削そぎたい有力な組合の中には、燃料が高こう騰とうしている状じよう況きようを維い持じしたいと望んでいる者たちもいるらしい。

　だが、あまりに高騰が長引けば、宿屋や酒場といった、交易を要かなめとする町にとっては欠かかせない店を営む者たちも死活問題になってくる。

　どこで堤つつみが決けつ壊かいするかは、正直わからない。

　わかっているのは、このまま高騰が続けば、和解だけはあり得ない、というところだろう。

「今日中に終わらせるぞ。用意はできたか？」

「はい」

　羊皮紙、墨すみ、羽根ペン、間ま違ちがった文字を削けずるための剃刀かみそりに、羊皮紙を伸のばすため台座に打ち付けるための釘くぎ、金かな槌づち、羊皮紙を滑なめらかにするための軽かる石いし、下書き用のぼろ紙。

　それらが机の上にきちっと並んでいる。修道院にいた頃ころに散々仕込まれたようだ。

「職人の格好ってのがしまらないな」

　椅い子すにちょこんと座る職人姿のフェネシスは、それでなくとも男装だ。なんとなく見ている側がわとしては落ち着かない。

「修道服に着き替がえるか？」

　ただ、フェネシスは自分の格好を見下ろして、上うわ目め遣づかいにクースラを見た。

「そちらのほうが……好きなのですか？」

　なにか余計なことを言ったらしい、とクースラは自覚した。

「印象の問題だ。好き嫌きらいじゃない」

　誤ご魔ま化かしたが、どちらも嫌いじゃない、というのが本音だった。

「お前、筆写をやってたなら基本的なことは大だい丈じよう夫ぶだろうが、図形やらはうろ覚えで書くなよ。自分の記き憶おくと違ちがうものがあれば俺に聞け。判別の難しい文字も聞け。質問を恐おそれるな。筆写で大事なのは──」

「正確性ですよね。心得ています」

　その言葉を、生意気に感じさせず、フェネシスは言った。

　もとより生き真ま面じ目めなので、こういう作業には自信があるのだろう。

「……そのとおりだ」

　フェネシスは微ほほ笑えんで、うなずいた。

　クースラはその隣となりに座り、間に件くだんの本を置き、広げた。何年も倉庫の奥にしまわれていた書物特有の、黴かびと熟じゆく成せいされた時間の匂においがする。

　そこにあるのは、人をたちまち虜とりこにしてしまう惚ほれ薬ぐすりの製法だ。

　しかし、その薬の意義はあまりにも広く、深い。

「どうしました？」

　そんなことを思っていたら、フェネシスが怪け訝げんそうにこちらを見た。クースラは、少し、見つめすぎたらしい。

　戸と惑まどったフェネシスは、はっとなってしきりに自分の頰ほおを拭ぬぐったりし始めた。どうやら、顔になにか付いているのでは、あるいは、意地悪でこっそりなにかを付けられた、と思ったようだ。

「惚れ薬を前に、ずいぶん落ち着いたものだと思ってな」

　短く言うと、フェネシスは腑ふに落ちないような顔をしつつも、呆あきれたようにため息をつく。

「所しよ詮せん、知識です。それに、私は薬になど惑まどわされません」

　根こん拠きよのない自信だと思ったし、事実ちょっとしたからかいですぐ右往左往する。

　けれども、今はその言葉をからかうのはやめておいた。

　心強いと思ったからだ。

「実に、そのとおりだ」

　この薬は、人の大事ななにかを変えてしまう。

　あるいは、灰に魅みせられた者たちが身しん代だいを潰つぶさなかったのは、もしかしたらこの薬を見つけたからこそだったのかもしれない。

「始めよう」

　そして、二人は作業に取り掛かかった。







　暗号とは、要するに篩ふるいの目のようなものだ。

　その目の小ささによって、誰だれに中身を伝えたくて、誰に伝えたくないかが決定される。

　その意味でいえば、惚ほれ薬ぐすりの秘伝書の目はかなり大きなものだった。

　使われている暗号は、占せん星せい術による薬の材料や効能の置き換かえと、聖典から引用された象しよう徴ちよう的な数字などでの書き換えで、本気で中身を世間から隠かくしたいのではなく、見る者が見ればわかってもいい、という程度のものだった。それに、予備知識があるので、材料は大体想像がつくし、知らないものも、よく暗号化の際に使われる比ひ喩ゆが用いられていた。

　クースラたちの工こう房ぼうに来て以来、錬れん金きん術じゆつの本に触ふれる機会の多かったフェネシスでさえも、おぼろげに内容がわかるようだった。

「隠すつもりが、あまりなかったんでしょうか」

　昼前には半分ほどを写し終えていた。これならさほど慌あわてる必要もあるまい、と一息ついた時に、フェネシスがぽつりと言った。それに、写本は手の痛みと集中力のせめぎ合いで、無理をすればたちまち間ま違ちがいが多くなる。

　フェネシスは自分の左手で右手を揉もんでいたが、クースラは無言でその右手を取って、ほぐしてやりながら答えた。

「世相のせいかもな」

「……世相？」

　クースラの両手にすっぽりおさまる自分の手を、どこか不思議そうに眺ながめていたフェネシスが、聞き返す。

「この薬の調合法が作られたのは、この近辺がまだどっぷり異教に浸つかっていた頃ころのことだろ。そこら中で戦いくさが行われ、明日にでも正しい神の教えが異教徒たちに負けるかもしれない、という危機感にあふれていたら、どうだ？　惚れ薬なんて、あまり重要なもんじゃないだろ」

「……確かに、そう、ですね」

「加えて」

　と、クースラは、フェネシスの柔やわらかくてどこかしっとりとした、思いのほか冷たい手をほぐしながら、付け加える。

「命の危険が、恋を燃え上がらせることもある。薬など、必要ないくらいに」

　英えい雄ゆう譚たんのほとんどがその類たぐいだし、身分違いの恋は大たい抵てい、危ないところを救ったり救われたりで始まることが多い。たぶん、気が動転して、まともな判断ができなくなるから、そういうことが起こるのだろう。

「……私も、そんな気がします」

　ただ、フェネシスがぽつりと言った言葉には、妙みような湿しめり気けがあった。

　フェネシスと出会ってからこっち、判断を間違えればいつ死んでも仕方ないようなことが何度かあった。その中で、フェネシスに手を伸のばしたり、伸ばされたりしてきた。

「だから、あの小こ娘むすめも今が一番楽しい時期だろうな」

　クースラは話を逸そらし、自分たちの話ではない、と暗に主張する。

　フェネシスは少し不満そうな顔をしていたが、ヘレナのことはそれなりに気になっていたらしい。

「命を懸かけた恋文……だったんですよね？」

　あの手紙の無む鉄てつ砲ぽうさは、フェネシスでさえも気がつくほどのもの。

「まさしくだな」

　父親のローズも硝子ガラス職人たちのことを気にかけていたとはいえ、保身を考えれば市し壁へきを越こえて町の様子を伝える危険を冒おかさなかった理由はよくわかる。ローズが薄はく情じようなのではなく、それが当然の反応なのだ。

　だが、ヘレナはたまたま店にやって来たクースラたちに手紙を託たくすというようなことをした。

　まだ幼いから危険かどうかわからなかったというより、その手紙を届けること以上に大切なことが自分の中になかったのだろう。世の人間はそういう視野の狭せまさこそ、幼さだと言うかもしれないが、そんなことをいえば、錬れん金きん術じゆつ師は死ぬまで幼おさな子ごのままだ。

「あの」

　と、フェネシスが言った。

「なんだ？」

「相手の職人の方は、どうでした？」

　クースラがきょとんとしてしまったのは、意外だったから。フェネシスが、まるでイリーネみたいに、そんなことに興味を示す。

　もちろん、イリーネと一いつ緒しよに恋だのなんだのの話をしているらしいことはわかっていたが、目まの当あたりにすると、なんだか不思議な気がする。右も左もわからない幼子が、急に歳としを取って成長したかのようだ。

　しかも、会話を向けられているのは、他ほかならぬ《利子クースラ》の名を持つ自分なのだから、あまりに新しん鮮せんすぎて、変な見み栄えも出てこなかった。

「実直そうな職人だったな」

　簡潔に答えた。

　フェネシスは、その人物を想像するように、少し視線を遠くに向けて言った。

「なれ初そめは、どういうものだったのでしょう」

　たちまち漂ただよう乙女おとめの空気に、クースラは声を低めて言う。

「……神がこの大地にやって来た理由も、そうやって尋たずねるのか？」

　すると、フェネシスは生意気にも肩かたをすくめた。

「福ふく音いんを告げるためである、と聖典に書かれています」

　元々頭はよく回る。落ち着きを手に入れれば、こうなるのだ。

　クースラは、真ま面じ目めに答えてやった。

「硝子職人は、薬種商を通じて町から必要なものを調ちよう達たつしていたんだと。そのたびに顔を合わせるうちに、というやつだろう。もちろん、とどめはあの硝子ガラスの眼鏡だろうがな」

「……」

　フェネシスは、静かに目を閉じていた。

「すごく、穏おだやかで、いいですね」

　その口元には、うっすらと微ほほ笑えみがある。不器用な職人が、同じくらい不器用な少女に出会う。その少女は本が好きだが目が悪く、職人は眼鏡を作って贈おくり物ものとした。

　最後には莵うさぎや栗り鼠すが花束を持ってお祝いに来る類たぐいの話だ。

「生あい憎にくと、こっちは殺すだの呪のろいだのと忙せわしなかったからな」

　うららかな春の草原に、有毒の水銀をぶちまけるように言ってやった。

　ただ、フェネシスは嫌いやな顔をしていなかった。

「そんな時にも、あなたは優やさしさを見せてくれました。危機でこそ、人はその本質を見せるものです」

「……」

　勘かん弁べんしてくれ、とクースラは顔を背そむける。フェネシスはくすくすと笑い、そっと視線を自分とクースラの手に落としていた。

「でも、それなら、お二人はうまくいきそうなんですね」

　お人ひと好よしさは、着ている服では隠かくしきれないものらしい。フェネシスは柔やわらかく笑い、相思相愛ならば万事よし、とばかりに嬉うれしそうだった。

　対するクースラは、無表情だ。肩かたをすくめることすらしない。

「無理だろう」

　フェネシスの手が、強こわ張ばった。

「片や市壁の中に住み、片やその外に住む。しかも、硝子職人は数年おきに各地を転々とするそうだ。身分違ちがいだよ。親方もその職人の軽けい率そつさに怒おこっていた。イリーネが何度か言ってたのを聞かなかったか？」

　夢を見る者は、良き職人になれない。

「挙あげ句くに、硝子職人たちは町の人間に忌いみ嫌きらわれている。どう考えたって、幸せな結末にはならない」

　クースラはフェネシスの手を、淡たん々たんとほぐしていく。

　フェネシスの落らく胆たんが、手に取るように分かった。

　そう、幸せな結末にはなり得ない。

　だから、ローズの考えは完全な的外れ、というわけでもないのだ。

　愛する誰だれかを失う悲しみも知っていて、しかも、ヘレナはとんでもなく大だい胆たんな手紙を実際にクースラに託たくした。いざリヒトたち硝子職人がこの土地を後にした時のことを考えると、不安でたまらないのはわかる。なにせ、目の前の小こ娘むすめも、こんな小さな体のどこにあるのだというくらい、無茶な勇気を秘ひめている。薬でどうにかできるのなら、というのはある意味自然な発想かもしれない。特に、なにかが起こってからでは取り返しがつかない世の中なのだから、なにもしなかった、という後こう悔かいだけはしたくない。なにかをすれば、少なくとも、運命に抗あらがおうとはしたという言い訳だけは、手に入る。

　だとしたら、投薬の実験として、とクースラの胸の中に暗い泡あわが浮かぶ。

「こればかりは、あなたに頼たのんでも詮せんないことですよね……」

　そして、フェネシスは言う。

「私は、少し居い心地ごこちの悪さを感じます」

　ヘレナとリヒトの恋は実らない。だが、自分は、という意味だろう。

　甘ったるい話ではあるが、真実でもある。全員が幸せにはなれないのだ。なれる者からなって、もしもなれたら、手放さないために必死に摑つかむ必要がある。

　その罪悪感は、少しだけわかる。

　わかるが、素直に同意したくない。

「しょっちゅう俺に意地悪されるからって意味か？」

　だからクースラがまぜっ返すと、フェネシスはクースラを見上げ、呆あきれたように笑った。

「意地悪もからかいも、側そばにいなければできません」

「……」

　クースラには、言葉がない。

　フェネシスは視線を落とし、自分の手をほぐすクースラの手に、左手も重ねた。

「利り己こ的でしたたかであれ、というあなたの教えは、良心のうずきに効く、特効薬です」

　そして、手放せなくなる。

　この世の辛つらさを忘れさせてくれる、愛いとしさという感情も。

　クースラは、こめかみから蜂はち蜜みつを流し込まれたかのように麻ま痺ひする脳のう髄ずいの中で、一部が氷のように冷えていることに気がついていた。

　なにがあるかわからない世の中で、このフェネシスを失う段になってからようやく、ああしておけばと悔くいることだけは絶対に避さけなければならない。

　強ごう情じような娘むすめだ。なにをどう考えてもこちらを見捨てて前に進むのが正解という時でさえ、側から離はなれない様子が容易に想像できる。

　惚ほれ薬ぐすりは諸もろ刃はの剣つるぎ。

　だが、己おのれの血で相手の命をつなぐことができるのならば。

　クースラがそこまで思った時だった。

「私も、あなたに毒されてしまったようです」

　フェネシスはそう言って、恥はずかしげに笑っていた。

　クースラが直視するには眩まぶしすぎる、無む垢くな笑え顔がお。

　この感情が、薬で容易に書き換かえられるなど、信じたくない。

　だが、信じたくない以上に、失いたくない。

「なら、俺の口の中の苦々しさは、お前の毒か」

　微ほほ笑えみかけられると顔が勝手に強こわ張ばり、歪ゆがんでしまうあたり、まさしく毒を呷あおった時そっくりだ。

「ふふ」

　その笑顔は、少年の格好だろうが消しきれない、したたかな女の見せるものだった。わかっていてもやめられない、深酒のような魅み力りよくがある。自分は、それがわかっていて、手を握にぎり返したはず。ならば、すべきことは、決まっているのだ。

　クースラは、心臓あたりにあるなにか大きな岩が、ごとりと動いたような気がした。

「どうしました？」

　クースラが不意に手を離はなしたので、フェネシスがきょとんとして尋たずねてくる。

「遊びすぎた」

　フェネシスは素す直なおにその言葉を受け取ったようで、悪戯いたずらっぽく笑っている。

「少し出てくる」

「え？」

「薬の調合法のことで、確かめたいことがある」

　解読はほぼできている。確かめたいのは、材料が揃そろうのかと、薬種商が蓄たくわえているはずの、関連する薬草の薬効のほどだ。それがわかれば、かなり効き目のほどを調節できるだろう。

「お前は、筆写を続けとけ。すぐに戻もどる」

「わかりました」

　素直に応じ、ペンを手に取っていた。

　クースラは立ち上がり、上着を羽織って、振ふり向きもせずに部屋を後にする。

　昨晩から引き続きどんよりと曇くもり、寒さの厳しいなか、小走りで薬種商を目指したのだった。







　薬種商の扉とびらを開けると、やはり昨晩来た時よりも濃こい薬草の匂においがした。

　そして、帳場台にヘレナが座っているのを見て、内心舌打ちをした。

「親おや父じは？」

「町の会議、です」

　連日、ぶっ通しなのだろう。

　ならば参事会に赴おもむくか？　と思案したところだった。

「……あの」

　ヘレナは我が慢まんできない、といった感じに声を上げた。

「どう……なりましたか？」

「昨夜ゆうべは盗ぬすみ聞ぎきしていただろう？」

　本当に重要なところは聞こえなかったはずだが、大方のところはわかっているだろう。

「特権絡がらみで必要になった知識を俺が届けたら、おそらく荷物をまとめて別の土地に移動するだろう。町の情勢によほど大きな変化がない限り、間に合うんじゃないか」

「……」

「町の人間に襲おそわれて死ぬことにはならんさ」

　クースラが言うと、ヘレナはうなずく。

　ただ、視線は落ちて、顔も上げられない。

「お前の願ったとおりになる」

　殊こと更さら冷れい酷こくに伝えた。これから腑ふ分わけするための動物に情を抱いだいてはならない。

　それに、これで苦しんでくれれば、ちょっとした人助けのようにも思える。

　その苦しみを取り除いてやるのだと。

「そう、ですか……」

　ヘレナは見た目どおり、かすれたように呟つぶやいた。

　ローズとの利害は一いつ致ちしている。あいつはこの娘むすめの気の迷いを取り除きたいと願い、この娘は苦しみを抱き、こちらは惚ほれ薬ぐすりの実験をする。

　だが、その直後だ。

　今にも泣きそうな顔、というのは間ま違ちがっていない。

　けれども、そのあまりにも不安定な表情は、確かに笑え顔がおになったのだ。

「それなら、いつかまた、会えるのですね」

　クースラは、怯ひるむ。迂う闊かつだった。そういうこともある、とわかっているはずだったのに。

　大事な誰だれかが生きていれば、それを支えにいくらでも辛つらいことに耐たえられる。

　あの真っ白い小娘なら、いかにも言いそうなこと。

「あなたに手紙を託たくせたのは、神の思おぼし召めしでした」

　そんな言葉を本気で信じ込んでいるように、ヘレナは笑顔で言った。

　だが、そんなわけはない。神の思し召しで硝子ガラス職人たちに危急を告げられたのだから、これでよしだと思うべき、と言い聞かせているのがあまりにもわかった。フェネシスと同じ思考法。馬ば鹿かげていると呆あきれる一方、自分に似たところがあって無視できないその大きな要因の一つ。

　だから、そんなふうに納なつ得とくされては、困るのだ。

「神に睨にらまれたくないから正直に言うんだが」

　クースラは《利子クースラ》の声を呼び戻もどす。狡こう猾かつで、無む慈じ悲ひで、ただ己おのれの目的のためだけにすべてを利用する声を。

「覚えているのは、きっとお前だけになる。あいつはすぐに忘れるよ」

　霧きりでできた仮面は、その程度の風で吹ふき消された。

　ヘレナが、聞きたくない、という目をクースラに向ける。

「あいつは職務に忠実だ。いい職人になる。仲間に迷めい惑わくをかけるような考えは押し潰つぶし、なかったことにするだろう。何年後かに、あの職人集団がこれまでそうしてきたように、あの生き方に見合った女を娶めとるだろう」

　クースラにとって都合がよく、ヘレナにとって残ざん酷こくなのは、それがまったくの噓うそではなく、おそらくは真実だろうことだ。

「でなければ、俺があそこを後にする時、なにか一言くらいは託たくしたはずだし、手紙にも書いただろう。お前も知ってるんだろう？　手紙を書くのはあいつの役目で、親方は読めない。いくらでも仕込む隙すきはあったはずなのに」

　ヘレナは、弱々しく首を横に振ふる。そんなことはない、という否定ではなく、聞きたくない、という拒きよ否ひだ。

　クースラは、顎あぎとをゆっくりと閉じていく。

「さっさと忘れるのが一番だ。お前、昨夜ゆうべの話で知ってるだろう？　俺は錬れん金きん術じゆつ師だ。なんなら……」

　毒の歯が、ヘレナの柔やわらかい心に届く。

「その辛つらい気持ちを、消し去ってやろうか？」

　ずぶり、と押し潰されるように、ヘレナは自分の胸を押さえていた。息が浅く、瘧おこりにかかったように苦しそうだった。それを気の毒だ、と思う心はどこかで凍こおりついたまま。

　普ふ通つうの人々に、市し壁へきを越こえることはできない。死ぬまで伝説の灰を追いかけ続けることはできない。そうするには己おのれのわがままを通せるだけの権力か、己の身を顧かえりみない馬ば鹿かげた目的意識が必要になる。世の中の圧あつ倒とう的大部分は、身しん代だいを潰す前に手を引いたり、あの若い職人であるリヒトのように、己を世間の型に嵌はめようとする道を選ぶ。

　こうしてリヒトは一足先に世の中の仕組みの一部になり、残されるのは、父親に溺でき愛あいされ、妖よう精せいのような香かおりが漂ただようこの店で、英えい雄ゆう譚たんを読みふける少女だけ。

　夢から覚める薬なら、ある。

　また別の夢を見るかもしれないが、それが偽にせ物ものだと理解できる夢ならば、よりはっきりと現実を見つめられることだろう。

　そして、それは自分自身にも言えること。

　所しよ詮せん、薬だ。

　フェネシスという存在を守れるのであれば、気持ちなど、どうだっていい。

「恋だ愛だのは、儚はかない夢みたいなものだ。その英雄譚のようには、絶対にいきはしない。奇き跡せきは起きないんだよ」

　クースラがフェネシスに何度も言ったことであり、そして──。

　直後、思考が途と切ぎれた。

　がん！　ごん！　とすごい音がして、さしものクースラも驚おどろいた。店の扉とびらになにかがぶつかったらしい。荷を運んでいた馬が暴れたのだろうか。

　クースラが振ふり向くのと、扉が開くのは同時だった。

「っお、お前……」

　思わず呻うめくクースラなど眼中にないその人物は、はっきりと、一点だけを見つめていた。

　誰だれかに殴なぐられたのか、それとも途中で転んだのか、服は埃ほこりだらけで、人相を隠かくすために顔に巻いていた布がほどけ、鼻血が見えている。

　椅い子すを蹴け倒たおす音がした。

　クースラの目の前を、金色の妖よう精せいが走る。

「リヒトさん！」

　ヘレナは叫さけび駆かけ寄って、苦しげに膝ひざをつくリヒトのことを抱だきしめた。

　床に座り込む二人を前に、クースラは呆あつ気けに取られていた。この店にある何千種類もの薬草の香かおりのせいで、幻げん覚かくを見ているのかと思った。だが、リヒトは確かにいるし、ヘレナがしっかりと抱きしめている。もちろん、開けっぱなしの扉の向こうでは、奇き異いの視線を向けている者たちがいる。

　これは現実なのだ。

　信じられないのは、空から魚が降ってくるくらいに、リヒトの行こう為いが馬ば鹿かげているからだ。

「くそっ」

　クースラは毒づき、二人の首根っこを摑つかんで店に引きずり込み、扉を勢いよく閉じた。

　それから木窓から外を見て、追っ手がないことを確かめてから閉じ、扉に閂かんぬきをかけた。

「ヘレナ、ごめん……僕は……」

「言わないで……言わないで、ください……」

　手て垢あかのついた英えい雄ゆう譚たん？　世の中はそんなふうにうまくいきはしない。クースラに奇き跡せきを望むフェネシスに、繰くり返し言ってきた。

　そして──。

　押し通されてきたことを、忘れるべきではなかった。

「僕は、どうしても……どうしても、最後に会いたくて」

　立ち上がることすらもどかしい、とばかりのリヒトに、ヘレナは首を横に振り、必死ですがりついている。
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　クースラはその様を前に、足が動かなかった。理性は思い切り叫んでいる。今すぐここから逃にげ出せ、と。

　色いろ恋こいに血迷った硝子ガラス職人が、後先考えずに恋人に会いに来た。町の人間に気づかれたら、藁わら束たばに焼けた鉄を放ほうり込むようなことになるのは目に見えている。

　もちろん、自分には騎き士し団の後うしろ盾だてがあるのだから、仮に巻き込まれたとしても最後には無傷で切り抜ぬけられるだろうとはわかっている。とはいえ、後ろ盾というものはタダじゃない。使えばすり減る消しよう耗もう品だ。それは、権力者からの信しん頼らいというものに支えられているのだから。

　この二人に関かかわって、己おのれの正体を明らかにしてまで騎士団を動かした時、アイルゼンがどう思うかを考えてみればいい。たちまち彼の信頼を失い、クースラたちは自由を失うだろう。政治的な資本をこんなことで消費してはならない。錬れん金きん術じゆつ師として、権力者たちの間を泳いで生き抜くなかで身をもって知った鉄則だ。アイルゼンから得た信頼は、あまりにも貴重であり、もっとどうしようもない時に使うべきものだった。

　だが、足が動かない。

　信じられないことだが、不思議な嬉うれしさに似たものがあったのだ。

　人の気持ちは惚ほれ薬ぐすりのようなもので簡単に移ろってしまう？　マグダラの地に向かうという信念でさえも？

　クースラは、呆あきれ果てたように首を横に振ふる。

　二人を前に、昔の連中が残してくれた、実に素す晴ばらしい言葉を思い出したのだ。秘伝書の写本を作る時にも、フェネシスが生意気なすまし顔で言ったではないか。

　薬などでは揺ゆらがない。

　すなわち。

　馬ば鹿かにつける薬はないのだと。

「おい、お前」

　クースラは座り込んだままのリヒトの足を容よう赦しやなく蹴ける。ヘレナが目を見開き、リヒトを守るかのようにクースラを睨にらむ。やっぱり、ただの気弱な小こ娘むすめじゃない。

「市し壁へきはどうやってくぐってきた？」

　その返答如何いかんで、取るべき行動が変わってくる。

「……通行証は、あります」

　今にもクースラに嚙かみつきそうなヘレナを抑おさえ、リヒトはいくらかはまともな頭を取り戻もどしたようで、そう言った。

「お前ら、顔を覚えられてるんだろう？」

　当然、通行証も町の人間が見れば硝子ガラス職人がよく使う種類のものだとわかったはずだ。

「はい。ですが、市壁の警備は、町の人間と、騎き士し団の人間です」

　うまく見計らって、町の詳くわしい事情を知らない騎士団の人間が対応する時に潜もぐり込んだのだ。

　クースラたちも、町に入る時に同じことをした。

　リヒトの度胸と、運の良さは本物だ。もちろん、馬鹿さ加減も。

「なら、その鼻血は？」

「これは……」

　リヒトは慌あわてて袖そでで拭ぬぐい、ようやく気がついたヘレナがびっくりしたように立ち上がり、あたふたと壺つぼやら引き出しやらを開けていた。怪け我がを治す薬には不自由しない場所だ。

「その、転びまして……」

　真ま面じ目めで能力もあり、どうやら行動力もある。

　だが、そのどこか抜ぬけている様のせいで、どうしてヘレナみたいな娘が夢中になるのか、わかる気もした。

「なら、ばれてないのか？」

「……おそらくは」

　ただ、興奮のあまりにすっ転んで、この店に入った時もまるで命からがら逃にげ込んだようなものだった。人の目もあった。噂うわさが広がり、怪あやしげな者が町に紛まぎれ込んだとなれば、市壁の門番に聴ちよう取しゆが行われる。そこから硝子職人が町に入り込んだとばれるのは、考えられない話ではない。むしろ、町の人間ならば真っ先にその可能性を考えるのではないだろうか。

「……」

　クースラはもう一度、頭を巡めぐらせた。この町の灰の伝説をさらに調べるのなら、こいつらとは無関係を装よそおうほうが都合がいい。惚ほれ薬ぐすりの秘伝書も手に入れてある。硝子職人たちへの義理はあるが、すぐさま宿に走り、密みつ偵ていに託たくせば秘伝書を届けるくらいわけはないだろう。

　こいつらを助ける理由は、ほとんどない。

　なんとなれば、二人を衛兵に突つき出して、牢ろうに入れられてから参事会に申し出ることもできる。つまり、囚しゆう人じんどもを、薬の実験台にしてもよろしいですかね、と。

　だが、わかっている。自分にはもう、そんなことはできない。

　この二人の姿は、馬ば鹿かさ加減においては、自分とフェネシスにそっくりなのだ。

　呪のろわれた異い形ぎようの娘むすめだろうと、魅み力りよく的ならば関係ない。そう言ってなにもかもを飛び越こえてきたように、リヒトは市し壁へきを越えてきた。

　クースラは近ちか頃ごろになって協力という言葉を覚えたが、そこにもう一つ加える必要がある。

　共感だ。

　相手が自分と同じだと思ったら、もう、そこで思考はやめざるを得ない。

　目の前では、泣きそうなヘレナが膝ひざ立だちになって軟なん膏こうをリヒトの顔に塗ぬり、塗られるリヒトは、傷よりも染しみるなにかを必死に堪こらえている。

　顔が歪ゆがむほど、理解してしまう。

　こんなことを薬で変えられようはずもない。

「選せん択たく肢しが二つある」

　クースラは、言った。

「一つは、ここで抱だき合ったまま、二人諸もろ共ともに串くし刺ざしにされるか」

　ヘレナとリヒトが、揃そろってクースラを見る。

「もう一つは……くそ」

　言いかけて、吐はき捨てた。閉じられた木窓の隙すき間まの向こうで、光が一いつ瞬しゆん遮さえぎられてちらついた。

　一度、もう一度、さらにもう一度。

　複数人が、壁かべ沿いに扉とびらの前に立ったはずだ。普ふ段だんから英えい雄ゆう譚たんを読みふけるような小娘が店番をしているここに、突とつ然ぜんお客が押し寄せることはないだろう。

「立て。勘かんづかれたぞ」

　クースラが言うと、リヒトはそれなりに不ふ穏おんな職業に就つく者らしい振ふる舞まいを見せた。

　ためらうことなく立ち上がるが、すぐに歩きだせるかどうかは別だった。

「ヘレナ、君は……」

　口ごもったのは、連れて行くかどうか迷ったからだろう。連れて行けば、完全に仲間だと思われる。一人残せば、無関係を装よそおえるかもしれない。

「白しらを切り通せるか？」

　クースラは、ヘレナにそう問いかけた。

　さっきは気き丈じようにクースラを睨にらみつけたが、それはリヒトがいてのこと。一人残される可能性に気がついた瞬しゆん間かん、さっきまでの気丈さは吹ふき飛んでいた。槍やりでも突きつけられて、ここに来たのは誰だれだ、と問われれば、たちまちぼろが出るだろう。

「連れてく。残せばろくなことにならない」

　リヒトはうなずき、ヘレナを抱だきかかえた。腕わん力りよくと足あし腰こしならば、クースラよりもしっかりしているはずだ。その直後、扉とびらが忙せわしなく叩たたかれた。

「自警団だ！　店に怪あやしい者が来たと聞いた！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　やはり通報されたようだが、突とつ然ぜんのことだったので、酔よっ払ぱらいか、喧けん嘩か、さもなくば押し込み強ごう盗とうの類たぐいだとでも思われたのかもしれない。

　クースラは目配せをして、先導して裏口に向かう。

「おい！　誰だれかいるのか!?　くそ、閂かんぬきがかかってるぞ！」

　がたがたと扉を揺ゆすられる。

　その頃ころには裏口の扉を開け、裏通りに誰もいないのを確かめて、走りだしていた。

　道をひた走りながら、自分の時は水路に飛び込んだなと、そんなことを思っていたのだった。







「いかがでした？」

　と、宿屋に戻もどると、フェネシスが声をかけてきたが、無視をして、テーブルに置いてあった手ぬぐいを手に取り、フェネシスの頭に乱暴に巻きつけて耳を隠かくした。

「ふぇ？　な、なにを」

「人を入れる」

　そうとだけ言って、扉を開けて二人を中に入れた。息を切らしたリヒトと、途と中ちゆうからは自分の足で走っていたヘレナだ。

「硝子ガラス職人のリヒトと、薬種商の娘むすめは知ってるな。ヘレナだそうだ。で、筆写は終わったか？」

　クースラはフェネシスの質問を抑おさえるべく、なにかを言うより先に矢や継つぎ早ばやにそう尋たずねた。

「す、みません……。もう少し、です、が……」

　正確性がなにより大事だ。舌打ちを堪こらえ、まずは密みつ偵ていに話してあれこれ手を打ってもらわねば、と扉に手をかけた。

「あの！」

　フェネシスの声が向けられる。

「なにか、あったのですか？」

　ないわけがない。

「こいつらを奥の部屋に入れて、扉の前に棚たなでも置いとけ」

　クースラはそう言いおいて、事の次し第だいを伝えるために密偵を呼ぼうと扉を開けると、空気を察していたのか、共に硝子職人の集落に向かったそいつがすでに立っていた。

「何事です？」

「錬れん金きん術じゆつ師並みの馬ば鹿かがいてな」

　そして、密偵は部屋の中を見て、リヒトの顔を見るやさすがに驚おどろきの表情だった。

「なっ……まさか、市し壁へきを？」

「最後に会いに来たんだとよ」

「……」

　なにかを言おうとして、結局言葉にならない。

「市壁そのものは無事に抜ぬけられたらしいが、薬種商に逃にげ込んで来たところを誰だれかに見られた。俺やあんたらのように、すまし顔でってわけにはいかなかったようだ」

　密みつ偵ていは曖あい昧まいにうなずき、しかし、それでも大体の事情は察したらしい。

「薬種商から逃げる時もぎりぎりだった。土地勘かんのない町だから取り繕つくろう間がなかった。衛兵が足取りを追えば、すぐにここにたどり着くだろう」

「わかりました。そちらはこちらで対処しましょう。ですが、どうして……？」

　密偵は、職務に相応ふさわしい、冷れい酷こくな目をした。

　どうして、連れて来たのだ？　と。

「どうしてだと？」

　クースラは、不敵に微ほほ笑えみ返して、密偵を見た。

　密偵の言い分はわかる。わかりすぎる。

　だが、自分が小こ娘むすめについ意地悪してしまう理り屈くつなど、わかりようもない。

「……一度混ぜた絵具は、二度と元に戻もどせませんよ」

　情けのようなものに一度流されれば、もはや研とぎきったナイフには戻れない。

「結構な話だ」

　自分はフェネシスの手を握にぎり返したのだ。そこには、もう、握り返す前の自分には戻れないという決心がある。

　惚ほれ薬ぐすりを前におたついていた己おのれを、ようやく恥はじた。結局、フェネシスがウェランドの側そばにいることに落ち着かなくなるのと同じことだったのだ。

　ヘレナとリヒトの青あお臭くささは、錬れん金きん術じゆつ師のなんたるかをよく思い出させてくれた。

「とにかく、うまく切り抜けましょう。我々の今後にも関かかわる」

　まったくそのとおりだ。

　クースラは扉とびらを閉じ、振ふり向いた。

　三人の目が、向けられる。

「とりあえず、お前ら二人は奥の部屋に入ってろ」

　クースラは手を乱暴に振って、リヒトとヘレナの二人を奥の部屋に追い払はらう。残るもう一人は、どれだけ振り払っても側を離はなれなかった筋すじ金がね入いりだ。今いま更さら追い払おうとは思わない。

「助け、たのですか？」

　フェネシスもまた、危ない橋は何度も渡わたってきた。隠かくれていた場所に踏ふみ込まれたことも一度や二度ではないだろう。概おおむね、どんな状じよう況きようだったかわかるのだろうし、少し知ち恵えを働かせれば、状じよう況きよう的にクースラが一人逃にげ出せたことも想像できるだろう。

　だからこそ、フェネシスが少し信じられないような顔をしていたことに、クースラは顔をしかめた。

「意外かよ」

　すねるように言うと、フェネシスは慌あわてて首を横に振ふった。

　そして、呟つぶやく。

「ちょっと、驚おどろいただけです……」

　それを意外というのだが、指し摘てきはしなかった。

　それよりもクースラは目め頭がしらを押さえ、必死に頭を働かせる。自分で抱かかえ込んでしまった問題なのだ。どうにかして自分で解決法を見つけなければならない。

　騎き士し団に頼たよることは、間ま違ちがいなくアイルゼンの不興を買う。惚ほれ薬ぐすりの秘伝書と引ひき換かえにするのも難しいだろう。密みつ偵ていたちは、秘伝書がなんの障害もなく手に入ったことをすでに知っている。だから、ヘレナとリヒトのことにクースラが騎士団を巻き込むのは、血迷った行こう為いにしか映らない。我々は貴重な知識を手に入れた。不幸な若者二人を救うかどうかはお前の気持ちの問題であり、我々には関係がない。違うかね？　ということだ。

　アイルゼンや、密偵たちのクースラに対する評価は恐おそろしく変わるだろう。それは今後のことに大きく影えい響きようするに違いない。共に行動するウェランドやイリーネにも累るいが及およぶ話だ。

「では……後は、無事に町を出ればいいんですね」

　市し壁へきによって隔へだてられていた、互たがいに惹ひかれ合う二人が出会うことができた。そうなれば、あとは悪漢どもの手から逃げ出せれば一件落着。

　世界がそれほど単純だったなら、どんなに素す晴ばらしいだろう。

「後は野となれ山となれ、と言ってもいいのならな」

「え？」

「硝子ガラス職人が町に入ったとばれるのは時間の問題だ。ヘレナがいなくなれば、当然、誰だれが連れ回しているか誰の頭にも答えが浮かぶ。二人が駆かけ落ちしたとなれば、家族に間違いなく累が及ぶし、町の連中は硝子職人たちを攻こう撃げきする絶好の口実を得る」

　ローズは参事会の会議上で、硝子職人を守る立場に立ってるらしい。硝子職人を武力で排はい除じよすることを望む、鍛か冶じ屋組合や教会の司祭を諌いさめているのだろう。となれば、鍛冶屋組合や司祭がこのことを知れば、ヘレナが硝子職人と通じていると知っていたから、硝子職人の味方をしていたのだなと詰つめ寄ることになるだろう。当然、ローズは裏切者の烙らく印いんを押されることになる。行き着く先が参事会からの排除か、絞こう首しゆ台だいかはわからないが、どちらも似たようなものだ。

　その返す剣けんで、硝子職人を排除したい者たちは宣言するはずだ。硝子職人はヘレナをそうしたように、我々の娘むすめをたぶらかすような人さらいの連中だ、と。人々は、従わざるを得まい。町の秩ちつ序じよを乱されてもなお黙だまっていては、町の自治権に関かかわってくる。

　そうなれば、硝子ガラス職人たちは二度とこの土地に戻もどって来られなくなる。

　そういう一いつ切さい合がつ財さいを無視しても、あの二人は市し壁へきの外に逃にげられるだろうか。

　それより、他ほかにもっとまともな解決法はないのか？　世の仕組みという道理の前には、人は沈ちん黙もくしなければならないのか？　リヒトがあの店に飛び込んで来たようなことは、愚ぐ行こうとして退けられてしまわねばならないのか？　やはり、人の信念や想おもいはその程度のものなのだろうか？　だとしたら、とクースラはテーブルの上に広げられた秘伝書と、その写本を見る。自分はこの惚ほれ薬ぐすりを越こえられないことになる。灰を撒まいて金きんや銀が育つというような荒こう唐とう無む稽けいな話は望むべくもない。その事実は、実に単純な感情を引き起こす。

　悔くやしい。

　オリハルコンの剣けんなど、夢のまた夢だ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ふと、フェネシスのひんやりとした手が、クースラの手を摑つかんだ。

「少なくとも今のあなたは、正しいことをしています。そんな顔をしないでください」

　緑色の双そう眸ぼうが、力強くクースラを見つめている。

　自分は自分で思っている以上に、毒されている。

　そうでなければヘレナとリヒトの二人を助けようとは思わなかった。

　そして、同時にまた、フェネシスの言葉をきちんと受け止めようとは思わなかっただろう。

「考えましょう。幸い、私たちは濡ぬれ鼠ねずみではありませんし、殺気立った人たちに取り囲まれているわけでもありません。落ち着いて考える時間があります」

　落ち着いて考えろ、とクースラは何度もフェネシスに言った。

　それがまさか言われる側がわに回ろうとは。

「それに、私はつい最近、聞きました」

「……なにを」

　聞き返すクースラに、フェネシスは言った。

「あなたは協力という言葉を覚えたって」

「……」

　フェネシスは楽しそうに笑い、頭に巻いた布の上からでもわかるくらい、耳をひくひくさせていた。

　問題を抱かかえ込んでしまった。それはもう取り消しようのない事実。

　ならば、やるべきことは、可能な限りの手段を用いて、最善の結果を引き出すこと。それが、錬れん金きん術じゆつ師の工こう房ぼうで最優先させるべきことなのだから。

「お前がしわくちゃの老ろう婆ばなら、すんなり聞けるんだろうが」

　子供扱あつかいしないでください、とばかりにフェネシスはぷうと頰ほおを膨ふくらませるが、すぐに呆あきれたような笑えみに変わる。

「人は見た目に惑まどわされると学んだばかりです」

「正論すぎてなにも言えんよ」

　クースラは、頭を小さく振ふる。

　だが、理り屈くつは魔ま法ほうではない。唱えるだけでは、なにも解決しない。

　奥の部屋の扉とびらがゆっくり開かれたのは、そんな折りのことだった。

「ご提案が、あります」

　リヒトの顔がひどく険しく、それを見たクースラの顔がうっすら笑ってしまうのは、そこに身に覚えのある決意を嗅かぎ取ったからだ。フェネシスがどれだけ耳みみ触ざわりの良い言葉を用意してくれようとも、黒いものが白いものに変わるわけではない。

　そして、リヒトの後ろからは、お約束のようにヘレナが言った。

「や、やっぱり駄だ目めです！　そんなこと！」

「でもこれしかない。それに、僕がこの町に来たことが、そもそもの間ま違ちがいなんだ」

「そうだな」

　クースラが短く言うと、リヒトはむしろほっとしたような顔をした。

　自分に非があると、かえって安心する性格。

　どいつもこいつも、とクースラは思う。

「そこにあるのが、例の秘伝書ですよね？」

　テーブルの上に広げられた、いかにもな書物と、その写本。

　クースラは、うなずいた。

「だとしたら？」

　リヒトは、言った。

「私がその秘伝書を盗ぬすみに来たことにしてください。ただ、それがばれそうになって、私はヘレナを人質にとってここまで連れて来たと」

　その理り屈くつなら、ヘレナは助かる。

「だが、お前、親方たちのことはどうする？　その案は、お前たちを憎にくむ連中に口実をくれてやるようなものだ」

「私は命がけで、貴族様の望む秘伝書を取りに来たのです。そうすれば、私はエリオール皇国のために働いたと主張できます。貴族様も、斟しん酌しやくしてくれるでしょう」

「それだけ忠実な僕たちを、みすみす町の連中にやられたら沽こ券けんに関かかわる、か。それがうまくいけば、確かに町の人間は職人を攻せめにくくなるかもしれないし、そこのお嬢じようさんは純じゆん粋すいなる被ひ害がい者だ。しかし……」

　クースラは、肩かたをすくめた。

「その様を見て、誰だれが信じるね？」

　クースラはヘレナを見る。

　ぼろぼろに泣き崩くずれて、言葉もうまく紡つむげていない。やはりあのまま薬種商に置いて来なくて正解だった。うまく取り繕つくろうなんて芸当、絶対にできなかったはずだし、これから先も、できないままだろう。

「お前ら二人が通じていた、という筋書きを間ま違ちがいなく参事会は用意してくるぞ。抵てい抗こうできるとは思えんな。お前はともかく、そちらの娘むすめが」

　そして、弱いところを突つくのは、狩かりの基本だ。

「二人揃そろって死ぬつもりか？」

「いいえ。自分の行こう為いの責任は、自分だけで取ります」

　リヒトは、クースラをまっすぐに見た。

「あなたは錬れん金きん術じゆつ師だとお聞きしました。力を貸してください」

「……」

　クースラの笑えみが不格好になったのは、予測がついたから。

「私は盗ぬすみ出した秘伝書で惚ほれ薬ぐすりを作り、人質にするためにヘレナに飲ませたことにしたい。ヘレナは……そう。錯さく乱らんしているんです」

　ローズが提案したことと概おおむね同じだ。

　決定的に違うのは、己おのれの手で運命を切り開くために使うところだろう。

「まあ、錯乱しているのは間違いないと思うがな」

　ヘレナは言葉を紡げない苦しみを、リヒトの胸を叩たたくことで訴うつたえていた。

　フェネシスがその様に、同じくらい苦しげな顔で堪こらえている。

　クースラは、リヒトを見る。

　青年は、あの集落で見せたような迷いを見せなかった。

「代わりに、お前は間違いなく死ぬぞ」

　薬種商に押し入り、娘を怪あやしげな薬でかどわかす。

　硝子ガラス職人の庇ひ護ご主しゆたる貴族は、なんと忠実な、と心動かされるかもしれないが、そうなるのは権力者同士のまだるっこしい時間を経た後のことだ。

　それに、市し壁へきを越こえてまで攻せめに来た不ふ埒らちな者から配下の職人を守ることと、市壁内部にまで攻め込んで守ることとは同じではない。町に攻め込めば中ちゆう途と半はん端ぱでは終われない。完全に制圧し、裁判権を担になう宝刀を奪うばう戦いくさになる。そんなことをすれば、騎き士し団と一戦まじえることになるのは明らかだった。

　加えて、町の人間たちにおいては、自分たちの町で神に唾つばするようなことをした若者を生かしておく道理がない。秩ちつ序じよの重しのために、リヒトは絞こう首しゆ台だいにぶら下がることになる。

「……最後に一目会えたら、死んでもいいと思ってここに来ましたから。いえ、違いますね……あのままこの土地を後にしたら、きっと生きながらに死ぬようなものだと思ったからです」

　若い、とクースラは思った。けれど、慣れ親しんだ発想法でもあった。

　結局人はいつか死ぬのだから、妥だ協きようを続けて生き延びたとして、その先になにが待っているというのだろう？　信念に従って生き抜ぬいてこそ、自らの生を全まつとうしたといえるのだ。

　リヒトはヘレナに向きなおり、そっと抱だきしめた。

　その、直後だ。

「やっぱり、そんなのおかしいです！」

　ヘレナがリヒトを押しのけて、叫さけんだ。

「おかしいです！　どうして、あなたが……！」

　リヒトは悲しげに首を横に振ふり、そうするしかないと無言で訴うつたえる。

　だが、ヘレナはさらに強ごう情じように首を振った。

「こんな、こんな……だって、そもそも、町の人たちがしているのは、結局お金の話じゃないですか……そんなことで、そんなことで……」

「そんなことじゃないよ。僕たちは、森の中で野の蜜みつを取るだけで暮らせるわけじゃない。世の中におとぎ話があるのは、現実がそうじゃないとみんなが知っているからだ」

　残念ながら、真実だ。

「なら、なら……もう一度、伝説の灰を……だって、お金さえ、あれば、鍛か冶じ屋の人たちも、あの司祭だって……」

「ヘレナ……」

　リヒトは悲しげに言った。

　クースラがヘレナから手紙を受け取った時、ヘレナは伝説の灰のことについてなにか思い入れがあるようだったが、これだったのだ。

　賢かしこそうな娘むすめだから、町と硝子ガラス職人たちを巡めぐる状じよう況きようはわかっていて、また、自分がいかに世の仕組みに対して無力かもはっきりと理解していたのだろう。だからこそ、すべてを飛び越こえることのできる、奇き跡せきに望みを託たくしていたのだ。

　そう思うと、ヘレナがひたすら英えい雄ゆう譚たんを読んでいたことの意味も、少しだけ変わってくる。

　もしかしたら、現実から逃にげるためではなく、伝説の灰の手がかりを探していたのかもしれない。なにせ、伝説の灰は、硝子職人たちが丸々一世代を費ついやして追いかけて見つからなかったものだ。

　そうなれば、目先を変えるべきだというのは、方法論としてはとても正しい。

「伝説は、伝説だよ。僕たちの元に、天使なんて降りてこない」

　それを平然と言えたらよかったのだろうが、リヒトは喋しやべりながら涙なみだを落としていた。

　ただ、すぐに拭ぬぐい、クースラを見た。

「薬を作ってもらえませんか。あなたたちに降りかかるだろう災わざわいも、私がすべて引き受けられると思います」

「……」

　クースラは、早さつ急きゆうに結論を出すなと自らを戒いましめる。目の前の二人の幼さが目につくがゆえに、なにか抜ぬけ道みちがあるのでは、と落ち着いて考えられた。

　視野狭きよう窄さくに陥おちいっていはしまいか？

　すると、フェネシスがクースラの服の裾すそを引っ張り、囁ささやくように言った。

「あなたの力で、助けられませんか？」

　控ひかえめに言うならば、自分のというよりも、ウェランドやイリーネ、それにフェネシス自身の功績があったからこそなし得たことゆえの力だ。

　だから、そういう意味では立場を利用して騎き士し団を巻き込む権利は、フェネシスにもあるかもしれない。それこそ、奇き跡せきのために炉ろの中に飛び込むような役目を引き受けたのだから。

　ただ、クースラがその案を口にしないのにはそれだけの理由があるのだ、とわかっているのだろう。

　それでもなお、最後の選せん択たく肢しとしてクースラに尋たずねた。そんな感じだった。

　フェネシスには、自分自身の命だけがどうにかなるのだったら喜んで身を投げるようなところがあるが、他ほかの誰だれかにも影えい響きようが出るとわかれば、思いとどまるだけの分ふん別べつもある。むしろ、どちらかといえば余計に動きにくくなる性格だろう。

　人とのつながりというものは、動けば動くほど絡からまる蜘く蛛もの巣すのようなもの。そこに乱らん麻まを断つような快刀など存在しない。

「天使がいなければ、町も僕たちも存在しなかったのに」

　リヒトは初めて、愚ぐ痴ちのように言った。天使がいなければ灰は生まれず、灰がなければリヒトの先祖たちは大おお儲もうけしてこの町を作れなかった。

「……私は、リヒトさんに出会えなくなるほうが、嫌いやです……」

　ヘレナはリヒトの胸に顔を当て、リヒトは苦しむように目を閉じた。

「なぜ、神はいつもこうなのでしょうか。なぜ、いつも少しだけ奇跡を示し、今苦しむ私たちを余計に苦しませるようなことをするのでしょうか」

　フェネシスが体を硬かたくしたのがわかった。

　リヒトが口にしているのは、間ま違ちがいなく呪じゆ詛その言葉であり、フェネシスが今も受け継つぐ、呪のろいの原型なのだ。

「祖父の祖父たちも苦しんだはずです。自分たちの苦しい生活を一変させられるはずの灰を必死に追いかけた。世界中の植物を集めたとも聞いています。でも、見つからなかった。徒労感はひどいものだったはずです。なぜ、天使は、本当に天使であるのならば、灰の作り方を私たちに残してくれなかったのでしょうか。気まぐれの奇跡は……」

　リヒトは、ヘレナを抱だきしめた。

「人を苦しませるだけです」

　クースラはフェネシスの背中をそっと撫なでる。フェネシスは、平気だ、とばかりに小さくうなずくが、うなだれたようにも見えた。

　ただ、もしも天使の伝説が本物で、天使の正体が古代の民たみなのだとしたら、その恨うらみは硝子ガラス職人たちの身勝手なものとも言い切れなかった。

　古代の民が実際に存在し、生きていた人間であるのなら、確かに中ちゆう途と半はん端ぱな助け方をする理由がうまく想像できないからだ。考えられるのは、強者から弱者への施ほどこしだが、古代の民に限っては不思議とそういう感じがしない。

　事実、カザンでは竜りゆうの火か炎えん放射器は、町の者たちの手によって封ふう印いんされていた。あまりにも強力で災わざわいを呼ぶものだから、彼ら自身の手でなかったことにしたふうだった。

　そうすると、この町での古代の民たちの振ふる舞まいがよくわからない。旅の途中でたまたま立ち寄った集落で、些さ細さいな礼として灰を残したのだろうか。それにしても、自分たちの技術がどんな奇き跡せきをもたらすかわからなかったはずはない。散々ひどい目に遭あったからこそ、はるか東方からこんなところにまで旅をし、逃のがれて来たはずなのだから。

　なにか、しっくりこない。

　それに、コレド・アブレアの署名のこともある。

　この伝説は、本物なのか、偽にせ物ものなのか。

　いや、灰の話が本当だとしても、天使は間ま違ちがいなく天使ではない。

　単に皆みながそう思い込んでいるだけだ。

　伝説が本当なのだとしたら、彼らがもたらしたのは奇跡ではなく技術のはずだ。竜の火炎放射器を奇跡と思うならば、それは無知な者たちの無知ゆえの思い込みにすぎない。

　人は、すぐに思い込む。

　奇跡をもたらしてくれたのならば天使だと思うし、職人の格好をしていれば職人だと思う。

　クースラはそこまで思い、ふと立ち止まる。

　奇跡をもたらしてくれたのならば天使だと思うし、職人の格好をしていれば職人だと思う？

　ならば、もしかして……。

「ですが、神を疑っても、なにも解決しませんよね。情けないことです」

　覚かく悟ごを決めたように、リヒトが言う。

　クースラは、沈ちん黙もくのまま、瞬まばたきも忘れてリヒトを見る。

　そう。

　それこそが、職人と錬れん金きん術じゆつ師を分ける「市し壁へき」なのだ。

「おい、一つ聞きたいことがある」

　クースラが、短く言った。

「……なんでしょうか」

「お前らは、本当にあらゆる灰を試ためしたのか？」

　しばらく、その質問の意味がわからなかったようだ。

　先に反応を示したのは、奇き跡せきをずっと望んでいたはずの、ヘレナだ。

「た、試ためし、ました……。店に残る、あらゆる、記録も……」

　しゃくり上げながら、しかし、未いまだ諦あきらめていないという往おう生じよう際ぎわの悪さを見せる。

　クースラは、そういう小こ娘むすめが嫌きらいじゃない。

「本当に？」

「……ふ、え……？」

「本当に？」

　クースラはもう一度尋たずねる。

　リヒトがなにかを察したように、言った。

「どういうことですか？　まだ世に知られていない、なにか特別な草木が……」

「いや、そうじゃない。だとしたら、天使は親切なはずだ。そういう伝言を残したんじゃないかと思う」

　隣となりのフェネシスが、弾はじかれたようにクースラを見上げる。

「奇跡を喜ぶ連中は、頭から奇跡を信じ、同時に、疑うものだ」

「仰おつしやる、意味が……」

　戸と惑まどうリヒトに、クースラは言った。

「これは奇跡だ。人知を超ちよう越えつしたなにかだ。だから、しまいには天使を呪のろうくらい信じきっても、妙みようなところを信じない」

　話しながら、クースラの頭の中で否定しようもないほどに一つの考えが焦しよう点てんを結んでいく。

　天使は天使ではなく、最初から善意で灰を残した古代の民たみだとしたら。

「天使が残した言葉は、もののたとえでも迂う遠えんな物言いでもない。真実なのだ」

「え……い、や、あの、やはり、意味が……」

「この灰は、金きんや銀を生み出す灰である。これはたぶん、灰を奇跡だと信じ、天使の言葉を恭うやうやしい御ご託たく宣せんだと信じた後世の人間の思い込みによる文章だ。いや、そうとしか考えられん。そうであればこそ、町の創そう生せい譚たんに異い端たん審しん問もん官かんが署名を施ほどこした意味がわかる。親方の口にした伝説と、町に残るそれに相そう違いがあるのも理解ができる。正しい文章は、こうだろう」

　クースラは、ゆっくりと息を吸う。

「伝説の灰は、金や銀を生み出す時に出る、灰だ」

　ある事こと柄がらを知るかどうかで、二つの言葉に違ちがいを見み出いだせるかどうかが変わる。

　惚ほれ薬ぐすりを、惚れなおさせ薬とも、すでにある恋心をねじ曲げる薬とも取れるように。

「わからないか？　わからないだろうよ」

　クースラはくすくすと笑う。自分だけが秘密に気がついた時の快感は、何物にも代えられない。しかも、それは本当にくだらないことなのだ。

　人々が、世の仕組みの中で生きていくためにどうすればいいか、とせせこましく狭せまい範はん囲いで必死に頭を巡めぐらせるようなもの。

　親方の言葉を思い返せばいい。

　硝子ガラス職人はどこの土地に行っても、町の者たちと相あい容いれない。

　この時点で、すべての灰を試ためしていない、とすぐに気がつくべきだった。

　彼らはひたすらに長い間森の中で作業をし、唯ゆい一いつの町とのつながりは、薬種商なのだから。

「灰は、草木を燃やした時にだけ出るものじゃない」

「な、にを？　灰は、灰では？」

　常識。思い込み。先入観。あるいは、それは誰だれかになにかを伝える時に用いる言葉にも表れる。たとえば、鉄を扱あつかう職人たちは、溶とけた鉄のことを湯と呼んだりする。灰も、また同じだ。そう考えた瞬しゆん間かんに、合が点てんがいくのだ。

「俺は、伝説の灰を見たことがある」

「え!?」

　声が三つ重なった。

「既き存そんの知識の組み合わせで、竜りゆうを作り出すこともできる。技術の応用とはそういうことなんだろうな」

　だが、その組み合わせ方に思いもよらない者たちは、それを奇き跡せきだと思い、神の再来だと決めつける。無知は盲もう信しんを生み、盲信は呪のろいに容易に変わりうる。

「ちなみに、お前も見たことがある」

　フェネシスが呆あつ気けに取られるのも、子供じみた嗜し虐ぎやく欲を刺し激げきする。

「世のつまらん仕組みを吹ふき飛ばせるぞ。この伝説の灰があれば……参事会はほぼ間ま違ちがいなく黙だまらせられる」

　かつてはそれを用いて、町を建設できるほどの利益を出したという。

　もちろん、盲目的に奇跡を信じるのは危険だが、たまにはそれも許されるだろう。

　伝説の灰にクースラを導いたのは、目の前にいる、恋に盲目な二人だったのだから。

「そ、その灰、とは？」

　フェネシスが、辛しん抱ぼうしきれないといった感じで、その質問を口にした時だった。

　廊ろう下かからどたどたと足音が聞こえ、思い切りよく扉が開けられた。

「なんか面めん倒どう事に首を突つっ込んだって聞いたよお～！」

　場違いなほど意気揚よう々ようと入って来るウェランドを押しのけたのは、興奮して顔を赤くしたイリーネだった。

「ちょっと、そんなことより、私たち職人街ですごいことに気がついたのよ！」

　勢い込んで言うイリーネは、そこでようやくヘレナとリヒトの存在に気がついた。

「え？　あ、れ？　ど、どちら様？」

「硝子ガラス職人と、薬種商の娘むすめだ。密みつ偵ていから話を聞いてないのか？」

「え？　え？　あー……なに、が？」

　イリーネは、ウェランドに助けを求めるかのように振ふり向いている。

「イリーネちゃん興奮しっぱなしでさあ。職人街で大声上げて、恥はずかしかったよお。そこにちょうど密偵から声をかけられてねえ。まあ、話なんか聞いちゃいないよお」

「ち、ちょっと言わないでよ！　あと、ちゃん付けで呼ばないで！」

　イリーネはウェランドに嚙かみつきながらも、大事なことを思い出したように、クースラに向きなおる。

「そ、そんなことより！　あんたも知ったらたまげるわよ」

　三度の飯より鍛か冶じが好き。

　イリーネが気づくのは、むしろ遅おそいくらいだったかもしれない。

「伝説の灰だろ？」

「え」

　イリーネは意表を突つかれ、後ろでウェランドが興味深そうな顔をしていた。

「あれ、そっちも気づいたのかよお」

「今しがたな」

　もう、自分の思い込みではあり得ない。二人の製せい錬れん狂ぐるいが気づき、疑ってもいない。

　真実には色々な面があるかもしれないが、存在そのものは、一つしかない。

　適切な知識を持つ者がそれを見れば、ただちにそれだ、とわかるものなのだ。

「だとすると、やはりそうだな」

　クースラの頭には、ひどくすっきりとした問題の解決法があった。

「お前らの話は結局、金の問題に尽つきる。そして、伝説の灰は、お前らの祖先に信じがたい儲もうけをもたらした。ならば、問題の解決はさほど難しくもない」

　クースラは、言った。

「準備をしろ。偉い大だいなる大錬金術師が、古代の奇き跡せきを復活させるぞ！」

　こういう大おお見み得えも、悪くない。

　ウェランドはげらげらと笑い、イリーネは牛のように興奮している。

　当事者のリヒトとヘレナが揃そろってぽかんとしていたが、その二人には、なぜかフェネシスが小さく謝っていたのだった。







　クースラが引っ張り込んだ厄やつ介かい事のために駆かけずり回っていた密偵たちの出した結論は、とにかくリヒトとヘレナを市し壁へきの外に放ほうり出せ、だった。その後にローズや硝子職人がどうなろうと知ったことではない。ましてや、戦乱の動向が未いまだ決定せず、不安定なこの時期に、この問題のために騎き士し団を動かすことは愚ぐの骨こつ頂ちようだというわけだ。

　いかにも現実的な案だったが、そういう現実を蹴けり飛ばす快感は何度味わっても忘れられない。密みつ偵ていたちに灰の話をすると、一様に目を丸くしていた。まさか、噓うそだろう？　と。

　竜りゆうの火か炎えん放射器を見てすら、そう思うのだ。

　金きんや銀を生み出す灰の存在など、誰だれもが眉まゆをひそめる錬れん金きん術じゆつだ。

「ただ、竜の火炎放射器も、空まで飛びはしない。効果のほどは話半分に見ておいたほうがいい。そのうえで、ちょっとした頼たのみ事をしたい」

　クースラは興奮していたが、技術を万能の奇き跡せきだとは思わない程度の理性は残っている。錬金術でさえ、魔ま法ほうではないのだ。

「参事会のことを調べて欲しい。どこにいくら金を積めば、硝子職人の問題を鎮しずめられそうか」

「……なんのためにか、お聞きしても？」

　町の政治に口を挟はさむな、とその目が明らかに訴うつたえていたが、クースラは持ち前の悪戯いたずら心が顔を出す。

「不器用な少女と青年の恋のためだと言ったら？」

「……」

　真ま面じ目めな連中の嫌いやそうな顔ほど楽しいものはない。

「伝説の灰の話は、硝子ガラス職人たちなしには今まで残らなかっただろう。おそらくは、硝子だからこそ成立する話だ。それに、伝説の灰を再現するにはなんにせよ連中の力がいる。そして、その知識が確かめられれば、俺たちでも硝子を量産できる。莫ばく大だいな利益になるぞ」

　密偵たちは互たがいに顔を見合わせた。

「礼くらい、したってばちはあたるまい」

　密偵たちはわかったようなわからないような感じで無言のやり取りを経て、渋しぶ々しぶうなずき合っていた。たぶん、実感が湧わかないのだ。

「わ、わかりました……。それで、例の薬のことですが」

「写本も解読もできている。そんなつまらん薬の本など、どこへなりとも持って行け」

　惚ほれ薬ぐすりではヘレナやリヒト、それにクースラが直面した問題も解決できなかった。役に立たない道具になど興味はない。

　クースラが言い捨てると、密偵たちは示し合わせたように、器用に揃そろえて肩かたをすくめていた。

　それから厩うまやに向かうと、準備は万ばん端たんのようだった。

「購こう入にゆうできたか？」

「そんなにたくさんなにに使うんだよおって訝いぶかしがられたけどねえ。化け粧しように使うと言ったら、イリーネちゃんに叩たたかれたよおぉぉぉ」

「ウェランドさん、本当に失礼よね！　どうせ炉ろの火のせいで肌はだはぼろぼろよ！」

　荷台の上でやり合う二人はともかく、原料は手に入れられたようだ。

　この原料もまた本来は別の作業の副産物で、冶や金きんとはまったく無関係な化け粧しように使われることで知られている。どれくらいの価値があるかといえば、ほとんどない。ごみ同然だ。

「……本当に、手に入ったのですか？」

　別の荷馬車に積んだ藁わら山やまの中に潜もぐり込もうとしていたリヒトが、我が慢まんできなかったように、そんな問いを口にした。

「神は道みち端ばたを歩いていることもあるらしいからな」

　その灰は、毒性も価値もないので工こう房ぼうでは乱雑に扱あつかわれてすらいる。

　ウェランドから袋ふくろを受け取ったフェネシスも、半信半疑らしい。

「だが、それ以外に考えられん。違ちがっていたら、笑えばいい」

　絶対の自信。

　リヒトはなにかを言おうとして、結局口をつぐむ。すべてを託たくす、とばかりに目礼をして、ヘレナと共に藁束の中に潜り込んで行った。

「じゃ、伝説の一頁ページを書き加えに行こうかねえ」

　ウェランドがそう言って、クースラたちは宿を出発したのだった。







　町の衛兵たちが、賊ぞくが逃にげ込んだ可能性がある、と騎き士し団の定じよう宿やどを捜そう索さくするのを尻しり目めに、クースラたちはヘレナとリヒトを藁束の中に隠かくしたまま、市し壁へきを無事に通過した。ヘレナを連れて来たのは、万が一捕とらえられて、参事会に利用されないようにと考えて。

　後は単純に、リヒトと片かた時ときも離はなれたくなさそうだったから。イリーネとウェランドが騒さわぐ荷台の下ではあったが、人目の届かない藁束の中に押し込んでやった。

　途と中ちゆうからは荷馬車を降り、徒歩で森の中を歩いて行く。

　リヒトはヘレナの不器用さを笑え顔がおで支え、クースラはフェネシスが転ぶたびに意地悪な笑みを向けた。

　そして、再びあの不思議な広場に出た瞬しゆん間かん、硝子職人たちは一様に目を丸くしていた。

　中には町の人間が攻せめて来たと早とちりした者もいたようだ。

　クースラが親方を呼ぶと、木を切り倒たおすための巨きよ大だいな鋸のこぎりを手にした親方が、顔を赤黒く怒いかりの色に染めてやって来た。

「どういうことだ！」

　それはリヒトが勝手にここを出て行ったことと、側そばにヘレナがいること、多少の理性が残っていたら、そこにクースラや密みつ偵ていたちがぞろぞろいることも含ふくまれていたことだろう。

「親方、申し訳ありません」

「その言葉がなんになる！　儂わしら全員を危険に晒さらしているのだぞ！」

　ちょっとした木こ立だちならば、その勢いで折れてしまいそうな剣けん幕まくだった。

　フェネシスは本気で震ふるえてクースラにしがみついている。

「責めは受けます。ですが、山に入ってなにも採とって来れなかったわけではありません」

　いかにも内輪だけに通じるような物言いに、ようやく親方は視線をクースラたちに向けた。

「どういうことだ」

　返答の如何いかんによっては炉ろにくべてやる。

「あんたらと町の仲を取り持てるかもしれない。いや、取り持ちに来たんだよ」

「なに？」

　聞き返す親方に、後ろからウェランドが粉の詰つまった袋ふくろを掲かかげてみせた。

「たぶん、これが伝説の灰なんだよねえ」

「なっ……馬ば鹿かな！　伝説は、伝説だ！　儂わしらをたばかるのか！」

　親方が鋸のこぎりに手をかけるが、クースラは気にしない。

「間ま違ちがってたら逃にげろよ。元からそのつもりだろう？」

　作業場の見た目こそ、なにも変わっていなかったが、明らかにいつでも逃げ出せるように荷物がまとめられている。未いまだ彼らがここにいたのは、集落を飛び出したリヒトを待っていたのだ。

「どうせ駄だ目めなら、奇き跡せきに賭かけるのも一興だろ」

　親方は顔を左右非対たい称しように歪ゆがめている。

「……それより、貴様、秘伝書はどうなった」

　唸うなるように言う。

「それは、こっちに」

　クースラが言って隣となりのフェネシスの肩を叩たたくと、フェネシスはびくりと体をすくめてから、服の内側がわにしまっていた秘伝書を取り出した。この様子だと、職人の格好はしていても、本物の職人にはなれまい。

　親方はしかめっ面つらで受け取り、どうにか気を落ち着けようと巨きよ大だいなため息をついていた。

「……これがあれば、貴族様も満足だろう……。だが、貴様ら、ぞろぞろとなんなのだ？　その灰が伝説の灰だと？　なんの灰なんだ？　本物だと信じろと？　儂らの祖じ父いさまたちが、散々探して見つからなかったものだぞ」

　クースラは、肩をすくめるほかない。

「探す場所が悪かったんだろ」

「んなっ」

　不ふ遜そんな物言いだとは思ったが、ついぞ忘れていた、錬れん金きん術じゆつ師らしさだ。

「ちなみに、確かく認にんしたいんだが」

　クースラは、ウェランドが灰を親方に押しつけるのを待ってから、言った。

「あんたら、コレド・アブレア、という名前に聞き覚えは？」

「っ……」

　返事は必要なかった。

「あるのか。決まりだな。伝説は、本物だ」

「お、お前らは、一体……」

　たじろぐ親方に、クースラは言った。

「旅の職人だよ」

　そして、親方のごつい肩かたに手を載のせた。

「早さつ速そく試ためしてみてくれないか。こればっかりは、俺たちがやれることじゃない」

「……」

　どれだけ市井しせいの人間から嫌きらわれようと、人ひと里ざと離はなれた森の中で、ただひたすらに自分たちに与あたえられた仕事を全まつとうする。今いま更さらやめるわけにも、変えるわけにもいかないたくさんのことのうちの一つだ。

　だが、時にはそこに奇き跡せきが舞まい込むこともある。

　この世には、幸運が思いのほか、存在するのだから。

　親方は、クースラを無言で見つめている。

　その目には、心の奥底に押し込めていた、天使の再来の夢が見え隠かくれした。

「……町の連中は、すぐには攻せめて来ないのか？」

　口から出てきたのは、その問いだ。

「硝子ガラスの製造について知識がない。どの程度の時間がかかる？　俺たちが町を出る時には、少なくとも戦いくさの準備はできていなかった。武器をかき集め、大義名分を広場で読み上げ、そんなことをしてれば二、三日はかかるだろ」

　親方は、ゆっくりとうなずく。どうせ、にっちもさっちもいかないのだ。戯たわ言ごとに付き合うのも同じことだ、と思ったのかもしれない。

「おいお前ら！　狂くるった錬れん金きん術じゆつ師が天使のふりをしてみせると言う！　炉ろに火を入れろ！」

　憎にくまれ、蔑さげすまれ、逃にげ続けてきた職人たち。

　彼らはいっそ憂うさ晴ばらしだと、吹ふっ切れたような顔で呼応した。

「手伝えることはあるかしら」

　申し出たのはイリーネだが、炉の前で火遊びしたい、と言い換かえたほうが正しいだろう。

　ウェランドが目を輝かがやかせているのは、奇跡を特等席で見ることができるからだ。

「勝手にしろ。ただし、邪じや魔まをすれば容よう赦しやなく炉にぶち込むぞ」

「慣れたものよ」

　イリーネは不敵に言って、ウェランドと共に炉のほうに走って行く。

「お前さんらは？」

　親方は、まるで今すぐ目の前から追い払はらいたくて、そんなことを言っているようだった。

「せっかくだ。伝説の再現の瞬しゆん間かんくらい、見に行くか？」

　フェネシスに問いかけると、親方はその軽さに呆あきれ果てたように眉まゆをつり上げるし、フェネシスも少し戸と惑まどっていた。

「錬れん金きん術じゆつ師め」

　ある意味褒ほめ言葉だった。

　これで伝説の灰は違ちがうものでした、となったらさぞ楽しいことになるだろう。

「あ、あの」

　歩きながら、フェネシスが言った。

「あなたは、怖こわくないのですか？」

「なにが怖いんだ？　失敗したら、それだけの話だ」

「……」

　フェネシスは、小さく肩かたをすくめていた。

「やっぱりあなたは変です」

「なにが」

　じっと、フェネシスが見つめてくる。

「なら、どうして私の笑え顔がおは怖がるのですか？」

　思いのほか、責める口調だった。

　フェネシスは人形ではない。クースラがぎくしゃくするたびに、そのぎこちなさの分だけ、実は傷ついていたのかもしれない。

　クースラはそんなフェネシスを横目に見て、少し不ふ貞て腐くされるように言った。

「お前も、その服を着る時には似たような顔をしていたと思うがね」

　男装の小こ娘むすめは自分の格好を見下ろして、再度クースラを見る。

「私は新しい服に慣れました。あなたも……変化を受け入れるべきでは、ないでしょうか」

　受け入れて欲しい、とその目は言っていた。

　こんなに大だい胆たんなのは、おそらく、ヘレナとリヒトのことを見たからだ。

　人は目にするものに影えい響きようされる。

　ただ、フェネシスの言うことは正論でもあった。

「毒みたいなものだ」

「……え？」

「呷あおってしまえば、これまでの自分ではなくなってしまう」

　それは職人の服を着ることよりも、惚ほれ薬ぐすりに近い。強固な意志に裏打ちされた、何物にも屈くつしないと信じていた己おのれすらが、容易に変化してしまうというあの恐きよう怖ふ。

　だが、伝説の灰を求めた職人たちは、自分の知っているところだけを探し続けたために、奇き跡せきを見つけられなかった。時には目先を変え、行く先を変える勇気が必要となる。

　フェネシスはしばし考え、不意に上うわ目め遣づかいに見る。

「毒と薬は、同じものだと聞きました」

「……だから？」

「少しだけ呷あおってみてはいかがでしょうか」

　それを挑ちよう戦せん的な顔つきで言えれば、立派な魔ま性しようの毒どく婦ふだったかもしれない。

　けれど、フェネシスの長いまつげがふるふると震ふるえたかと思うと、恥はずかしさに耐たえきれなかったようで、目を逸そらしてしまう。

　クースラは、己おのれの情けなさに辟へき易えきする。末まつ期ごの際、きっと一人だけでは逃にげられないフェネシスを無理やりに逃がす手段として、惚ほれ薬ぐすりのことを真しん剣けんに考えた。けれど、この小こ娘むすめにすれば、きっとクースラを生かすために無む駄だとしか思えない自己犠ぎ牲せいを選ぶだろうと思った。

　毒を食らわば皿まで。人を呪のろわば穴二つ。

　幸い、辺りは騒さわがしく、誰だれもこちらのことなど気にしていない。

「酒飲みは、皆みな、最初にそう言う」

　クースラはそう言って、フェネシスの顎あごをちょいと指で上げ、毒林りん檎ごをかじってみた。

「……修道女の時と同じ味だな」

「……」

　フェネシスはクースラを見上げ、不意に、呆あきれたように笑った。

「なんですか、それ」

　クースラはそんなフェネシスを見つめ、なぜだか急に、笑えみがこみ上げてくる。

　たぶん、自じ嘲ちようの笑みなのだが、笑みは笑み。

　それに、ふと、なにかがかちりと嵌はまる気がした。

「その格好も、それはそれでいいと思う」

　すんなりと言えた。

　フェネシスはきょとんとしてから、首をすくめて心底おかしそうに笑っている。

「あなたは、ずるいです」

　クースラが肩かたをすくめると、フェネシスは最後に咳せき払ばらいをして、視線を炉ろのほうに向けた。

「手伝ってきます」

「俺は高みの見物だな」

　振ふり向いたフェネシスは、特に寂さびしそうな顔はしない。笑顔で小さくうなずいて、炉のほうに走って行った。クースラはその背中を見送って、職人たちをやや遠くから眺ながめられる切り株に腰こし掛かけた。

　炉には大おお慌あわてで火が入れられ、巨きよ大だいなふいごで煽あおられている。イリーネやウェランドはとっくに彼らに溶とけ込んでいて、もう見分けがつけられない。フェネシスがそうなるのもあっという間だったが、のんびり眺めていた。

　硝子ガラスの製造は、手順としては単純だ。

　硅けい石せきと呼ばれる石を均質な大きさになるように砕くだき、燃え盛さかる炉ろの中に灰と共に入れる。草木の灰だと、銅が溶とけるのと同じくらいの温度で硝子を作れると聞いた。通常ならば鉄を溶かす温度が必要なのだから、かなり燃料を削さく減げんできる。

　硝子職人たちは額を突つき合わせ、クースラたちが持って来た灰を手に相談している。

　そして、結局は試作と調整を信条とする職人らしく、とにかくやってみる、ということにしたらしい。砕いた石と共に、灰をざばざばと入れる。大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。

　それから親方が険しい目で火の色を見つつ、炉の裏側がわの送風口からふいごで風を送る者に指示を出している。熟じゆく練れんした職人なら、火の色で大体の温度がわかる。

　その頃ころには太陽も山の稜りよう線せんの向こうに沈しずみ、炉の明かりに照らされるばかりとなった。

　月がなければ器うつわにすくえるほどの闇やみが支配する森の中、職人たちが雁がん首くび揃そろえて、一言も発さないままに炉の中を覗のぞき込んでいるのは、まるっきりなにかの儀ぎ式しきのようだった。

　そして、最初の反応は、声にならないなにかだ。

　それがやがて共鳴し合い、大きな波となって、人々の口からあふれ出た。

「おおっ」

「まさかっ……」

「溶けている……こんな温度で……馬ば鹿かな！」

　口々に驚きの声を上げるなか、年とし嵩かきの職人と、イリーネ、それにウェランドは視線を逸そらさない。

　精せい霊れいの正体を見極きわめてやる。

　そんな意気込みすら感じられた。

「鉛なまりがようやく溶けるような低温だぞ……」

　誰だれかが、信じられないとばかりに呟つぶやいた。炉の温度はそれから慎しん重ちように上げられていき、炉の中はあっという間にどろどろの湯状になっている。あるいは、張りつめた空気のせいで、時間を忘れていたのかもしれない。

「吹ふき棒ぼうを持て！」

　親方が体を起こし、指示を出す。たちまち、職人たちが動き、身長ほどもある長さの鉄の棒を持って来た。穴があけられ、空気が通るようになっている鉄の筒つつだ。

「リヒト」

　そして、その名を呼んだ。

　分ぶんを弁わきまえ、集団の規律に従うことを務めと考える良き職人のリヒトは、きっと最初で最後の馬鹿げたことをやらかした。越こえてはならない市し壁へきを越え、そこから奇き跡せきを持ち帰った。

　少し輪から外れた場所に立っていたリヒトが作業に参加していなかったわけではないのは、暗くら闇やみの中でもわかるくらいにくたびれた格好からわかる。ただ、他ほかの職人とはやはりどこか雰ふん囲い気きが違ちがっていた。隣となりにヘレナがいるせいだろうか。その顔には、夢を手に入れた者特有の、落ち着き払はらった自信がある。本当に大切なものを見据すえ、まっすぐに前に進む覚かく悟ごが見えた。

　親方はそれ以上なにも言わず、鉄の棒ぼうを差し出した。

　リヒトはなにかに耐たえるように頭を下げてから、筒を受け取った。

「いきます」

　そして、慎重に炉ろの中に差し込み、手慣れた手つきでなにかをすくうようにする。

　手て際ぎわよく棒を操ると、炉の中から鉄とは違う赤味をたたえた、柔やわらかいパン生き地じのようなものが引っ掛かけられて出てきた。

　誰も、一言も発しない。

　ごぉ、という火の燃える音だけがする。

　森の住人たちでさえ、暗闇の中から様子を窺うかがっているようだった。

「……」

　リヒトは片時も手を止めずに、同じ速度で棒を回し、先せん端たんについている真っ赤なパン生地を綺き麗れいな球形にする。

　そして、おもむろに棒の端はしに口をつけると、ゆっくりと息を吹き込んだ。

　棒を回す手は止まらない。

　溶とけた硝子ガラスに魂たましいが吹ふき込まれていく。あるいは、希望なのかもしれない。

　硝子はたちまち大きく膨ふくらんでいき、リヒトは側そばにあった作業台にいったん棒を載のせた。

　パン生地の付いた先端は台からはみ出ている形だ。別の誰だれかがさっとリヒトに動物の革かわを手渡わたした。リヒトはそれを使い、膨らましたパン生地を慈いつくしむように撫なで、同時に棒を回転させ、磨みがくように形を整える。

　それから、もう一度棒を手に取ると、再び息を吹き込む。

　その作業を三度繰くり返し、驚おどろくほど大きくなった膨らみを、作業台の上に載せた。

　たちまち、手に巨きよ大だいな鋏はさみを持った複数の職人が駆かけ寄った。

　リヒトも鋏を受け取り、硝子が固まる前に美しい舞まいのように動いていく。

　パン生地を先せん端たんから切り離はなし、球形のそれを切り開いていく。

　赤味をたたえた硝子は花のように開かれて、作業台の上に伸のばされる。

　一いつ瞬しゆんのことだ。

　それで、終わり？

　知識のない者が見たら、そう思ったことだろう。

　誰も、なにも言わない。

　作業台の上で、生物が息絶えるかのように、赤味を失っていく。

　そこにあるのは、死んだ妖よう精せいの姿でも、夢のかけらでもない。見慣れた、手で触さわれる、この世にしっかりと存在する、一枚の板硝子だった。

「……」

　リヒトが親方を見る。親方は、硝子ガラスを見つめたままだった。

「奇き跡せきだ」

　ぽつりと、呟つぶやいた。

　そして、作業台に歩み寄ると、赤味こそ取れたものの、まだ相当な熱を持つはずの硝子を手に取り、じゅう、という嫌いやな音もものともせず、親方は一枚の硝子を持ち上げた。

「奇跡だ！　奇跡が起きたぞ！　儂わしらは救われたんだ！　こんなに少ない燃料で！　見よ！　これは本物の硝子だぞ！」

　職人たちが、堰せきを切ったように叫さけびだした。

「奇跡だ！　奇跡だ！」

「ついに天使が祝福をしてくれたんだ！」

　職人たちがリヒトの肩かたを乱暴に叩たたく。ウェランドやイリーネにも熱ねつ烈れつな抱ほう擁ようと握あく手しゆを求めている。クースラは少し距きよ離りを開けていたので、それを眺ながめるばかりだ。

　寄って来るのは、一人しかいない。

「本物でしたね」

　フェネシスに、クースラは視線を向ける。

　ちょっと残念そうな顔をしている。

「なんだその顔は」

「……あなたの慌あわてる顔を見られなかったのが、残念です」

　言うじゃないか、とクースラは笑い、フェネシスも嬉うれしそうに笑う。
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　不思議なことに、もう、ついさっきまでどうしてフェネシスに笑え顔がおを向けられなかったのか、思い出すことすら難しかった。

「ですが、やっぱり信じられません。あの灰に、こんな使い道があるなんて。まさか……まさか、鉛なまりの灰だとは思いません。灰はい吹ふき法で、あれほどたくさん見たのに」

　灰と言われたら草木の灰を想像する。だが、世の中には灰と呼ばれるものは他ほかにもたくさんあるのだ。しかし、人は自分の住む世界でしか物事を考えないし、自分の立っている場所からしか物を見ない。クースラ自身にも、耳の痛い言葉だった。

　職人たちの歓かん声せいが再度上がる。

　誰だれかが酒を持ち出したらしい。

「鉄の製せい錬れんの時にも山ほど出る。硝子ガラス職人と鍛か冶じ職人が、薪まきの奪うばい合いでいがみ合っていなければ、とっくの昔に見つかっていておかしくなかったが」

「……会話は大事だということですね」

　どこか責めるような物言いに、クースラは意地悪く唇くちびるの端はしをつり上げた。

　炉ろの前では、別の職人たちが一いつ斉せいに我も我もと奇き跡せきの硝子を作ろうとしている。

　親方は硝子を片手で掲かかげたまま、リヒトを抱だきしめ、ヘレナも抱きしめていた。

「あれが、伝説の硝子だとさ」

　氷のような透とう明めいさを持つ、あまりにも美しい板硝子。

　その様はまるで──。

「ほとんど水すい晶しようだな。名づけるとすれば……水晶硝子クリスタルガラスか」

「安直な気がしますけど……。年代記にそのまま書かれてしまうかもしれませんよ」

「惚ほれ薬ぐすりなんて、そのまま惚れ薬だ。後世に残る名前なんてのは、そんなもんだろ」

「……あれほど体裁にこだわるのに、とんでもないところで無関心なのが信じられません……。あなたは、やっぱり少し変です」

「錬金術師だからな」

　クースラが笑って言うと、フェネシスはいかにも現実的な女のように、肩かたをすくめていた。

「さて、伝説は蘇よみがえった。ここからは、現実的な話だな」

　クースラはそう言って、炉の炎ほのおの明かりが届くぎりぎりの縁ふちに立つ密みつ偵ていを見た。

　技術は見つけただけでは意味がない。

　活用して初めて、意味のあるものとなる。

　それはまた、人の関係にもいえることなのだろうと、いつの間に握にぎったのか覚えがないフェネシスの手を握りながら、思ったのだった。
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　伝説の灰を用いることにより、硝子ガラス製造に必要な燃料を激減させることができた。それはそのまま莫ばく大だいな儲もうけに直結する。その金で町と和解する。奇き跡せきとはほど遠い、生なま臭ぐさい方法だ。

　密みつ陀だ僧そうと呼ばれる鉛なまりの灰は、鉛を含ふくむ鉱石から金属を取り出す時にはほぼ必ず生まれるものだ。金や銀を灰はい吹ふき法で分ぶん離りする時にも山ほど出る、鍛か冶じ職人や金銀細工師なら知っていて当たり前の灰だった。だから、伝説の中では率そつ直ちよくに奇跡の灰のことを説明していたのだ。決して隠かくすつもりなどなく。よもや変な勘かん繰ぐりをするとは、つゆほども思わず。

　とにかく、その灰はありふれたもので、特に鍛冶屋には腐くさるほどある。硝子職人がその灰を鍛冶職人から高額で買うと持ちかければ、彼らを懐かい柔じゆうすることはたやすかった。それに、節約した燃料はそのまま町に供給も可能だ。

　司祭はなお扇せん動どうして求心力を得ようとしていたが、町の最大派は閥ばつである鍛冶屋組合が折れてしまえば、どうしようもなかったらしい。

　結局、硝子職人たちの排はい除じよは沙さ汰たやみとなった。

　町と硝子職人の仲ちゆう介かいを行ったのは主に密みつ偵ていで、こちらは町に食い込んで情報収集する目的があったのだろう。

　クースラはそんなことにあまり興味がなく、硝子職人の親方から借り受けた、職人たちに伝わる巻まき物ものを日がな一日眺ながめ続けていた。そこには天使の伝説が記されている。

　あれが山火事の一連の出来事を記したものではないのだとすれば、依い然ぜんとして未解決の凄すさまじい話が二つも残っていることになる。

　使いが空から舞まい降り、太陽を召しよう喚かんする。

　どちらもいよいよ馬ば鹿かげた伝説だが、クースラが足を載のせている机の上には、親方から譲ゆずり受けた風変わりな石があった。

　クースラがそれを受け取ったのは、あの森の作業場でのことだ。鉛なまりの灰による硝子ガラスの製造で、燃料がほとんど半減できることがわかり、また、灰を作る時に温度を変えたりすることで出来上がりの硝子の性質も変わるとわかってからは、好こう奇き心しんを刺し激げきされたイリーネやウェランドが職人たちに混じって作業のし通しだった。

　クースラもいくらか後学のために手伝っていたが、およそ二人の狂きよう気きじみた熱気にはついていけず、早々に小屋に引き揚あげた夜のことだ。

　フェネシスはとっくに音ねを上げて、苦しげな顔でうなされながら眠ねむっていたので、その隣となりに腰こしを下ろし、ため息をつく。

　小屋の中では、意志とは関係なく眠りに落ちた者があちこちで行き倒だおれている。

　祭りだな、とクースラは思った。

　そこに、親方がふと現れて、無言で変わった石を押しつけてきたのだ。

「これは？」

　尋たずねると、不ふ機き嫌げんそうな顔でクースラを見下ろし、短く言った。

「儂わしの先祖が拾ったという、太陽のかけらだそうだ。奇き跡せきの最さ中なかに、こっそり拾ったらしい」

　クースラは息を飲む。それが本当なら、この手にあるのは伝説のかけらだった。

「この世で最も物知りなのは、遠えん隔かく地貿易をする商人たちだ。連中に尋たずねたが、暑い土地で見たことがある、としかわからなかった。なにに使うものかさっぱりわからん。ただ、火にくべると、火が不思議な色に変わる。まともな代しろ物ものではない」

　石というより、岩塩のような、なにかの結けつ晶しようのようにも見える。

　クースラは矯ためつ眇すがめつして、腰こしの袋ふくろにしまい込んだ。

「わかったら知らせよう」

「いらんよ」

　素っ気なく返される。

「儂らは夢見てはならん」

　まるで求ぐ道どう者だが、クースラは問わざるを得ない。

「夢見がちな青年たちはどうするんだ？」

　クースラがここにいるのは、ヘレナとリヒトが惹ひかれ合っていた糸に巻き取られたからだ。

「夢でなければ見ても構わん」

「へえ？」

「町と和解できれば……勝手にしろ。儂らは数年おきに別の土地に行くが、また戻もどって来る。それで切れるような縁えんなら、結ぶに値あたいせん。そもそも、儂わしらの妻つまは昔からずっとそうだ」

　ヘレナはヤーゾンに残り、また数年後に再会する。戻もどって来られるとわかっていれば、それもまたありうる形かもしれない。

　親方は別の職人に呼ばれ、さっさとそちらに歩いて行ってしまう。

　ただ、途と中ちゆうでふと足を止めると、ゆっくり振ふり向いた。

「奇き跡せきをありがとう」

　クースラは肩かたをすくめ、親方もそれ以上言わず、去って行った。

　その様を並んで見つめている若人わこうどが二人。

　もちろん、ヘレナとリヒトだ。

　二人は親方からクースラに視線を戻し、もじもじとしていた。クースラは礼など言われても鬱うつ陶とうしいだけなので、手を振ふって来るなとぞんざいに示した。

　二人は揃そろって頭を下げる。しっかりと手はつないだまま。

　やれやれ、とため息ばかりが出る。

　結局、それから硝子ガラスの製造の大まかなところは学び終えたので、さっさと町に帰って来たが、町との折せつ衝しようや次の目的地の下調べなどの必要から、すぐに出発するということもなく、怠たい惰だな日々を満まん喫きつした。

　時折窓から眺ながめるヤーゾンの町は、出入りする人間の数がますます多くなり、騎き士し団は順調に失地を回復しているように感じられた。

「あ、また机に足を載のせて。下ろしてください。お昼を買って来ましたよ」

　外に買い物に出ていたフェネシスが、焼肉だのパンだのを手に戻って来た。

　クースラが足を下ろしていると、フェネシスはふと机の上に目を止めた。

「その小こ瓶びん、なんですか？」

「ん？　ああ、ウェランドの阿あ呆ほうが持って来たんだよ」

「綺き麗れいな硝子の小瓶ですね。中身は……なにかの脂あぶらですか？」

「惚ほれ薬ぐすりだ」

「えっ！」

　小瓶に触ふれようとしていたフェネシスの動きが止まる。

「あの馬ば鹿か、どういうつもりなんだかな。まあ、マンドラゴラが手に入らなかったらしいから、だいぶ効果は弱いと思うが……あいつ、使ってみたらしいぞ」

「……」

　フェネシスの顔がひきつっている。

「それでも相当なもんだったそうだ」

　近寄るだけで災わざわいが起きそうな、とばかりにフェネシスは距きよ離りを空けている。

「ああ、一つ言っとくが、お前、使う時は注意しろ」

「へ、え？　つ、使いません！」

「魔まが差すってことがあるだろ？」

　クースラがにやりと笑うと、悪魔に追い詰つめられたかのように、慄おののいている。

「冗じよう談だんはさておき、この手のは鎮ちん痛つう剤ざいも兼かねている。それもとびっきりのな」

「鎮、痛？」

「もうどうにもならない怪け我がを負った時とかな、苦しみ抜ぬいて死なないように、最後に夢を見させるんだ。後は、死なないまでも、骨折とか、抜ばつ歯しとか、死んだほうがましな状じよう況きようがいくつかある。ある意味、叶かなわぬ恋に身を焦こがすってのも同じ状況だ」

　クースラは、硝子ガラスの小こ瓶びんに指を当て、少しだけ傾かたむけた。中に入っているのは、ヒヨスやベラドンナという危険な植物と、いくつかの香こう草そうを、豚ぶたの脂あぶらで練った軟なん膏こうだ。

「そういう使い道が必要な時が、突とつ然ぜんやってくるかもしれない」

「……考えたく、ありません……」

「考えなかったら起こらない、だと嬉うれしいんだが」

　そう言って、少し蓋ふたを開けてみる。

「あ、あの！」

「使いやしない。それと、これは軟膏だ。絶対に口に盛るなよ」

「……え？」

　フェネシスは意外そうな顔をした。やはり、飲み薬だと思っていたらしい。

「思い込みは危険だぞ。こんな薬を口から飲んだら、効きすぎて死ぬ。だから、軟膏として塗ぬるんだ」

「……」

　惚ほれ薬ぐすりの存在は怖こわいが、好こう奇き心しんはまた旺おう盛せい。

　使い方のような現実的な話をされて、ちょっと興味を見せている。

「熱を下げたり、気分を高こう揚ようさせたり、あるいは落ち着かせたり、そういうのはどれも飲み薬だが、これは塗り薬だ。絶対にそこを間ま違ちがえるな」

「……わ、わかり、ました」

　フェネシスは返事をしつつ、自分の手のひらなどを見て、首をかしげている。

　皮ひ膚ふに塗って、誰だれかに惚れる、というのが想像できないのだろう。自分の内面を変えるためには、内側がわに取り込む必要が感じられる。

「お前がなにを思ってるかわかるが、塗る場所もちょっと変わっている」

「場所？」

「飲み薬と塗り薬の中間だな。人にも、そういう中間の場所があるだろ」

「え……と……」

「体の内側を晒さらしている場所だ。目。鼻の穴の中、口の中」

　指折り数えて言うと、フェネシスがぎょっとする。

「肛こう門もんに、股また──」

「あ、あ、あ、の！　な、な、なんの話をっ！」

「薬の話だよ。惚ほれ薬ぐすりは本当なら、酒やらなんやらと同じ扱あつかいを受けたはずだ。違ちがいといえば、突つき詰つめれば効き目だけだからな。一番の問題は、使い方なんだ」

　クースラは、ちょっと笑いながら、フェネシスを見た。

「どうして、怪あやしげな惚れ薬といえば、魔ま女じよだと思う？」

「……」

　これから意地悪ななにかを言われるぞ、とわかっているのかもしれない。

　ただ、逃にげ出さないのは、好こう奇き心しんがあるからだ。惚れ薬と魔女。確かにそれは二つで一つ。

　それに理由なんてものが？　昔からの言い伝えでは？

　クースラは、言った。

「この薬の効果は、鎮ちん痛つうともいえるが、実際のところは、幻げん覚かくに近いという。果てしのない高こう揚よう感とも聞いたことがある。それこそ、空を飛ぶような感覚が得られるらしい」

「……空……を？　で、も……」

「魔女のお約束の道具はなんだ？」

「え……それ、は……箒ほうき、です、よね？」

「そうだ。お前、変に思ったことないか？　なんで箒で空を飛ぶんだって。鳥どもは箒に跨またがらんのにな」

　フェネシスはきょとんとしている。素す直なおな小こ娘むすめは、本当にやすやすと罠わなに嵌はまってくれる。

　クースラは机に頰ほお杖づえをつき、優やさしく笑いながら言った。

「では、話を組み上げろ。この薬は塗ぬり薬ぐすりで、体の内側に塗る必要がある。効果は、幻覚やら鎮痛やら空を飛ぶような高揚感。その薬は魔女が作ると言われていて、魔女たちはなぜか箒に跨って空を飛ぶ。ほら、どうやって使うか、わかったか？」

「え？　え？」

　素直で少し間ま抜ぬけなフェネシスは、錬れん金きん術じゆつの作業でそうするように、実際にその場を想像してみようとしていた。

　架か空くうの箒を手に取り、跨ろうとしてみたところで、動きが止まる。

　クースラは、くつくつと笑いを堪こらえるので必死だ。

　どこに塗るのか、どうやって塗るのか、想像したのだろう。なぜ、魔女が箒に跨って空を飛ぶのかわかったのだろう。

　倒たおれるのではと思うくらい、フェネシスの顔が赤くなっていく。

「お前はまだ使うなよ。子供だから、な」

　笑いながら言うと、含ふくみにも気がついたらしい。

　顔を上げると、悲鳴を堪こらえるように口を押さえ、涙なみだまで滲にじませている。

　顔どころか手まで赤い。

　クースラは、歯を剝むいて笑った。

「はっはっは。お前は魔ま女じよにはなれなそうだ」
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　こんなに笑ったのは何年ぶりかというくらいに笑う。

　フェネシスは、あまりの羞しゆう恥ちに半泣きでぷるぷる震ふるえ、やがて、なにかの糸が切れたみたいに口をぱかりと開け、音がするくらいの勢いで息を吸い込んだ。

「あなたは！　本当に！　最っ低です！」

　そして、力の限りに怒ど鳴なると、部屋から飛び出して行ってしまった。

　それでもクースラは椅い子すの上でしばらく笑い、笑いやむと、余よ韻いんを残した顔のまま、硝子ガラスの小こ瓶びんに視線を向けた。

「ウェランドの野や郎ろう……なにがこれで楽しめだ」

　頭を搔かいて、ため息をつく。フェネシスを怒おこらせすぎた理由はわかっている。この小瓶を前に、柄がらにもなく落ち着かなかったのだ。

　大体、ヘレナへの処方を迷ったのも、理由は色々あれど、そのうちの一つは間ま違ちがいなく処方の仕方だった。

「……それこそ浮うわ気きだろうが」

　クースラは不ふ貞て腐くされたように呟つぶやく。それに、この薬をフェネシスに使う様子もまた、さすがの錬れん金きん術じゆつ師様もたじろぐ光景になるだろう。

　そんなことを憮ぶ然ぜんと考えていたら、直後に扉とびらがノックもなく開く。

「あーお腹なかすいたー。ウルちゃんご飯買って来てくれ……あれ？」

　イリーネだ。部屋の中にクースラしかいないのを見て、きょとんとしている。

「どっか行っちまったよ」

「……まーた怒おこらせたの？　進歩がないわねえ」

　クースラは、呆あきれるイリーネを見て、八つ当たりの相手を決めた。

　椅い子すから立ち上がると、ぽんとその肩かたに手を置く。

「あいつが怒るのも無理はない。ウェランドの野や郎ろうが悪あく趣しゆ味みでな」

「はあ？」

「その机の上の小こ瓶びん、処分しておいてくれ」

「え？」

「いいか、飲むなよ。飲むと死ぬ。それは塗ぬり薬ぐすりだ」

「え？　え？」

「ほんの少し肌はだに触ふれるくらいなら大だい丈じよう夫ぶだろうがな。頼たのんだぞ。炉ろに放ほうり込んで、消し炭にしてくれ」

　クースラは思い切りわざとらしくそう言って、フェネシスが買って来てくれた昼飯を手に取ると、部屋から出た。イリーネはぽかんと立ち尽つし、クースラと小瓶を見比べていた。

　たぶん、ウェランドの悪戯いたずらだ。あれは本物の惚ほれ薬ぐすりではない。

　ただ、イリーネもきっとあの小瓶を前におたおたするだろう。その様を想像して、少しだけ溜りゆう飲いんが下がった。

　それより、フェネシスだ。どうせ中庭かどこかで丸くなっているはずだった。

　廊ろう下かを歩きながら、開け放たれた木窓の向こうに青い空を見て思う。錬金術だけでは解決できない問題がたくさんあるが、楽しいこともまた、錬金術だけではないらしい。

　視線を下ろすと、予想どおりに中庭の隅すみで丸くなって隠かくれている小こ娘むすめがいた。さもなくば、最初から見つけて欲しいと思っているのかもしれない。

　世の連中は、こんなに楽しいことにうつつを抜ぬかしていたのかと、皮肉げに笑う。

　天使の伝説を素す直なおに受け取らない連中のことを笑えはしなかった。

　春はまだ遠そうだが、久しぶりに暖かい、よく晴れた日のことだった。







　あとがき







　いつもお世話になっております支はせ倉くら凍い砂すなです、という出だしのメールを考えなしに送っているせいか、色々な場所でうっかり出してしまう今日この頃ごろです、いつもお世話になっております支倉凍砂です。

　前の巻からまた少し時間が空いてしまったのですが、驚おどろくべきことにそれまでの間に遊んでいたわけではなく、むしろデビュー以来最高に忙いそがしかったです。でも、一年間に出る本の数は増えなかったりするので、あの忙しさってなんだったんだろうと本当に謎なぞです。ちなみに今も継けい続ぞく中で、誰だれかが私の頭に電極を差して、忙しいと思い込むスイッチを押しているのではと疑っています。最近の野望は、一年間丸ごと仕事を入れないで、このスイッチをオフにすることです。しかし一年間休きゆう暇かをとったらあれをしよう、と色々考えて書き出してみたら、小説のネタ探しみたいなことばかりで、休暇を仕事にうまく転用しようという浅ましさが透すけて見えます。完全に仕事から離はなれた長期休暇をどっしりとるのって、ある種の才能だと思いました。ちなみにやってみたいことナンバーワンは、四し国こくのお遍へん路ろです。そして最初のお寺でリュックがやたら重いと思って開けてみたら、中には獣けものの耳が生えた（以下略）。

　あとは、全然読んだことのないジャンルの本を手に取ってみる。本屋で実際に本を前にしてしまうと、たぶんなにかしらの意識とかが邪じや魔ましてしまう気がするので、適当に数字を選び、その数字と合がつ致ちするＮＤＣ（図書館の本とかの背表紙によくついてる本の分類のための数字）の本を読むとか。なにを引くかまったくわからないわくわく感！　ちなみに、今回のお話は、こんなことを考えていて思いつきました。たまには目先を変えることって大事だよなあ、的な。

　もう一つは、なにか新しい技術を習得してみる。千時間くらいかければプロにはなれなくともそこそこ身につくであろうと思いつつ、まずは千時間も費ついやせるくらい興味を持てるなにかを見つける作業が待ち構えていることに気がつきます。そのうち青い鳥を探すプロになってしまわないか不安ですが、道のりは遠いようです。というかよく考えたら、自分が書いてる話っていつもなにかを探したり追いかけたりするものであるような気がします。一体私はなにを探しているのでしょうか。それはたぶん、次の巻の完成原げん稿こうなのでしょう。一年丸ごとの休暇など、夢のまた夢……。




　そんなことを書いていたらページが尽つきそうなのでこのへんで。今回のお話ではキャラの服装やらが大きく変わったなか、今まで以上に魅み力りよく的なものにしてくださった鍋なべ島しまさん、本当にありがとうございました！　フェネシス可愛かわいい！

　それではまた、次の巻でお会いしましょう。


支倉凍砂
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支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。第12回電撃小説大賞銀賞受賞。最近の好きな言葉は、人生のチェックシート。一度はやってみたかったあれこれを、とにかくやってみるチャレンジ精神。決して、一つのことが長続きしない言い訳ではない。
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イラスト／鍋なべ島しまテツヒロ

山口県出身埼玉県在住のイラストレーター。雨男。

イラスト担当作品に「犬とハサミは使いよう」（ファミ通文庫）など。椅子が壊れたのでこれを機会にちょっといい椅子を買おうかと検討している。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「支倉凍砂先生」係

「鍋島テツヒロ先生」係











本書は書き下ろしです。
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